
第 3編舘遺跡

第 7節遺構外出土遺物

遁構外からは、縄文時代早期から後期までの土器・土製品・石器・石製品が出土した。遣物の出土位

置は調査区北東側の IV-33グリッド以北に集中している。出士層位は第1層が大半を占めており、層

位ごとの時期差を掟えることはできなかった。

1 土器

遺構外出土土器の総量は約120kgである。復元できた個体は少なく、大部分は破片資料だが、特徴

等を考慮した上で全体の器形がわかるもの、 口縁部・底部資料を中心に掲載した。出土した土器は縄

文時代早期後葉から後期中葉までみられるが、主体は縄文時代後期前葉に属するものである。以下、

各時期の土器について記述するが、個々の遺物の詳細については慣物観察表を参照されたい。

縄文時代早期後葉から後期初頭以前の土器 （図30-1・図43-2~9 、写真図版15•25)

図30-1は深鉢口縁部である。波状口縁の波頂部突起は小さく、口唇部と口縁部内面にLRが回転施

文され、外面は丁寧に磨かれる。特徴から中期中葉から後葉に属する可能性が高いが、判断材料が少

ないため断定はできず、後期中葉の可能性もある。図43-2~4は縄文時代前期前葉に位置づけられ

るものである。 2・3は竹管状工具による押し引きによって施文され、 4はLRが回転施文される。い

ずれも胎土に繊維を含む。 5~7は前期中葉から後葉に属する と考えられるものである。6・ 7は単

軸絡条体第1類によって施文される。 8・9は中期中葉から後期初頭に属するもので．．縄文が縦位に

回転施文される。

縄文時代後期初頭に属する土器（図30-2・3、写真図版15)

韮窪式（本間1987)、牛ヶ沢(3)式（成田1989)、第I様式（榎本2008)などに相当する士器である。本

遺跡からの出上量は少ない。器種は深鉢形と壺形がみられる。図30-2は波状口縁の深鉢であり、頸

部が屈曲する。波頂部から頸部にかけて隆帯が付され、降帯を含む内外面に無節 Lが回転施文される。

口唇部と隆帯には竹管状工具による連続した刺突が施される。図30-3は陥帯上にLRが施文される。

縄文時代後期前葉に属する土器

十腰内I式古段階（図30-4~図33-ll、図37-12、．写真図版15~18・21)

十腰内 IA式（成田1989)、第IV様式（援本2008)などに相当する土器である。器種は深鉢形、鉢形、

壺形がみられ、台付鉢も一定数認められる。深鉢形・鉢形土器の口縁形は波状となるものと平坦口縁

のものがあり、口唇部に刻みが施されるものもみられる。鉢形士器では口縁部が肥厚し、口唇部から

ロ縁部外面にかけて穿孔されるもの（図32-10・16)や、上げ底状の底部から胴部にかけて穿孔されるも

の（図32-13)も認められる。文様は沈線や隆沈線によって入組文や弧状文、楕円形文などが施される。

鉢形土器や壺形土器の中には赤彩されるもの（図32-10・17、図33-11)が散見されるほか、漆と推測さ

れる黒色付着物が認められるもの（図30-17)も少量ある。

沈線によって施文されるものの中には、 2条の沈線の両端をつないで文様を表現するもの（図31-1 

図32-7・12・図33-2・7 ~ 9)と2~3条の平行沈線によって文様を表現するもの（図32-3~ 5・8・ 
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9•11 ・ 13·20) がある 。 陥沈線によって施文されるものは、器面が丁寧に磨かれるものが多い。口縁部

に限定して隆沈線が用いられるものと、全体に用いられるものがある。

図37-12は大型の壺である。楕円形文によって縦位・横位に区画された内側に三角形文や入組文が

施文され、LRが充填される。＋腰内 I式直前型式段階から十腰内 I式に比定されるものである。図

31-3~5は同一個体とみられる壺である。頸部には小ぶりな把手が2段にわたって付く。把手は上

段と下段で半単位ずらして付され、上段では把手が付されない部分に穿孔がなされるc 口縁部から頸

部には陥沈線による楕円形文が、 胴部には弧状文や入組文が施される。図25-4と図30-11は同じ文様

のモチーフをもつが、それぞれ沈線と陥沈線によって施されている図32-3は外面に沈線文が施され、

内面は無節Lが横位回転施文される。

十腰内 I式新段階（図33-14~図37、写真図版19~21)

＋腰内 IB式（成田1989)、第V~VI様式（榎本2008)などに相当する土器である。 器種は深鉢形、鉢形、

壺形がみられ、台付鉢も一定数認められる。深鉢形・鉢形土器の口縁形は波状となるものが多く、 ロ

唇部に刻みが施されるものも少量みられる。鉢形土器は頸部が屈曲 して外反するもの、直線的に外反

するもの、口縁部が内湾するものなど、十腰内 I式古段階に比べて多様である。文様は沈線によって

入組文や方形文、クランク文などが施され、沈線間に櫛歯状沈線が充填（図33-14~図34-9)もしくは、

縄文が充填（図34-10~図36-19)される。櫛肯状沈線が充填されるものは 2条 1組の沈練によって施

文され、縄文が充填されるものは3条 1組の沈線によって施文される傾向がある。縄文が充填される

ものでは、 口縁部に沿って横位の平行沈線が施され、胴部の方形文や入組文が縦位もしくは斜位の沈

線によって口縁部の横位平行沈線と連携されるものが多い（図34-ll~l氏図35-2・3)。

粗製土器及び底部破片 （図38~42、写真図版22~25)

無文あるいは地文のみ施文されるものである。出土状況から後期初頭から前葉に属すると考えられ

る。地文には絡条体や沈線によって格子目状あるいは条線状の文様が施されるもの、櫛歯状沈線や縄

文のみが施されるものがある。器種は深鉢形、鉢形、壺形が認められる。絡条体による施文は、単軸

絡条体第5類が大部分を占め、単軸絡条体第 1類がわずかに認められる。目縁部は折返し状になるも

のや肥厚するものが多い。口縁部が折返し状となるものの中には、 口縁部が無文のもの（図38-9)や、

胴部と同じ絡条体が縦位施文されるもの、横位施文されるもの（図38-5 ~ 8)がある。沈線によって
格子目状文を表出するものは図39-6の1点のみ確認された。櫛歯状沈線が施されるものには、 縦位

に施文されるもの（図39-7~10)と、 格子目状の文様を表出するもの（図33-12・13)がある。図27-25は

口縁部に横位施文、胴部に縦位施文される。

縄文のみ施文される土器は、口縁部が肥厚するもの（図40-8)や、口唇部に胴部と同じ縄文原体が

回転施文されるもの（図40-20、23~28)が認められる。また、 縄文原体の側面押圧（図26-9 ~11、図

40-28)をもつものがあるが、これらは十腰内 I式の中でも新しい要素とされているものである。

無文のものは深鉢形、鉢形（台付鉢を含む）、壺形、 片口形が認められる。深鉢形土器の中には波状

ロ緑となるもの（図41-6、図42-2)、底部から口縁部にかけて直線的に立ち上がり、底部が上げ底状

となるもの（図41-7)がある。 底部は網代痕や木葉痕、笹葉状木葉痕など、 敷物の痕跡を残すものが
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多い。図42-15は網代痕を覆い隠すように化粧土が貼り付けられているC

縄文時代後期中葉に属する土器

十腰内1I式 （図35-23・24、図36-17・20、図43-1、写真図版20・21・25)

出土量は少ない。器種は深鉢形と壺形がみられる。図35-23は深鉢、図36-20は壺である。沈線によっ

て縦位に展開する帯状の入組文が表出され、沈線間にLRが充填される。図36-17は口縁部が内傾する

鉢である。平行沈線文が施され、沈線間に蛇行文が施される。図43-1は深鉢形土器の口縁部突起で

ある。 （木村）

2 石器 （図44~49、写真図版27~29)

遺構外からは石鏃11点、石錐1点、削器18点、掻器6点、二次加工剥片49点、微細な剥離痕のある

剥片6点、剥片210点、石核16点、ピエス・エスキーユ4点、原石3点、打製石斧2点、磨製石斧14点、

石錘18点、凹石2点、敲石56点、磨石8点、砥石2点、石皿15点、台石4点、剥離のある礫6点、擦

痕のある礫1点、搬入自然礫1点が出土した。

図44- 1~11は石鏃である 。 l~ 5は珪質頁岩製であり、 1は裏面中央に素材剥片の主要剥離面が

残る。その部分は、にぶい光沢がある。有茎鏃で長さは2.2cmと小型である。他の石鏃も未成品を除

いて有茎鏃で、長さは 3cm未滴と小型である。 5は平坦な剥離が施されるが先端部の作り出しがなく、

石鏃未成品と判断した。石鏃と形状と加工状況が類似するが、先端部が作り だされていないもの等は

石鏃未成品と し、石鏃の中で扱う。 6~11は玉髄製の石鏃である。9・11は先端部の作り出しがなく、

10は表面左側縁にカロ工が認められないことから石鏃未成品と判断した。

図44-12は石錐で、 図44-13~図45-4は掻器・削器である。 図44-13は珪質頁岩製で、 14は玉髄製で

ある。 図44-15~図45-1は珪質頁岩製で、 裏面に素材剥片の主要剥離面が残る。素材剥片は、剥片剥

離軸がねじれている幅広の縦長剥片や横長剥片である。 図45-2 ~ 4は玉髄製であり、玉髄製の石器
は2~3cm程度の小型品が多い。

図45-5 ~17は二次加工剥片である。 5~14は玉髄製で、5・6は二次加工によ り器体の輪郭が、石

鏃と共通性のある形状になっているが、本類に含めた。 7は尖った先端部が作り出されているが、 両

側縁の加工が粗い。尖った部分を持つ削器や石槍の未成品の可能性がある。 8は両極打法により生産

された剥片を素材としている。9~12は、削器と認定するには加工が粗い。13は、両極打法によ り生

産された剥片を素材どし、 14も同様の可能性がある。 15・16は珪質頁岩製であ り、 15の裏面中央には

節理面が観察できる。 正面左側には石鏃に多く認められる細長ぐ平坦な剥離加工の痕跡が残る。石鏃

の製作時に節理面によ り破損した石鏃関連資料の可能性がある。 17は赤鉄鉱製で平坦な剥離がなされ、

石鏃未成品もしくは小型削器未成品の可能性がある。

図45-18~図46-16は剥片と石核である。 両極打法による剥片と石核は区別しがたいものを含むため、

石材ごとに分けて両者をあわせて図示した。 18は赤鉄鉱製の剥片である。19・20は珪質頁岩製の石核

である。 剥片素材の石核であ り、 双方の上面が図版完成後に接合しており、 詳細は総括で記述した。

21はチャー ト製の石核で、 図46-1は珪化木製の剥片である。 2~11は玉髄製の剥片で、 6~11は対

向する剥離痕と リングの密集など両極打法の痕跡が残る。 2~4のよう に明瞭な光沢が残るものがあ
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り、図に網掛けで表示したが、詳細については総括部分で記述する。 4については断面が四角形とな

る形状であり、 5はリングが密集する点で両極打法により生産された可能性がある。図46-12~14は

玉髄製の、15・16は珪質頁製の両極打法によ る石核である。厚みがあり剥片と認定できず、石核と

した。

図46-17~19はビエス・エスキーユである。 17は玉髄製で、縦横二方向から両極打法で打撃されて

いる。舘遺跡では両極打法による石核は、一方向から打撃されているためビエス・エスキーユとした。

18は珪質頁岩製で、上下一方向からの打撃であるが、長さが5.1cmと他の両極打法による石核より大

きい。 19は碧玉製で、長さ5.5cm、厚さ2.6cm、重量44.4gであるd 上下一方向からの打撃であるが大

きさと石材の点で、他の両極打法による石核と異なる。また、碧玉製の剥片は舘遣跡から出土してお

らず、ピエス・エスキーユとした。

図46-20は石英の、図46-21は玉髄の原石である。

図46-22・23は粗粒玄武岩製の打製石斧である。22は、刃部側の破片であり、 礫素材で刃部付近の厚

みがない。 23は基部付近を欠損するのみで、 完形品に近い。刃部付近に素材礫の曲面を残している。

両側面を中心に敲打加工の痕跡が残る。

図47- 1~10は磨製石斧である。 5 は長さ 5. 3cm、璽量15.0gの小型品で、 6も残存長が5.0cm、残存

重量30.lgとやや小型である。他は、欠損や再加工がなければ長さ10cm前後、重量150g以上の大きさ

と考えられる。 1は閃緑岩製で、安山岩製の 2・3は基部欠損後に折面を再加工している。4は閃緑

岩製、 5は流紋岩製、 6は石材不明である。 7・8は、粗粒玄武岩製で、 8は先端部側を欠損した後に、

折面から再加工している。9は閃緑岩製、 10は粗粒玄武岩製である。

図48-1 ~ 7は敲石で、 図48-8・9は磨石である。 8・9のように複数の種類の使用痕を持つものに

関しては、最も多くの表面積を占める使用痕もしくは最も新しい使用痕を観察し、その石器を代表す

る使用痕を勘案して、磨石や敲石に振り分けた。 1は底面の敲打痕に稜が形成されており、多面体の

敲石となっている。 2は長さ13.9cmと大型の敲石で、敲打痕が、側面を一巡する。 3は、 側面と襄面

に溝状の敲打痕が形成されている。 4は長さが6cmと小型の敲石で、敲打痕が側面を一巡する。 円盤

状石製品の可能性もある。 5は敲打痕が正面と側面に形成されている。 6・7は敲打痕が上下両端部

に形成されている。 8は、磨面が側面に網長く形成されている。 下端部などには敲打痕も形成されて

いる。 9は石鹸形の磨石であり、正裏面は器表面が滑らかな磨面で、左右の側面はざらざらした磨面

となっている。正裏面の磨面の上に敲打痕が、正面には凹痕が形成されている。

図48-10は擦痕のある礫で、 図48-11は砥石である。

図49-1~ 7は石錘である。 1は楕円礫の長軸側に紐かけのための扶りがあるが、短軸側にも散打

痕がある。長さ12.7cm、重量740.6gと大型である。 2~7は楕円礫の短軸側に紐かけのための扶りが

ある。4・5は石材がチャー トのため、扶り部分の剥離痕の打点や剥離状況が観察できる。打点が線

状であり、横幅の広い横長剥片が剥離された痕跡が残るため両極打法による打撃の痕跡と考えられる。

他の石錘も、袂りの剥離痕が向かいあい、強打された痕跡が残るため、両極打法による可能性がある。

図49-8は剥離のある礫とした。短軸側に素材礫の形状に由来する窪んだ部分があり、石錘と類似し

た形状となっている。

図49-9 ~11は石皿であ り、9は機能面に敲打痕と凹痕が認められる。10は正面に平滑な磨面が形

~ 58 ~ 



第 3編舘遺跡

成されている。 裏面にも磨面が認められるが、器表面に凹凸があるため、 凸の部分を中心に磨面が形

成されている。 11は正面に磨面が大きく広がり、正面左側に敲打痕が認められる。

敲石、磨石、石錘などの石材としては、チャート、デイサイト、 粗粒玄武岩、凝灰岩などが多く用

いられている。石皿については安山岩が多く用いられている。

なお、写真のみの掲載遣物が 2点あり、うち 1点（写真図版29-A)は正裏面ともに器体中央部に火

ばねによる欠損がある珪質頁岩製の石鏃である。珪質頁岩は搬入石材であり、全体の形状等がわかる

資料であるため、写真掲載とした。もう 1点（写真図版29-B)は、石棒に形状が類似するチャートの

搬入自然礫である。研磨等の明瞭な加工は見られない。両者は遺物写真のほか、遺物観察表に計測値

を記載した。 （齋藤岳）

3 土製品 （図50・51、写真図版30・31)

土製品は土偶、動物形土製品、鐸形土製品、ミニチュア土器、 土器片利用土製品などが出土した。

図50-8は土偶の腕部である。粘土粒貼付によって乳房が表現される。裏面には棒状工具による刺

突がなされる。 9は土偶胴部である。粘土粒貼付によって請が表現される。 10は欠損部が多く、全体

形は不明だが、士偶脚部の可能性がある。 11は動物形士製品である。 本来耳と尾があったと推測され

る部分や顔面は剥落しており 、口の表現のみ確認できる。四肢の端部が剥落していることから、動物

形内蔵土器など、何らかの器面に貼り付けられていた可能性がある。背中と側面には円形の棒状工具

による刺突が施される。形態からイヌを模したものである可能性が指摘できる。図51-1・2は鐸形土

製品である。つまみ部に穿孔がなされる。 1は円形の棒状工具によって刺突が施される。内面にはス

スが付着している。 3は棒状の土製品である。長軸方向に穿孔され、表面には円形の棒状工具による

刺突が施される。 4は筒形の士製品である。5~12はミニチュア土器である。いずれも深鉢形であり、

平坦口縁のもの(6~8・11)と波状口縁のもの(5・12)が認められる。12は波頂部に穿孔がなされる。

文様は無文が主体だが、沈線文や刺突文を施すもの(6.7)も認められる。 6は口縁部が内傾する器

形で、沈線文と刺突文が施される。 8は口縁部が内湾しており、鐸形土製品の可能性もある。13~31

は土器片利用士製品で、すべて円形である。縁辺を打ち欠きによって成形したものと、打ち欠き後に

磨りによって成形したものが認められる。いずれも十腰内 I式土器の胴部破片を用いたものとみられ、

隆帯によって文様を表出するもの(13)、地文縄文のみのもの(15・16)、沈線間に縄文を充填するもの

(14)、単軸絡条体による格子目状文が表出されるもの(17・18)、沈線で波状入組文などの文様を表出

するもの(19・20)、櫛歯状沈線が施されるもの(21~25)、無文のもの(26~31)がある。 （木村）

4 石製品（図52、写真図版29)

石棒の破片が 1点、石刀の破片が2点出士している。図52-1の石棒は粗粒玄武岩製である。石刀

については、より残存状況の良い粘板岩製の図52-2を図示した。 （齋藤岳）
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第 4編 自然科学分析

第 1章 舘遺跡のプラント・オパール分析

探パレオ ・ラボ

1. はじめに

青森県南部町に所在する舘遺跡において、 中世の堀跡が検出された。 この堀跡の埋土には、周囲

からの流入士や投げ込み士と推測される層準が確認されており、これらの層準から堆積物が採取さ

れた。以下では、試料について行ったプラント・オパール分析の結果を示し、植物珪酸体の組成によ

る堆積物の類似性について検討した。

2. 分析試料および方法

分析試料は、第1号堀跡の土層断面B-B'から採取された 3点である。試料一覧を表lに、試料採取

層準を図 lに示す。これらの試料について、以下の手順で分析を行った。

秤量した試料を乾燥後、再び秤量する（絶対乾燥重量測定）。 別に試料約 1g (秤量）をトールビーカー

にとり、約0.02gのガラスビーズ（直径約0.04mm)を加える。これに30%の過酸化水素水を約20-30cc

加え、脱有機物処理を行う。処理後、水を加え、超音波洗浄機による試料の分散後、沈降法により

0.01mm以下の粒子を除去する。この残清よりグリセリンを用いて適宜プレパラー トを作製し、検鏡

した。 同定および計数は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパールについて、ガラスビーズが

300個に達するまで行った。また、植物珪酸体の写真を撮り、図版1に載せた。

表1 分析試料一覧
, ~, .. ,,_, … ＇ 遺構 I層位1 時期

シルト
第1号堀跡 中世？ シルト

且 25.Sm 且：

2m 

図1 分析試料採取層準
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3. 結果

同定・計数された各植物のプラント ・オパール個数とガラスビーズ個数の比率から試料lg当り (f)

各プラント・オパー9レ個数を求め（表2)、分布図に示した（図 2)ロ

3試料の検鏡の結果、イネ機動細胞珪酸（本とネザサ節型機動細胞珪酸（本、ササ属型機動細胞珪酸体、

他のタケ亜科機動細胞珪酸体、ヨシ属機動細胞珪酸（本、シバ属機動細胞珪酸（本、キビ族機動細胞珪

酸体、ウシクサ族機動細胞珪酸体の8種類の機動細胞珪酸体の産出が確認できた。

表2 試料 1g当りのプラント ・オパール個数

イネ ネザサ節型 ササ属型 他のタケ亜科 ヨシ属 シパ屁 キビ族 ウシクサ族 ポイント型珪酸体
（個/g) （個/g) （個/g) （個Ig J （個/g) （個/g) （個/g) （個/g) （個Igl 
A 6,700 14.600 32,000 1. 300 6,700 18,600 127,800 6. 700 

゜B 1,600 4,800 14,300 

゜ ゜
3,200 il,3, 000 3,200 

゜C 27. 300 15,800 74,800 5.800 2,900 12,900 162.500 21,600 7.200 

' i  i~ 

:~tt.- しぼ三＿ 

イ
ネ
＇

ネ
ザ
サ
節
咽

サ
サ
屈
咆

キ
ヒ
族

ッ
シ
ク
サ
族

こ
図2 植物珪酸体分布図

4 考察

3試料ともに産出が確認できたのが、イネとネザサ節型、ササ屈型、シバ属、キビ族、ウシクサ族

の機動細胞珪酸（本である。これら分類群の産出秘に注目すると、 AとCは産出母が比較的多く、 B

は産出量が少ない傾向にある。また、 Bにはローム粒も含まれており、 Bの堆和物は堆栢速度が比

較的速かったと推測される。すなわち、Bの堆積物は人為的あるいは自然発生的にローム粒が混じ

るような堆領をしており、堆積速度が速かったため、イネ科植物の莱身や植物珪酸体が取り込まれ

にくかったと考えられるっ

AとCについては比較的多くの機動細胞珪酸体が含まれているが、 Cにより多くの機動細胞珪酸

体が含まれていた。このような植物珪酸体の相違は、堆積速度の違いか、植生の違いを反映してい

ると思われる。 （森将志）
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図版1 産出した植物珪酸体

l. イネ機動細胞珪酸体(C) 2. ネザサ節型機動細胞珪酸体(A)

4. ササ屈型機動細胞珪酸体 (A) 5. キビ族機動細胞珪酸体 (C)

7. キビ族機動細胞珪酸体 (C) 8. シバ屈機動細胞珪酸体 (A)

a: 断面 b: 側面
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0 02mm 一3. ウシクサ族機動細胞珪酸体(C)

6. キビ族機動細胞珪酸体(C)

9. ヨシ屈機動細胞珪酸体 (A)
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第5編総括

第 1章西張(3)遺跡
西張(3)遣跡は南部町東部に位置し、熙淵川右岸の標尚約20~30mの段丘上に所在している。今回

の発掘調査において遣構は溝状士坑、遣物は縄文時代早期・後期・晩期の士器や石器が確認された。

本遺跡は平成6・7年度に東北新幹線建設事業に伴い発掘調査が実施されていることから、 過去の

調査結果もふまえて時代ごとにまとめを行う。

［縄文時代］竪穴建物跡、集石遺構、配石遣構、 土坑、溝状土坑を検出した。

竪穴建物跡は平成6年度の調査で縄文時代早期の竪穴建物跡を1棟検出した。平面形は楕円形を呈

し、 規模は長軸4m、短軸3.lmである。柱穴は両端の壁際に2基検出された。

配石遺楷は平成6年度の調脊で1基検出 した。安山岩の 7個の礫がV字状に配置されているよ うに

出士している。四角い扁平な礫が多く、割れているものも数個見られ接合することができる。 台石と

Lて使用された可能性のものもある。配石遺構の周辺からは、石器が出土しており、作業場の可能性

も考えられている。時期は検出層位や周辺の出土遺物から縄文時代早期と考えられている。

集石遺構は平成7年度の調査で1基検出した。 東西140cm、南北70cmの範囲に安山岩の角礫が10個

検出されている。 周辺の出土造物から縄文時代後期から晩期に構築されたと考えられる。

土坑は平成 6• 7 年度の調査で 15基検出されている。 検出層位から13基が中期～後期と考えられる。

時期が分かる例として、縄文時代早期の平面形が円形で底部に逆茂木痕を持つ土坑 1基と縄文時代後

期の遺物が出土して後期と考えられる土坑 1基がある。

溝状土坑は平成6年度の調査で3基、 平成7年度の調査で5基、平成30年度の調査で1基の合計9

基が検出されている。等高線に沿って検出したものがあり、台地から熙淵川へ下る斜面に構築された

と考えられる。 配置については、平成7年度の調査区では北西側に3基まとまって検出された。その

他の溝状士坑はそれぞれ離れて検出しており、散漫な配置となっている。いずれも規則性を見いだす

ことはできない。時期は縄文時代中期～後期と思われる。

逆茂木痕を持つ円形土坑や溝状土坑が検出されたことから縄文時代は断続的に狩猟場としても使わ

れたことがわかった。

遺物は縄文土器と石器、土製品が出土している。縄文土器は縄文時代早期～前期・後期・晩期が確認

されたが、早期と後期が大半を占める。石器は剥片石器（石鏃、石匙、不定形石器等）、礫石器（磨製石斧、

石錘、 凹石、磨石等）が出士している。土製品は円盤状士製品、キノ コ形土製品が出土している。

［弥生時代］ 遣構は検出されていないが、平成7年度の調査で砂沢式の浅鉢形士器が出土している。

［古代以降Ji豪跡を検出した。平成6・7年度の調査で検出した第1号壕跡は段丘平坦面から段丘崖に

かけて、ほぼ東西方向に構築され、両端とも調査区外に延びている。全長95m、幅2.S~llm、深さ1.9 

~6.5mと大規模である。断面形状はV字状及び逆台形を呈している。 時期については、時期決定で

きる漕物が出土していないため不明であるが、規模と形状から古代以降と推定されている。薇跡の配

置からは、館跡主体部は段丘平坦面に存在したと思われるが、 削平により不明である。舘遺跡の第1

号堀跡と断面形状で類似点はあるものの、対岸にあることから関係性は無いと思われる。 （齋藤正）
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@ 

図53 西張 (3)遺跡 遺構配置図（平成6・7・30年度調査）
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第 2章舘遺跡

第1節縄文時代の遺構と遺物について

(1)縄文時代の遺構（図54)

第 5箱総括

舘遣跡では、 縄文時代の土坑8基、溝状土坑1基が検出された。いずれも近現代の耕地開発による

地形改変の影響を受けており、遣存状態は良くない。第1・2・8号土坑と第3・5号土坑は、それぞ

れ東西方向に並んで構築されている。第1~3・8号土坑は断面形がフラスコ状を呈する土坑である。

第3号土坑は他の3基とやや離れた IU-35・I V-35グリッドに位置する。遺物は第2号土坑堆積土か

ら縄文剛噸後期初頭から前葉の土器が、第3号土坑堆積土から十腰内I式に比定される土器が出土した。

第4~7号土坑は断面形が皿状を呈する土坑である。第6・7号土坑は遺物の出土量が比較的多い。

第7号土坑堆積上からは十腰内 I式古段階に比定される土器が出土した。第6号土坑は上部が大き

く削平されていたが、本来堆積土の最下層であったとみられる 1層から十腰内 I式新段階に比定さ

れる深鉢形土器や土器片利用土製品、石鏃や削器の可能性がある二次加工剥片が出土した。

第4号土坑からは縄文時代前期前葉の土器が出土しており、構築時期も前期前葉以前に遡る可能

性があるが、 これを除くすべての士坑は後期前葉を主体とした時期に属するものと考えられる。

調査区では土坑が 2~3基のまとまりで並列する様相がうかがえる。フラスコ状土坑からは遺物

が少なく、 J111状となる土坑からは比較的まとまって遺物が出土した。フラスコ状土坑は貯蔵穴とし

ての機能が想定されており、 2種類の土坑のなかに利用方法の違いが存在した可能性がある。

溝状土坑は形能などから落とし穴としての機能が想定されており、時期は縄文時代中期後半から

後期前葉と指摘されている（福田2018)。溝状土坑内からは遣物が出土していないため断定はできな

いが、本遺跡では後期初頭以前の人々の活動の痕跡は乏しく 、後期前葉に属する可能性がある。

上記の遺構・遺物の出士地点はIV-33グリッド以北に集中していることから、調査区北東部に縄文

時代後期の活動の中心があったと推測される。調査区内から出土した遺物量に対して遺構数が圧倒

的に少ないことから、造構は調査範囲外に分布するか、竪穴建物跡などの掘り 込みが比較的浅い遺

構は地形改変によって削平されている可能性が南いn 舘遺跡から100mほど北東には、縄文時代後期

前葉の遵物が出土した西張(3)遭跡がある。西張(3)遣跡でも同時期の竪穴建物跡などは検出されて

いないが、本遺跡周辺は縄文時代後期前葉の人々の活動の場が広がっていたと考えられる。

(2)縄文時代後期の土器・土製品

舘遺跡では縄文時代早期後葉から後期中葉の上器が出土した。その中でも主体となるのは、後期

前葉に属するものである。

縄文時代後期に属する粗製士器には、縄文原体の側面圧痕を施文するものが一定数認められる（図

26-9 ~11, 図40-28)。これらの士器は十腰内 I式から十腰内II式をつなぐ時期の士器として位置付

けられているもので、秋田県居熊井遺跡や岩手県上野B遺跡などで確認されている。同様にこの時期

以降に特徴的な器形と されている、片口壺の口縁部も出土した（写真25-2)。舘遺跡において十腰内

II. 式期の遺構は検出されていないが、沢を挟んで500mほど北東に位置する西張(2)遣跡では、後期

中葉（＋腰内II~III式期）の竪穴建物跡が検出されており、舘遣跡との関わりが指摘できる。
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第 5箱総括

土製品は土偶や動物形土製品、鐸形土製品やミニチュア土器、土器片利用土製品などが出土した。動

物形土製品は四肢の端部が剥落していることから、動物形内蔵土器など、何らかの器面に貼り付けられ

ていた可能性がある。本来耳と尾があったと推測される部分や顔面は剥落しており、全体形は明らかで

ない。動物形内蔵士器は縄文時代後期前葉にみられ、動物形士製品は青森県においては縄文時代後期初

頭～晩期にみられる。種類が判別できるものではクマやイノシシが主体であり、イヌらしきものも含ま

れると指摘されている（福田2019)。クマやイノシシとされる土製品は頭部が背中よりも低い位置に付く傾

向にあるが、舘遣跡で出土したものは頭部が背中よりも尚い位置にあり、その形態からイヌを模したも

のである可能性が指摘できる。 同様のものは西目屋村砂子瀬遺跡で出士している（青森県教育員会2014)。

以上のように、出土した土製品は、動物形土製品や鐸形土製品など、十腰内I式に伴うものが主体である。

(3)縄文時代の石器・石製品

石器・石製品の出土地点別、器種別、石材別数量は表3・4に記載し、グラフ化して図55に示した。

そして、剥片石器の多数を占める珪質頁岩製石器と玉髄製石器の数量についてもグラフ化して図56に

示した。

ほとんどが縄文時代後期前葉の十腰内 I式に属する物と考えられるため、 本稿及びグラフ等の数最

は遺構内外を合算した数量を記載している。その他の時期としては、縄文時代前期前葉などのものを

少量含んでいると考えられる。

(1)剥片石器

表4に示したように、剥片石器全体の409点のうちで、 珪質頁岩製のものは230点(56.2%)、玉髄製

のものは157点(38.4%)である。両者で剥片石器全体の94.6%をしめる。石材の鑑定では「玉髄質珪質

頁岩」といった細分を行っていないため、珪質頁岩には、玉髄質のものを含んでいる。その一部は、

肉眼的に見て玉髄に見えるくらいに珪化が良い。他に赤鉄鉱（鉄石英）が18点(4.4%)、チャー トが 3

点(0.7%)、珪化木が 1点(0.2%)、碧玉が 1点(0.2%)となっている。

器種に関しては 14点出士した石鏃を除くと、定形石器は少ない。石錐は 1点、石箆は2点の出土

であり、いずれも珪質頁岩製である。石匙が出土していないことが注目 される。

図56に示したように珪質頁岩製の石器では、二次加工剥片が34点（計320.lg)、削器が14点（計275g)

と多い。削器は1点あたりの平均重量が19.6gと比較的大型であり、いずれも刃部の加工はT寧である。

王髄製石器は、小型であり、多くが両極打法で剥片を生産している。玉髄製剥片は石鏃7点の素材

となっているほか、小型の削器・掻器の素材となっている。

石核は、珪質頁岩製のものは、両極打法が多用される玉髄質のものを含んでおり、剥片素材の石核

もあるため、計9点のうち 1点あたりの平均重量は13gと小型である。玉髄製のものは、ほとんどが

両極打法に伴うものであり、10点のうち1点あたりの平均璽量は5.6gと、さらに小型である。 剥片は、

珪質頁岩製のものは、計148点のうち 1点あたりの平均重量は5.3gである。玉髄製のものは、多くが

両極打法に伴うものであ り、 109点の うち 1点あたりの平均重量は4.2gと、 小型である。

王髄は原石が 2点出土しており、在地の石材と考えられる。 珪質頁岩の原石は出土していない。珪

質頁岩は遺跡周辺に産しないので、産地のある津軽地方や下北地方西部などからの搬入品と考えられ

る。西張(3)遣跡では、平成6年度調査区の北区で両極打法による「玉髄質珪質頁岩」製の剥片等が＋
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腰内 l式土器に伴って出土しており、玉髄何の珪質頁岩は、在地石材の可能性がある。

なお、黒曜石は全く出土していない。

また、石器の一部には明確な光沢が確認できるため、圏に網掛けを行った。光沢は特に二次加工部

分にみられ、加熱処理による光沢（御堂島1993)の可能性がある。 しかし、弱い光沢の物については光

沢の認定自体が難しい。さらには埋没後の表面変化による光沢（岡沢1995)その他の要因による光沢の

発生の可能性、加熱処理を意図していない被熱（受熱）との区分など、慎重に検討する必要があり、弱

い光沢は図示せず、観察表にのみ記載している。

即45-19・20の2点の石核は珪行頁岩製の大型剥片の折面を打面とした石核である。打面となった折

面をはじめ、被熱のため黒色や赤褐色に色調が変化している。図版等の完成後に双方の上面が接合し

たため、下に写真を掲載した。

図45-19(写真上側）と20(写真下側）の接合状況

(2)打製石斧・磨製石斧

第 1号堀跡から出土した図29-6は、剥片素材の打製石斧であり、刃部付近の厚みがない。類例は

縄文時代前期初頭に多いことが知られている（齋藤2012)。図46-23は刃部付近に素材礫の曲面を残す

粗粒玄武岩製の打製石斧である。両側面を中心に敲打痕がみられ、厚さ3.5cmと厚みがある。磨製石

斧の加工初期の打製石斧形状のものに類似する。舘追跡からは、石斧成形段階で発生する調整剥片が

全く出土していない。そのため、この形状のまま搬入されたものと考えておきたい。

磨製石斧については、多様な石材が使用されている。石斧石材のうち石斧に適した先第三紀の安lli

岩や粗粒玄武岩は、八戸市から階上町にかけての海岸沿いで採取できる。八戸市沢堀込迫跡（青森県

教育委員会1992)、階上町道仏鹿糠遣跡（青森県教育委員会2011)などで、それらの石材を用いた磨製

石斧製作が行われている。閃緑岩を含む花間岩類は、階上町から岩手県久慈市にかけての追跡で磨製

石斧石材として使用されているほか、下北半島北東端の尻屋崎産のものが下北半島部で磨製石斧に加

工されている。図47-9は肉眼的に尻屋崎産のものに類似している。十腰内 l式期では、六ヶ所村上

尾駁(2)遺跡で、閃緑岩製磨製石斧の未成品等が数多く出土しており（斉森県教育委員会1988)、製作

追跡の一つと考えられる。緑色片岩と鑑定されたものは北海道日裔地方のアオトラ石（緑色片岩相の

緑色岩）と考えられる。不明とされた石斧は、筆者が以前、資料を観察したことのある盛岡市手代森
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遣跡や川目A遣跡の「蛇紋岩製」と報告されたものに肉眼的に類似している。

(3)礫石器

第 5箱総括

舘遺跡は馬淵川に近く、 段丘を開析する小河川からも段丘礫が得られるため、馬淵川で採取可能な

チャートなどの石材については獲得が容易と考えられる。

器種では、散石が73点と多く、磨石は10点、 凹石は3点と少ない。石皿は17点、台石は4点である

が、多くは欠損品である。 他に石錘が23点、剥離のある礫が10点、擦痕のある礫が2点、砥石が 2点、

くびれ石や石棒状の礫など搬入自然礫が5点出土した。

特筆されるのは23点出土した石錘である。小型楕円礫の短軸方向に扶りが入るものがほとんどであ

る。 紐かけの扶りは、 両極打法による加工痕跡の残るものがある。扶り を作り出す剥離が向かい合う

ため、多くが両極打法により作り出されているものと考えられる。

石錘は、舘遣跡周辺では、馬淵川右岸の南部町西久根遺跡（宵森県教育委員会2006)から縄文時代前

期末から中期初頭のものが11点図化されている。礫の短軸側に扶りのあるものが多く、長短の両軸に

扶りのあるものも出土している。

南部町の南に隣接する三戸町では、馬淵川右岸の中野(2)遺跡（縄文時代前期末～中期）のSI-02竪

穴住居跡（縄文時代中期；円筒上層 a~ b式期）から19点出士し、遣構外から28点出士している。礫の

短軸側に扶りのあるものが多い（三戸町教育委員会2001)。また、馬淵川左岸の三戸町沖中(1)遺跡（縄

文時代後期前葉～後葉主体）では、 57点の石錘が出土しており、楕円礫の短軸方向に扶りが入るもの

が54点で約95%を占める（三戸町教育委員会2002)。

以上から鳥淵川中流域の三戸郡南部町と三戸町では、縄文時代前期末から後期には楕円礫の短軸方

向に扶りが入るものが多数を占めるといえる。

舘遣跡の石器群のほとんどが帰属する縄文時代後期前葉の十腰内 I式期には、青森県内では石錘の

出土数量が多い。六ヶ所村上尾駁(2)遺跡B・C地区では226点出土した（青森県教育委員会1988)。青

森市近野遺跡第二次調査で石器総数の30.8%にあたる173点が（青森県教育委員会1975)、近野遺跡第

三 • 四次調査では石器総数の約22%にあたる216点が出土した（吉森県教育委員会1977)。岩木川上流域

の砂子瀬遺跡A・B区は、縄文時代後期前葉の十腰内 I式期の遺物が主体をなす。石錘は159点が出土

している（青森県教育委員会2012・2014)。各遠跡ともに楕円礫の短軸方向に扶りが入るものが多数を

占め、 十腰内 I式期の時代性を表している。

なお、縄文時代早期中葉の石錘は南部町の位置する三戸郡内では新井田川支流の松館川に近い階上

町小板橋(2)遺跡で、 267点出土している。礫の長軸側に扶りを持つものが88%と多数を占める（階上

町教育委員会2002)。礫の長軸側に扶り を持つ石錘は宵森県内では、太平洋岸の六ヶ所村から三沢市、

八戸市、階上町にかけての早期中薬の遺跡で多数出土している。

両極打法による厳石としては、溝状の敲打痕が観察できる図48-3があげられる。溝状の敲打痕は

御堂島正による実験で、 両極打法で剥片を割り敗る敲石に典型的なものであることが追試されている

（御堂島2005)。玉髄製の両極打法の石器群に対応する溝状の敲打痕が観察できる台石は舘遺跡から出

士 していないものの、同様の台石の出土例は青森県内では縄文時代後期前半の今別町ニッ石遺跡第5

号土坑例（吉森県教育委員会1989)を除きほとんど知られていない。そのため、舘遺跡内で両極打法に

よる剥片生産が行われていたものと考えておきたい。 （齋藤岳）
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第2節 城館の構造と規模について

縄張り調査で判明している城館の構造（第1編第2章第3節参照）

舘遺跡は過去の縄張り調査などにより、二重のL字状の堀と曲輪をもつ城館であることが知られて

いた。今回の調査区外にあたる部分では、2条の堀跡の一部が完全に埋没しておらず、現在でも窪み

として確認できる箇所がある。

発掘調査で判明した堀の規模と構造（図57)

調査では、 二重の堀のうち外側の堀（堀2)の一部を検出した（第1号堀跡）。第1号堀跡は北東から

南西にかけて延び、南西端で北西方向に屈曲する。図57は縄張り図に第1号堀跡を合成したものであ

る。堀2の南東辺の一部は耕作地となっており、現況でその痕跡を確認することはできない。しかし、

堀跡が窪みとして確認できる部分と第1号堀跡の方向が合致することから、これらは一連のものと考

えられる。第1号堀跡の北東端は調査区外へ続いており、調査区外の部分は表土直下が十和田一八戸

火山灰層まで削平されていることからその延長は判然と しない。しかし、本来は堀がさらに北東側ま

で続き、沢に合流していたと推測される。

第 1号堀跡と縄張り調査によって判明している堀跡のプランを合わせる と、 堀2の規模は南北約

150m、東西約160mどなる。第1号堀跡の最大幅は6.15m、深さは最大で確認面から3.08mである。 縄張

り調査では、堀跡の幅8~10mとされている。第1号堀跡の上部が削平されていることを考慮すると、

構築当時は幅10m程度であった可能性が高い。

第1号堀跡の断面形は主に薬研状を呈する。底面付近からは湧水があり、堆積士の状況から機能時

は底面付近に水が溜まっている状態だったと考えられる。

曲輪内の構築物について

第1号堀跡の北西側に広がる平坦面は曲輪と想定される部分だが、掘立柱建物跡や士塁などの城館

に関わる遺構は検出されなかった。 削平を受けて遺構が破壊されている可能性もあるが、当該期の遺

物がいっさい出土していないことから、構築物があった可能性は低いと推測される。また、 第1号溝

跡は第1号堀跡に並行して検出されたが、 堀跡が埋没した後に構築された第1号性格不明遺構よりも

新しく、直接的な関わりはないと考えられる。第1号堀跡は近現代まで完全には埋殺していなかった

ことから、第1号溝跡・第1号性格不明遵構は現代に近い時期に構築されたものである可能性が高い。

また、 I S-33グリッドから IV-37グリッドにかけて第1号堀跡に並行するピット列が検出されたが、

柱痕や還物は確認されておらず、性格や時期は不明である。

通路について（図5)

曲輪内への通路に関して、 『南部諸城の研究』や『者森県の中世城館』では県道櫛引上名久井三戸線か

ら曲輪内にある墓地へ続く道を「大手」と指摘している（沼館1976、青森県教育委員会1982)。沼館氏が

調査をおこなった昭和20年代には、第1号堀跡にあたる部分は完全に埋没しておらず、 土橋がかけら

れていたようである。 一方で『福地村史上巻』では聞き取り調査の結果、上記の士橋は近現代にかけ

られたものであるとして、大手という指摘には疑問を呈している（福地村2005)。今回の調査において

も土橋や木橋といった遣構は確認されず、大手の位置は不明である。大手以外の通路については、『南

部諸城の研究』で城館北東側に出口と記述されている部分があり 、現況は沢へ下る急勾配の傾斜となっ

ている。通路の痕跡を確認することはできなかったが、存在するとすれば、最短距離で本郭に至る事
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が可能な道となる。

城館の存続期間と機能

調査区内からは、堀跡及び城館の年代を示す遺物が出土しなかった。しかし、堀跡の規模や形状か

ら16世紀代に機能し廃絶しているものと思われる。第1号堀跡には改築・改修の痕跡が認められない

ことから、短期間の存続だった可能性が高い。また、近現代に埋め立てられたと考えられる層以外は

自然堆積であることから、城館は破却されたものではないと推測される。

城館の機能として『南部諸城の研究』では、堀以外の防備がないことから「屋敷型」の城館であるとし、

「河岸交通路に接するので土豪の居館に造する。伝えの城か或いは監視哨的任務を有するに過ぎない。」

としている（沼館1976)。『福地村史 上巻』では、内部を区画する堀が小規模であることなどから、上

級武士の屋敷と指摘している（福地村2005)。今回の調査では主たる曲輪部分の調査を行っていないた

め推測の域を出ないが、居住の痕跡は見出しがたく、居住空間以外の機能を担っていた可能性を指摘

しておきたい。

（木村）
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還物観察表

表5 西張(3)追跡土器観察表

図番号 出土位置 層位 器種 郭位 文様・鹿整等 胎土 時期

14-1 表採 深鉢 胴部
（外面）貝殻押引き文

海綿骨針、砂粒 縄文時代早期中葉
（内面）ナデ

14-2 illQ-78 v層 深鉢 胴都
（外面）貝殻押引ぎ文

海綿骨針、砂粒 縄文時代早期中葉
（内面）ミガキ

TIIN-77 
（外面）爪形状剌突、

14-3 w層 深鉢 胴部 貝殻腹緑文 砂粒 縄文時代早期中葉
ID0-78 

（内面）ミガキ

14-4 illP-75 m層 深鉢 ロ緑都
（外面）沈線、無節L

砂粒 縄文時代後期前葉
（内面）ナデ

14~5 ill0--74 II暦 深鉢 頚邪
（外面）沈線、 LR

砂粒 縄文時代後期前葉
（内面）ナデ

14~6 IlIN-76 
試堀トレンチ

深鉢 胴都
（外面）沈線

砂粒 縄文時代後期前葉
埋め戻し土 （内面）ナデ

14-7 llQ-77 II層 深鉢 胴部
（外面）沈線

砂粒 縄文時代後期前葉
（内面）ミガキ

14-8 illR-77 II層 深鉢 胴部
（外面）単軸絡条体(R)

砂粒 縄文時代後期前葉
（内面）ナデ

14-9 III0-75 
試掘ト レンチ

深鉢 ロ緑部
（外面）しR横

砂粒 縄文時代晩期後葉
埋め戻し土 （内面）ナデ

14-10 
III0-75 

II層 深鉢 ロ緑部
（外面）LR横

砂粒 縄文時代晩期後葉
IIIP-75 （内面）ナデ

14-11 IlI0-76 
試掘トレンチ

深鉢 ロ緑部
（外面）しR横

砂粒 縄文時代晩期後葉
埋め戻し土 （内面）ナデ

14-12 田P-75 ll層 深鉢 胴部
（外面）LR横

砂粒 縄文時代晩期後葉
（内面）ナデ

（外面）ナデ
14-13 illN-77 m層 深鉢 底部 （内面）ナデ 砂粒 時期不明

底径(4.8) Clll 

表6 西張(3)遺跡石器観察表

図番号 出土位置 層位 器種 長さ(cm) 幅(cm) 呵さ(cm) 重呈(g) 石質 備考

15-1 IIIR-77 w層 石匙 5. 4 1.6 0. 5 4、4 珪質頁岩 縦型

15-2 mu-77 w屑 打製石斧 9.2 5. 3 1.3 82.8 粗粒玄武岩

15-3 illM-75 II層 磨右 10. 1 7.9 4. 2 515.5 安山岩 片面使用

15-4 illN-77 V層 磨石 14.2 6. 7 6. 2 740. 1 デイサイト 両側縁使用

15-5 IIIN-76 
試掘トレンチ

磨右 8、2 6. 7 4.9 385.3 凝灰岩 両側緑使用
埋め戻し土
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表7 舘遺跡土器観察表

図版 写真 追構名
層位： 器 部位

ロ径 底径 器高
器面謂整・施文 時期 備考

番丑 図版 ゲリッド (cm) (cm) (c叫

25-1 第 1号堀跡 覆土 深鉢 胴 4. 7 0段多条LR横回 前期前葉 綾滉入

25-2 12 第1号堀跡 覆土 深鉢 胆l 3 9 LR横回 旱期後葉

25-3 12 第1号堀跡 覆土 深鉢 ロ 4. 9 沈線（横位平行）、 LR充填 後期初頭

25-4 12 
第1号堀跡 覆土

深鉢
ロ～

9 7 蔭沈納良（縦位楕円形文、方形文）
＋鞣内r

I Y-39 ［恩 胸 （古）

25-5 12 第1%堀跡 覆土 鉢 胴 5 9 隆沈線（禍巻文）
＋陛内 [
（古）

25-6 第1~堀跡 覆士 深鉢 ロ 4 5 ロ緑部蔭沈線（横位平行）、胴部沈腺
＋腰内 I
（古）

ロ～
波状口縁、口唇波頂部刺突、口縁波

十膝内 I
25-7 12 第1牙堀跡 覆土 深鉢

胴
12 7 頂部下貼付（楕円形）呵隣沈線（横位、

（古）
円形文）、胴部沈綿（長方形文）

25-8 12 
第1号堀跡 覆土

深鉢 ロ 4 2 
沈線（横位平抒、括弧状区切文、縦位 十匿内1

I Z-41 1階 区切文） （古）

25-1) 12 第 l ~堀跡 覆土 深鉢
ロ～

S.8 沈線（横位、部状文、楕円形文）
十陛内 I

胴 （古）

25-10 12 第1%堀跡 覆土 鉢 胴 4. 4 沈線（長方形文）
＋腔内 I

外面赤彩
（古）

25-11 12 第 1号堀跡 覆土 深鉢 ロ 8 4 
波状口緑、櫛歯状沈線（横位、格子目
文）

十腰内［

25-12 12 第1号堀跡 覆士 深鉢
ロ～

9 1 
波状口緑、沈線（横位平行、方形 十腰内 I

胴 文）、 LR充填 澤）

25-13 12 第1号堀跡 覆土 深鉢 ロ (27 7) 5 6 
波状口縁、沈線（横位平行＂ 方形 十陛内[
文）、 L充填 （新）

25-14 12 第1号堀跡 覆土 深鉢
ロ～

6 8 沈線（横位平行、長方形文）、L充填
＋桜内 [

胴 （新）

25-15 12 第1号堀跡 覆土 鉢 ロ 4 6 
波状口縁、口唇部刻み、沈線（横位平 十鞣内 I
行、弛状）、L充填 （新）

第 1号堀跡 覆士
胴～ 十陛内 I

25-16 12 I Y-39 [~ 深鉢 (6. 9) 8. 4 沈線（横位）、 LR充填 二次被熱

I Z-41 1層
底 （新）

25-17 第 1号堀跡 覆土 深鉢 胴 9 6 沈線（横位平行、長方形文）、 L充坦
十展内 I

外面黒色付培物
（新）

25-18 12 
第 1号堀財 覆土

鉢
ロ～

5 6 
口唇部刻み、沈線（横位平行、波状入 ＋膝内 I

I Z-41 1層 胴 紐、楕円形文）、LR充填 （新）

口唇部刻み

25-19 12 第 1%堀跡 糧士 鉢
ロ～

4 5 
外面 ，沈線（横位平行）、L充填 十陛内 I

補修孔
胴 内面 沈線（横位平行）、L充填｀無文 （新）

部ミガキ

25-20 第 1牙堀跡 覆士 壼 胴 5 0 沈線（平行、楕円形文）、紺いLR充填
＋腟内 I
（新）

25-21 12 第1%堀跡 覆士 鉢 底 (5 2) I 7 
内面沈線（波状入紐文）、 LR充填、無 ＋陛内 1
文部ミガキ、 底部銅代痕（こ` ざ目？） （新）

26-1 13 第 1号堀跡 覆土 壺 頸 4 6 
隣帯儀斤面三角形）、 沈線（横位）、L充 十陛内 [
填、橋状把手 （古）

26-2 第 1号堀跡 覆土 壼
頸～

4. 7 
陰帯（断面方形、横位）、楕円形貼 十陛内 I

胆 付、 LR （古）

26-3 第 1呆堀跡 覆土 壺
頸～

3 7 和嶺（平行、波状入祖文）、LR充填
＋陛内 I

胴 （新）

26-4 第 1号堀跡 検出面 深鉢 ロ 6. 0 ロ縁部平行沈線,L 後期初頭

26-5 第 1号堀跡 覆士 深鉢 ロ 4 0 類部LR横回 後期初頭

26-6 13 第 1号堀財 覆土 深鉢 ロ 3 2 ロ緑部肥厚、沈線（横位）、L充填 十展内 ［

26←7 13 
第 1呆堀跡 覆土

深鉢 頸 2 5 内面刺突、LR横回 十腰内 [
IIA-41 1層

26-8 13 第 1号堀跡 覆土 深鉢 類 I 8 内面刺突、 LR横回 十腟内 1

26-9 13 第 1号堀跡 覆土 深鉢
ロ～

9 4 
口唇部LR横回、頸部LR押圧、胴部LR ＋腰内 [

胴 縦回 （新）

26-10 第 1号堀跡 覆土 深鉢 ロ 6 1 頸部LR押圧
十陛内 I
（新）

26-11 第1%堀跡 覆土 鉢 胴 4 9 頸部RLJ<甲圧、胴部RLt黄回
＋膝内I
（新）

26-12 第 1号堀跡 覆土 深鉢 胴 6. 6 RLR横回 後期初頭

26-13 13 
第 1号堀跡 覆上

深鉢 ロ (21 3) 4. 8 R巣絡1 十鞣内 [ 破損後に二次被熱
I Z-41 1層

26-14 13 第 1%堀跡 覆土 深鉢 ロ 5 7 櫛歯状沈線 （縦位） 十腰内［

26-15 第 1号堀跡 覆土 深鉢 胴 4. I 櫛歯状沈線（横位→縦位） 十腰内 I

第 1号堀跡 覆土
ロ～ 折返し状口緑、 R単絡5?(口緑部横 ロ縁～胴部上半スス

26-16 IS. IJB-39 1階 深鉢
底
(28 .. 8) (10. 8) 26. 5 

位、胴部縦位）
十腰内 [

付管
UB-39 D恩

26-17 13 第l>}-堀跡 覆士 鉢
ロ～
(11 8) 9. 8 LR横回 十腰内 ［

胴
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遺物親察表

図版 写真 遺構名
層位 器 部位：

ロ径 底径 器高

番丑 図版 グリッド (cm) (cm) (cm) 
器閲整・厖文 時期 備去

27-1 13 第 1号堀跡 覆土 深鉢
ロ～
(18. !) 8 0 無文

後期初頭
胴 ～前葉

27-2 第 1~堀跡 覆土 深鉢 底 (9 5) 5 0 底部張り出し
後期初頭
～前葉

27-3 第 1%堀跡 覆土 深鉢 底 (5 6) 5. 2 無文
後期初額
～前葉

27-4 第 1号堀跡 覆土 深鉢 底 (9. 9) 2. 3 底部上げ底状
後期初頭
～前莱

27-5 第 1丑堀跡 覆土 深鉢 底 l, 4 室複する笹葉状圧痕
後期初頭
～前葉

27-6 
第1号堀跡 覆土

鉢 底 5 0 2. 6 底部木葉痕
後期初頭

I Z-41 ［唇 ～前葉

27-7 第 1呆堀跡 覆土 鉢 底 3 7 2. 0 無文
後期初頭
～前葉

27-8 13 S001 覆土 深鉢
ロ～

6. 6 波状口縁、沈線（横位平行） 十鞣内 [
胸

27-9 S001 覆士 深鉢 ロ 4 2 
波状口縁、口唇部刻み、 櫛歯状沈線 十楼内 l
（横位平行、弧状文?) 噺 ）

27-10 S001 覆土 深鉢 ロ 4. 6 
沈腺（横位平行、 クランク文？）、 L充 十腟内 I
填 浙）

27-11 5001 覆土 深鉢 ロ 6. 0 
沈線（横位平行、クフンク文？）、 L充 ＋辰内 I
填 （新）

27-12 5001 覆土 深鉢 ロ 5. 3 沈線（横位平行、曲線）、績いLR充填
十陛内 I
（新）

27-13 13 5001 覆土 深鉢 ロ 2. 9 
折返し状口紐櫛歯状沈線（口縁部横 後期初頭
位、胴部紐位） ～前葉

2Fl4 S001 覆土 呻 胴 11 9 沈線（三角形文、長方形文）、RL充填
十腔内 I
噺）

27-15 S001 覆土 底 0 6 網代痕（ござ目？）
後期初頭
～前葉

SDOl 翔土
蔭帯（断面三角形）、沈線（横位）、櫛

27-16 14 I X-35 D層 深鉢 胴 15 0 十腟内l 27-17と同一紐体
I Y-37 

歯状沈線（横位）

27-17 SDOl 覆土 深 胴 12. 4 
降帯（断面二角形）、沈線（横位）、櫛

十腔内 I 27-16と同一飼体
歯状沈線（横位）

28-1 SK02 1恩 胴 6. 0 R単絡5
後期初頭
～前葉

28-2 SK03 覆土 鉢 底 (6 2) 2. 4 無文 十陛内［

28-3 14 SK04 覆士 深 胴 3.1 結束1羽状(LR・RL) 前期前葉 紐混入

28-4 SK05 覆土 深鉢 ロ 1. 7 口唇部刻目、沈線（横位） 十歴内l

28---5 SK05 覆土 深鉢 ロ 3. 6 降沈線（横位、弧状文?)
十腰内 l
（古）

SK06 i層
波状口緑、沈線（口頸部平行、胸部斜

28-6 14 
第1母堀跡 覆土

深
ロ～ (23. O) 8 9 28. 5 位区画、 方形文）、櫛歯状沈線充塩、

十腰内 I 二次被熱、胴下部ヌ
IIE-42 Ill屠 底 （新） ヌ付智

［愚
底部網代痕（ござ目？）

28~7 
SK06 1恩

深 波状口緑、櫛歯状沈線（横位）
十腔内 I

DC-42 D層
ロ 1. 8 

（新）

28-8 SK06 1層 沼 胴 3. 4 沈線（横位）、 LR充填
十鹿内 l
（新）

28-9 SK06 l麿 深 胴 7. 0 沈線（クランク文？）、 LR充填
十桜内[
（新）

28-10 SK06 1恩 深鉢 胴 4. 8 R単絡5
後期初頭
～前葉

28-11 14 SK06 検出面 深
嗣～

6. 8 14. I 疇（平行、三角形文）勺L充填 十腰内 I
底 （新

SK07 覆土

28-12 14 
OA-38 撹乱

深 (30. 0) 降沈線（裸状文） ＋腰（古内） I 
DB-38 田層

ロ 6, 8 

I Y-36 I11層

28-13 SK07 覆土 深鉢 ロ 5. 5 口唇部沈線、隣沈録（横位乎庁）
十歴内 I
（古）

28-14 14 SK07 覆土 ロ 2. 8 隆沈線（横位平行、弧状文'?)
十腰内［

内面剰落、外面赤彩
（古）

28-15 SK07 覆土 深鉢 ロ 4 7 櫛歯状沈線（縦位）
後期初頭
～前葉

28-16 SK07 覆土 深 ロ 3. 5 
折返し状口伍口縁部LR(横位），胆 後期初頭
部LR(縦位） ～前葉

28-17 14 SK07 覆土 深 胴 9. 5 櫛歯状沈線（縦位）
後期初頭
～前葉

28-18 14 SK07 2層 鉢
ロー (11 0) 6. 2 

沈線（横位平行、弧状文、波状入祖文 十楔内 I
胴 （縦位）） （古）

28-19 SK07 覆土 鉢 ロ 3. 3 沈線（横位平行）
十腔内 [
（古）

30-] 15 I Z-41 ［屠 深 ロ 4. 6 ロ縁部肥厚口唇部、口緑部内面LR
中期中葉 後期中葉の可能性あ
～後葉 り

波状口縁、波頂部口唇連続刺突

30-2 15 I Z-39 I屡 深鉢 ロ 6. 2 
外面降帯（断面三角形）、蔭帯上刺

後期初頭
突、 頸部刺突、頃貰回
内面波頂部刺突、 L縦回
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西張 (3)遵跡Ill.舘遺跡

図版 写真 達沿名
雇位 器種 郡位

ロ径 底径 器濤
器面細整・詑文 時胡 備考

番号 図版 クふりッ~ド (cm) (cm) （叩）

30 S I暦 深鉢 胴 4. 6 噛沈線（長方形文）、陸線上LR 後期初頭

30 4 15 .IIA 38 撹乱 深鉢
ロ～

22. 7 14 0 
波状口縁、隆沈線(iiX:(立桔円形文、横 ＋腰内I

胴 位波状文） （古）

30 5 lo I W 36 1屡 深鉢 ロ 5 3 
喩沈線漏位に連結する楕円形文、控 +! 要内[
方形文） （古）

30 6 II A 38 撹乱 深鉢 ロ 4 0 
波状口縁、口縁部肥厚、隆沈線（縦位 十，l（墜古内）I 
楕円形文）

30 7 To Jl A 38 I層 壺
口～

r;.o 喩沈線（弛状文）
＋腰内I

頚 （古）

30 B I磨 鉢 胴 3. 9 庖沈線（陥線下部に刺突）
十！要内 I
（古）

30 9 15 Il D 41 I暦 壺
ロ～

5 0 
隆帯剌（断突面三角形）、階帯J頁蔀・下端 十腰内 I

頸 部に （古）

so 10 15 I膚 壼 頚 2 5 隆沈線、隆線上刺突
+J要内I
（古）

IIA 38 ]]屠
ロ～

波状口縁(6単位）、沈線（横位平行、
十！要内［

30 11 18 IIA 38 掠乱 深鉢
底
20 0 9. 3 24. 6 縦位に連続する弧状文、方形文、波

（古）
二次被熱

lI A 39 撹乱 状入組文）

30 12 15 I届 鉢 ロ 4 5 波状叫ぶ叫房部肥厚、沈線（横位〉
十！要内 r
・（古）

:30 13 15 11 B 40 撹乱 深鉢 ロ 3. 7 
ロ緑部楕円形貼付、沈線（長楕円形 +A要内 I
文〉 （古）

30 14 16 11 A 38 撹乱 壼 ロ 4 7 沈線（横位平行）
＋腰内I
（古）

SD 15 I Z 41 1屡 深鉢 ロ 3 6 沈（横位、長方形文）
十！要内 I
（古）

30 16 15 I 2 39 I唇 深鉢 ロ 4 1 沈線（横位平行、波状文）
十！要内I
（古）

10 l7 I屡 深鉢 ロ 3. 8 沈線（平行、曲線〉
＋腰内 I 外面黒色付稽物（漆
（古） か）

'30 18 11D 41 1層 深鉢 目 3 4 喩沈線（横位、斜位）
十！要内 I
（古）

30 19 DA 38 ［暦 深鉢 ロ 3. 7 波状口株、沈線（横位、縦位）、 R充填
十！要内 I

二次被熱
（古）

30 20 15 llB 39 I層 深鉢 ロ 4 l 沈線（弧状文）
+J要内 I
（古）

30 21 I Z 41 1層 深鈴 ロ 4. 6 沈線（横位、曲線文）
十！要内 I
（古）

30 22 団 I Y 38 I居 深鉢 ロ 3 4 口唇部刻み、沈線（格子目状文）
後期初類

～前葉

30 23 15' 1層 深鉢 ロ 2. 2 ロ唇部刺突、沈線（横位平行）、.L充填
十！要内 I
（古）

31 I 16 11 A 38 ]]層 壺
口～

10 .. 1 11. 5 24 2 沈線（横位木平行葉‘、痕長方形文、波状入組
+! 要内 I

底 文）、底部 （古）

31 2 
IIA 38 I屠

壺 胴 14 6 陵沈線（長方形、円形文）
十！愛内 I

IIB 39 撹乱 （古）

日～
ロ緑部沈線（横位乎行）＼頚部2段の橋

＋腰（古内） 1 31 3 16 11 A 38 撹乱 壺
胴
(19 3) 16. 3 状把手、穿孔、緑階沈線（格円形、円形 31 4・5と同一個体

文ゞ弧状文、 入組文〉

31 4 16 llA 38 撹乱 壺 阻 13. 5 径沈線（楕円形）
＋腰内 I

31 3・5と同一個体
ぽ）

31 5 IlA 38 撹乱 壺 底 12 5" l 7 
＋腰内 I

31 3・4と同一個体
（古）

32 1 I 7 11 B 39 ]]屠 深鈴 ロ 3 7 刺突 十！要内 I

32'2 17 I Y 39 I屡 深鉢 ロ 3 l ロ縁部剌突、 沈線 ＋！悪内 1

32 3 17 1幅 深鉢 ロ 2 6 
外面 ：平行沈線 十展内 I
内面、 L横回 （古）

32 4 17 TIB 39 I唇 深鉢 胴 4 0 沈線（横位平行、 稲妻状文）
+! 要内 I
（古）

32 5 I 7 I Y 39 I暦 深鉢 胴 4. 7 沈線（波状入芹且文、 波状文）
＋腰内 I
（古）

32 G ll A 38 撹乱 深鉢 胴 W.4 沈線(~状文）
＋腔内 1

二次被熱
（古）

32 7 17 11D 41 1層 台付鉢
ロ～
(21. 1) (6 5) 9. 1 

沈線（横位、長楕円形文、 円形文8 波~ 十！愛内 ［
底 状入辟且文） （古）

32 8 17 IIB 4i I屠 鉢
ロ～
(16. 2) 5 8 波状口縁、沈線（横位平行、斜行）

＋腰内 I
胴 （古）

32 9 11 
l!C 42 I雇

鉢
ロ～
(13 3) 5, 0 波状口縁、括沈線汎状（横文位、平行、波頂部か

十腰内 I
11 C 43・ I層 胴 ら垂下する ＝角形文） （古〉

ロ～
波状口縁、波頂部口唇肥厚、波頂部

十腰内 I
32 10 17 I層 鉢

胴
5. 8 穿孔、沈線（横位平行、方形文、波状

（古）
外面赤彩

入組文

32 11 17 I Y 39 ［雇 鉢
ロ～

10. 2 沈線（長方形文、 波状入組文）
十腰内 I

胴 （古）

nB 41 I暦
ロ～

波状口録 (4単位？）、波頂部剌突 ・
十！要内I

32 12 17 IIC 41 I雇 台付鉢
底
(9 4) 4. 7 7. 5 刻み、沈線（横位平行、三角形文、

（古）
内面熙色付着物

DC 42 I暦 蛇行文）

32 13 17 IlA 38 撹乱 鉢
胴～

4. 4 4. B 
沈線（横位平行、 弧状文、 蛇行文）、 +J要内I

底 底部上げ底状 底端部穿孔2単位 （古）
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還物観察表

図版 写冥 遺構名
届位 器種 部位

ロ径 底径 面ロロ古向

番号 図版 ダ゚りッド (cm〉 (cm) (cm) 
器面調登・施文 時期 備考

32 14 17 1層 鉢
『和‘’ 6 4 2. 9 沈線（横位平行）

十！要内 I
底 （古）

32 l5 17 1層 鉢 底 5. 2 l. 6 
沈線 （楕円形文、弧状文？）、底部上 十！要内I
げ底状 住了）

32 lfi 17 1層 鉢 ロ 3. 9 波方形状文口縁、波頂郭突起穿孔、沈線（長
十腰内 t

、縦位郊状文） （古）

32 17 17 ！雇 鉢 2. 5 沈線（憤位乎守、方形文？）
十！翌内I

内外面赤彩
（古）

32 18 17 II C 42 I屡 台付鉢 台 (7. 6) 4. 0 沈線（横位平行）
+! 要内I
（古）

32 19 17 I肴 台付鉢 ムロ (11.0) 4. 3 沈 （横位）、穿孔
＋腰内 I
（古）

32 20 
I Y 39 1眉

鉢 l同
沈線（憤位平行h 二角形文、楕円形 十腰内！

IIB 41 I屠
5. 8 
文 （古〉

32 21 17 II C 42 1屡 鉢 栢 6. 2 
隆沈線（横位〉、沈線（三角形文、 二角 十腰内 l
形文内に渦巻文） （古）

33 1 18 IY 39 l雇 鉢 店 4. 2 
沈線（横位、クフンク文、逆かの字状 十！要内I
文） （古〉

33 2 '18 ［雇 鉢 胴 s. 7 沈線（波状入祖文〉 ＋腰内 I
（古）

33 3 I屡 鉢 熊l 3 6 
隆沈線（横位）、．陸線上貫通孔、沈線 十腰内 I
虔方形文） （古）

33 4 11D 42 I層 壺 ロ (5. 3) 2. 1 沈線（横位、楕円形文）
＋腰内 I
（古〉

33 5 18 IIE 42 III雇 壺 ロ (4. I) 2 9 楢歯状沈禄（横位）
十，！褻内 I
（古）

33 6 18 DA 38 I層 台付鉢 底 (3 4) 3 5 沈線（横位平行、弧状文）
十腰内 I
（古〉

33 7 18 
:OD 41 1層

壺 胴～底 8 0 
沈線（平行、長楕円形文、波状文、弧 十腰内 I

IIE 42 1屡
14 3 
状文） （古）

33 8 18 
II A 38 1屡

壺 l同 沈線（方形文、長方形文〉
十！惑内I

II A 38 1層
16. 2 

（古〉

IIA 38 1層
33 9 18 IIA 38 1屡 壺 阻～底 13. 4 16 3 沈線（方形文、長方形文）

＋腰内 I

IIA 38 田層
（古）

33 10 18 1層 壺 胴 3~ 沈線（方形文）
十，！要内 I
（古〉

・33 11 I層 壺 原 6 2 沈線（横位、方形文）
十！要内l

外面赤彩・
（古〉

I Z 39 1層
33 12 18 118 41 1層 深鉢

ロ～
(17 0〉 14. 8 櫛告状沈線（三角形文）

後期初頭
胴

二次被熱
ll C 42 1屡

～前葉

33 13 18 
11D 41 1層

深鉢 栢歯状沈線（横位、格子目状文）
後期初頭

II E 42 I届
ロ 3 3 

～前葉

33 1~ ［藩 深鉢 ロ 3. 9 沈線（横位〉、櫛歯状沈線（tll位） 十腰内 I
（新）

33 16 IIC 42 I層 深鉢 ロ 2. 9 沈線（横位）、1栢歯状沈線（横位）
十腰内 t
（新）

33 16 IIE 42 ［届 深鉢 ロ 2. 9 沈線（横位平行）、櫛歯状沈線（横位）
十腰内 r
（新）

33 17 IIA 38 撹乱 深鉢 ロ s. 8 櫛歯状沈線（横位、縦位） 十！要内 1
（新）

'33 18 IIB 41 I暦 1菜鉗~ ロ 2 9 
沈線（横位）、4栢歯状沈線（横位斜 十！要内 I
位） （新）

33 19 I公39 ！層 深琳 屈
6 7 沈線（横位平行h 波状文）、衛歯状沈 十！要内I
線充填 （新）

33 20 JIA 38 撹乱 ？菜鉢 胴 2 9 
沈線（方形文〉、櫛歯状沈線、方形文 十J要内 I
中心に竹管状刺突 （新）

IIC 41 1層
日～ 沈線（横位平行、波状入祖文）、櫛歯

34 l 19 IIC 42 I陽 深鉢 (15 3) 7 5 
十腰内 1

IID 42 I居
胴 状沈線充填 （新）

34 2 19 IIC 42 I層 沿瀦
ロ～

6 4 状沈線沈線（横充位填平行へ波状入組文）、櫛歯
十！要内 I

屈 充 （新）

11B 41 1層
波状口縁、沈線（波状入組文）、櫛歯

34 S 19 11B 41 Ill雇 深鉢
ロ～

12 4 
+J要内［

二次被熱
IIC⑪ 1居

胴 状沈線充填 （新）

34 4 llA 38 撹乱 鉢 ロ 4. 6 沈線（横位平行、楕円形文）
+J要内 r
（新）

34 5 19 !IE 42 I届 鉢
ロ～

3 7 波状叫ぷ沈線（横位平行、方形文）
+J要内 I

胴 （新）

34 6 DB 41 I忌 深祐k 屈 4. 8 沈線（波状入組文）、櫛歯状沈線充填
十腰内 I
（新）

34 7 19 IV 36 m層 壺 頭 3.'7 枷歯状沈線、1苗状把手
十！要内 I
（新）

34 B 19 IIC 42 I層 壺
阻～

4. 2 9 4 櫛歯状沈線（横位平行、波状入組文）
十！要内 I

底 （新）

34 9 DB 39 11暦 壺 口 (9. 3) 3. 4 沈線（横位）、 1栢歯状沈線充填
十腰内I

二次被熱
（新）

34 10 !'I 38 1層 深鉾 ロ 6 8 沈線（横位平行、区切文）、L充填
+J要内 I

二次被熟
（新〉

34 11 l9 I Z 41 I)薔 深鉢 ロ (27. 7) 7 9 
波状口縁、沈線（横位平行、方形

＋腰（新内〉r 34 12と同一個体
文） L充填
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西張 (3)遵跡Ill.舘還跡

図版 写真 遵構名
層位 器種 部位

ロ径 底径 器濤
番号 図版 クふリット・ (cm) （⑳） （四）

器面槻整・舵文 時期 備考

34 12 19 I Y 38 I層 深鉢 ロ (27. S) 5 8 
波状口蘇、沈線（口縁部平行、胴部方 ＋腰内1

34 11と同一涸体
形文？）、L充填 （新）

34 13 19 I Z 39 I層 深鉢
ロ～

9 9 
沈線（横位平行、区切文、方形 十腰内［

胴 文 ？）、LR充填、無文部ミガキ （新）

34 14 IIA 38 撹乱
ロ～

沈線（横位、斜位、荘線）、 L充填
+! 要内I

胴
11 3 

（新）

34 15 I暦 深鉢 ロ (19 6) 3 2 
波状口縁、沈線（横位平行、斜位）、 十！要内I

一次被熱
LR充填 （新）

35 1 20 
TIC 42 1層

深鉢 波状口縁、沈線（横位平行〉、 L充填
＋展内I

IID 42 T暦
口 6. 2 

（新）

35 2 I居 深鉢 日 ・4. 7 
波状口縁、沈線（横位平行、縦位）、 L 十！要内I
充填 （新）

35 3 20 ll A 38 撹乱 深鉢 ロ 4 5 沈線（横位平行、斜位）、 L充填
＋腰内I
浙）

ss 4 20 1層 深鉢 ロ 3 5 
波状口椋、口唇蔀刻み、沈線（横位平 ＋腰内[

二次被熱
行〉、L充填 ぽ ）

35 6 DD 42 I唇 深鈴 ロ 6 1 沈線（横位平行）、LR充填
＋腰内I
（新）

3~6 20 I暦 深鉢
口～

6. 3 
波状口縁、沈線（平行、楕円形文）、 R ＋腰内I

屈 充填 （新）

3S 7 11 B、9 I層 1梁鉢 目 5 0 紐口縁、沈絲（横位平行）、LR充填
十！要内［
（新）

35 8 IV 36 江眉 深鉢 ロ 3.9 沈線（ク ランク文？）、 RL充填
十展内I
(;Ji) 

35 9 I屡 深鉢
ロ～

6 7 沈線（横位平行）、L充填
＋腰内I

胴 （新）

35 10 I Z 39 I福 深鉢 ロ 4 4 
波状口椋沈線（平行、方形文〉、 LR ＋辰内l
充填 （新）

35 11 TIA 41 1層 深鉢 ロ 3 6 
波状口椋、沈線（平行、三角形文）、 +A要内 ［
LR充填 （新）

35 12 I Y 36 m虐 深鉢 ロ 3. 2 沈滋（横位平行）、RL充填
十！要内 I
ぽ）

35 13 I Z 41 I屡 深鉢 ロ 3 I 
ロ唇蔀は横回、沈線（横位平行）、LR ＋腰内1
充填 ぽ）

35 14 1層 深鉢 ロ 4 6 沈線（横位ffi)、ぼ充填
＋楼内 I
（新）

35 15 I Y 36 III居 深鉢 胴 5 8 沈線（横位平行、楕円形文）、RL充填
＋腰内I
浙）

35 16 20 IIB 41 1暦 深針？ 胴 2 2 
沈線（楕円形文？、平行）、 L充填、無 ＋腰内 I
文那剌突 （新）

35 17 ［唇 深鉢 胴 5 4 沈線（横位 二角形文）、LR充填
＋，l要内 I

外面ヌス付着
（新）

35 18 I W 36 I屡 深鉢 胴 6 l 沈線（方形文？）、，LR充填
＋腰内 I
⑰斤）

35 19 1層 深鉢 胴 6 7 
沈線（横位平行＼波状入組文？）、LR ＋腰内 I
充填、充填部に竹管状刺突 (1,/f) 

35 20 I Y 40 1屠 深鈴 胴 8 6 沈線（横位乎弓、長方形文）、 L充填
十！要内 I

外面黒色付着物
ぽ）

35 21 
lIC 42 I暦

胴
沈線（横位平行、三角形文？）、.LR充 +J要内 I

11D 42 I層
13 5 
填、充填部分に剌突 （新）

35 22 1暦 深鉢 胴 9 9 沈線（横位平行、方形文）、L充填
十腰内 I
（新）

35 23 IX 35 ll層 胴 6 8 沈線（入組文）、LR充填 十腰内II

35 24 20 IY 38 1層 深鉢 胴 4. 4 沈線（横位〉、紐いL防℃填 ＋腰内1l

3ff 1 20 
IID 41 I屡

鉢
ロ～

(4. 4) 
波波状状口縁(5単位〉、沈線（横位平行、 十！要内［

II E 42 I暦
11. 8 lL l 状入組文、三角形文）LR充填、無文

底
祁ミガキ

（新）

36 2 20 
JIB 41 I暦

鉢
ロ～
(14 5) 

沈線（横位平行、波状入組文）、 +J要内 I
II C 42 I層 胴

7, l 
LR充填 （新）

sa 3 20 I Y 40 ！居 鉢
ロ～

8 3 
沈線（平行、楕円形文、 波状入組 十！要内 [

胴 文）、LR充填、無文部ミガキ （新）

36 4 20 I Z 41 1層 鉢 ロ (11 6) 4 Q 沈線（横位平行、曲線文〉、LR充填
＋腰内 I
⑰斤）

36 5 2U 11 E 42' 1層 深鉢
日～

8 I 
波状日縁、沈線（横位、波状入組 十！要内 I

胴 文）、LR充填 (tlf) 

3B 6 20 DA 38 撹乱 鈴
ロ～ 沈線 （横位平行）、RL充填、無文部ミ 十！要内 I
胴

5. 4 
ガキ 僚¥If)

36 7 I屠 深鉢
ロ～

6 9 
波状口縁、沈線（平行、方形文？）、L 十腰内 I

胴 充填 （新）

36 8 IY 40 l屠 鉢
口～‘

3, 6 
口唇部刻み、沈線（横位平行）、雑い 十腰内 r

胴 LR充填 （新）

% 9 IIC 42 1層 鉢
ロ～ 波状口縁、 口唇部刻み、波頂部剌 十腰内［

胴
4 6 
突、沈線（弧状文）, LR充填 （新）

36 10 20 JIB 39 1層 鉢
日～ 波状日縁、日唇部刻み、沈線（横位平 十腰内 I
胴

4. 5 
行、楕円形文？入 紐いL応笠填 （新）

36 11 I Y 40 1層 深鉢 ロ 4 8 沈線（横位平行、方形文？〉、L充填
+A要内1
ぽ）

3¥l 12 21) I層 深抹
ロ～

6 S 沈線（横位、方形文）、 LR充填
＋腰内I

胴 （新）

36 13 IX 35 II届 深鉢 ロ 4 8 沈線（平行、弧状文り 、L充填
＋腰内I
（新）
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還物観空表

図版 写真 遺横名
屡位 器種 部位

ロ1至 底径 器高
器面調益・施文 時期 備考

番号 図版 クぶりッド (cm) (cm) (cm) 

36↓生 IX 35 田暦 斜て ロ 3 9 沈線（楕円形文）、ば充填
十腰内 I

ぽ）

36 l6 IlA 38 m層' 深枯 ロ 3. 3 沈線（横位、方形文）, LR充填
十腰内I
噺）

36 16 21 ！届 鉢 ロ S 6 
口椋部肥庫、沈線（横位乎市、紐い

十！要内11
LR充填

36 17 I Y 39 ［届 鉢 口 5. 0 平沈線文、沈線問蛇行文 ＋楼内11

36 18 21 IIA 38 I層 鉢 胴 5. ~ 
波状口椋、沈線（平行入斜行）、 LR充 ＋腰内 I
填 （新〉

36 19 21 IIA 38 I層 鉢
ロ～

8 4 無沈線文部（平ミ行ガ＼キ斜行、方形文〉、L充填、
＋腰内 I

胴 ぽ）

36 20 21 DD 41 ！居 壺 ロ 4. 7 沈線（入組文）、L鴎辟： 十！要内II

37 l 21 I層 台付鉢 Jに, 6. 5 沈線（横位平行）、 RL充填‘、透かし
十腰内 l
倍斤）

S7 2 21 ID 41 ！届 台付鉢 ムロ 4. 5 沈線（横位平行）、 RL充填
十！要内 r
ほ斤〉

窃 3 21 ［暦 台付鉢 台 s. 2 沈線（横位平）、RL充填 十！要内 1
二次被熱

ぽ）

37 4 Zl IIC 42 I層 台付鉢 .,,, ロ 2 3 沈線（横位平行）、0段多条LR充填
+,! 要内 I
（新〉

37 5 21 IID 41 1唇 台付鉢 _,_ ロ 4 3 沈線（横位乎守〉、 LR充填
十楼内 ［

二次被熱
信斤）

37 6 21 11B 39 1層 壺 ロ (6 8) 5 5 沈線（横位平行）、LR充填｀
十，！褻内 I

ぽ〉

37 7 21 I層 壺 ロ 低9) ;l. 9 横位区画沈線、口縁部Lt横回
十腰内 I
浣〉

勾 8 ［笛 壺 厄 5. 6 
隆沈緑怪線上紅、沈線（棟円形 ＋楼内 ［

文）, RL充填 （新）

37 9 ID 41 1層 壺 l同 7. 6 沈線（平行沈線、楕円形文）< 1, 充填
＋腰内［

（新〉

37 10 IID 41 I后 壺 原 6. 2 沈線し楕円形文）、 L充填
+! 要内 I
（新〉

37 11 
11D 41 I屠

壺 胴 9 5 沈線（横位平行）、LR充填
十腰内 I

IIE 42 I暦 ぽ）

頸～ 頸沈線部謄沈線（改横位`〉波、階線上L~、 胴部 十腰内 I
37 12 21 11D 41 I層 壺 28. 1 （楕円形 、 状入組文， 三角形

胴
文）、LR充填

（古〉

38 l 22 11D 41 I暦 深鉢
ロ～
(23 4〉 (8 5) 32. 9 R単絡5

後期初頭
二次被熱

底 ～前葉

38 2 22 
I Y 40 I雇

深鉢
屈～

(10 0) 14. 3 単絡5
後期初頭

二次被熱
I Z 41 I層 底 ～前葉

&8 3 I公41 I層 深鉢
胴～

(7_ I) 5 7 R単絡5
後期初頚

二次被熱
底 ～前葉

38 4 22 
n 40 I冨

t菜鉢 ロ (21. 7) 6 0 波状口縁、R単絡
後期初頭

二次被熟
I z. 41 I暦 ～前葉

38 5 22 IID 41 I屡 暉 ロ (26 1) 5 5 
折返し状口緑、 R単絡5(口縁部横位、 後期初頭
胴部縦位） ～前葉

38 6 11D 42 1涌 t菜鉢 ロ 8. I 
折返し状口縁、R単絡5(口縁部横位、 後期初頭
阻；；M縦位） ～前葉

38 7 22 IID 41 1層 深鉢 l同 5. 6 R単絡5
後期初頭

二次被熱
～前葉

38 8 22 11D 42 I層 t袋鉢 ロ 5. 1 
折返し状口縁、直絡,(口緑部横位、 後期初頭
胴部縦位~） ～前葉

38 9 22 I Z 41 I層 t菜鉢 ロ 5 8 折返し状叫ゑ R卓絡5
後期初頭
～前葉

38 10 22 I Z 37 III雇 深笹本 ロ 5 3 R単絡5
後期初頭

～前葉

39 1 I Y 39 I層 深鉾
ロ～

6 5 折返し状口椋、 L単絡5
後期初頭

胴 ～荊葉

39 2 IY 38 I届 深鉢 ロ 6. l R単絡5
後期初頭

～前葉

39 3 1月； 深鉢 ロ 4. 6 R単絡5 後～期前初葉頭

39 ~ IZ 39 1肴 諏 本 胚l 4. 4 R単絡5?
後期初領

～疇

3~ 5 23 11D 42 I隣 詞本 胴 4 3 R単絡l
後期初頭

～前葉

39 6 23 IIA 38 1藩 深鉢 屈 6 2 格子目状沈線
後期初頭

～前葉

39 7 I屡 呻 ロ 3 6 櫛歯状沈線（横位．縦位〉
後期初頭

～荊葉

39 8 IIA 38 I層 t菜鉢 ロ 3. 7 R単絡1
後期初頭

～莉葉

39 9 IX 35 m層 深鉢 ロ 6. 4 櫛歯状沈線（縦位）
後期初頭
～前葉

39 10 
I Z 41 I層

沿瀦 熊 8. 8 栢歯状沈線（縦位〉
後期初頭

TIA 38 I層 ～前葉

39 n 23 IY 39 I層
沿本 ロ (21. 0) 4. 9 LR横回

後期初頭
Il8 39 試掘牝 ～罰葉

S9 12 23 
I Y 39 は 深鉢

ロ～
(19. 0〉 25 7 縦折返回し状口縁、口縁部只黄回、旧部L 後～期前初萎頭

II A 38 胴
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西張 (3)遺跡Ill.舘還跡

図＇版 写真 遵構名
虐位 器種 部位

ロ径 底径 器濤
器面梱埜り包文

番号 図版 クふリット・ (cm) (cm) （叩）
時期 備考

39 13 23 
lIB 39 1層

深鉢
ロ
(22 7) 28 3 ば縦回 後～期前初葉頭

IIB 39 II暦 ～桐

39 14 I Y 39 I層 器逹木
胴～ (7. 6) 4. 8 0段多条LR横回、底部笹葉A灼王痕 後～期前初葉頭
底

40 l 23 II A 38 1屡 深鉢
ロ～ (16, 5) 12.4 LR縦回 後～期前初葉頭
胴

4() 2 I Y 38 I層 深鉢 ロ 3. 6 LR横回
後期初頭

～前葉

40 3 l Y'38 I層 深鉢 日 4. 7 は横回
後期初頭

二次被熱
～前葉

40 4 I層 深鉢 日 5. 0 LR縦回
後期初頭

～前葉

40 5 I W 33 11層 深鉢 ロ 5 0 波状口縁、 L横回
後期初頚
～前葉

40 6 1層 深鉢 ロ 5 2 L縦回
後期初頚

～前葉

40 7 23 1眉 深鉢
ロ～

7. S L車絡l
後閉初頭

胴 ～前葉

40 8 23 I. 唱 深鉢 ロ 3. 4 
ロ緑部肥厚、 LR[口縁部横位、胴部縦 後期初頭
位） ～前葉

40 9 捻 TIA 38 撹乱 1菜鉢 目 4 4 紅横回
後期初類

～前葉

40 10 I Y 38 I暦 鉢 ロ 4. 3 LR横回
後期初頭

～前葉

40 11 I Y 38 I層 深鉢
ロ～

9 5 LR横回 後～期前初葉頭
胴

約 12 I Y 40 I扁 深鉢 ロ 4 2 L虚回
後期初頭
～前葉

40 13 
IIA 38 田屠

壺 胴 6 9 頃回
後期初頭

I Z 37 m層 ～前葉

約 14 23 I W 36 1層 深鉢 ロ 5. 3 
沈線（横位平行）、口縁那LR横回、原 後期初頭

二次被熱
都碑縦回 ～前葉

4(l 15 24 DA 39 撹乱 壺
ロ～
(16. 0〉 4 3 

折返し状口縁、口縁部RL、頸部貫通 後閉初頭
頸 孔 ～前葉

40 16 I Z 41 ［雇 深鉢 ロ 4 6 沈腺 L邸担］
後期初頭
～前葉

40 17 23 I Y 36 Illli,l 壺 ロ 3 6 折返し状口縁、紅横回、頚部穿孔
後期初頭
～前葉

40 18 IX 35 III蔭 深鉢 ロ 2 7 横位沈線区画、LR横回
後期初頭
～前葉

40 19 I Z S9 1層 深鉢 ロ 4 7 折返し状口緑、口緑部LR横回
後期初頭

～前葉

約 20 1屡 深鉢 ロ 3 8 
ロ唇部LR横回、沈線（t11位）Y 紐いLR 後期初頭

充填 ～前葉

約 21 11 E 42 1層 深鉢 ロ 3 8 沈線（横位平行）べし充填
後期初頚
～前葉

40 22 IlB 41 1層 深鈴 ロ 4 0 折返し状口緑、沈線（横位）、 LR横回
後期初頭
～前葉

40 23 IX 35 11層 深鉢 ロ 4 2 ロ唇部紅横回｀ 胴；；〖紅横回
後期初頭

～前葉

40 24 24 DA 41 1層 深鉢 ロ 4. 5 ロ唇部LR横回、口縁部LR横回
後期初頭

～前葉

40 25 IIB 39 1層 深鉢 ロ 2, 7 口唇部は横回、口縁部LR横回
後期初頭

～前葉

約 26 I Z 41 1層 深鉢 ロ 4. 6 口唇部LR横回、胴部LR横回
後期初頭
～前葉

約 27 1層 深鉢 ロ 5. 0 口唇部LR横回、頚部椅（疹孔
後期初頭

～前葉

40 28 nc 41 1層 深鉢 ロ 4 0 ロ唇部U黄回、口縁部・頚部LI削圧 後期初頭
～前葉

41 l IIA 41 l屠 深鉢 胴 2 9 訊横回、剌突 十！悪内 I

4L 2 no 41 I層 深鈴？ ロ I 9 沈線（横位）、竹管状剌突 ＋腰内 I

41 3 110 41 1屡 壺 胴 2. 7 沈線（横位）、刺突 +! 唇内［

41 4 24 JJD 41 1層 深鉢
胴～

6. 7 7 g 沈線（横位〉、 R頃蘭回
後期初頭

底 ～前葉

41 5 24 1lC 41 1層 深鉢
ロ～
(16 1) 12 8 無文

後期初頚

胴 ～前葉

~l 6 2<1 
IlB 41 I層

深鉗
ロ～
(11. 3) 9. l 波状口楼、無文

後期初頭
IIC 42 I雇 胴 ～前葉

41 7 24 
lIA 38 撹乱

深鉢
口～
(12 4) 7. ℃l 14. 7 底部上げ底状、無文

後期初頭
IlB 39 11層 底 ～疇

4l 8 24 
IIB 41 I層

深鉢
胴～

(8. 6l 8, 2 無文
後朔初頭

IlC 42 I屠 底 ～前葉

41 9 24 !IA 38 撹乱 沿滋
ロ～ (20 5) 折返し状日縁、無文

後期初賤

胴
5 I 

～前葉

41 10 I B 41 1層 鉢
ロヘ
(14 8〉 7 Q 無文

後期初頭

胴 ～前葉

41 11 24 I届 鉢
ロ～
(12 5) 6 9 折返し状口ぼ 無文 後～期前初葉頭

胴
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還物観空表

図版 写真 遺横名
屡位 器種 郡位

日径 底径 器高
器面調登・姥文 時期 備考

番号 図版 クぶりッド (cm) (c沿 (cm) 

41 12 24 ［暦 壼
ロ～
(10. 0) 8. ~ 無文

後期初頭
二次被熱

胴 ～前葉

u硲 25 IZ 39 ［雇 壺 ロ (15. 9〉 6. B 無文
後期初頭
～前葉

42 I 11D 41 ！涌 鉢
口へ

(9. 6) 5 5 無文
後期初頭

胴 ～前葉

栽 2 25 DA 38 ［届 鉢
ロ～

(8. 6) 5. 5 紐口縁、無文 後～期前初葉頭
胴

坐： 3 25 IIG 42 I層 台付鉢
ロ～

(<l.5〉 3. 7 3. 6 無文
後期初頭

底 ～前葉

42 4 25 I Y 37 覆土 台付鉢 底 (4 4〉 4. 3 無文
後閉初頭

二次被熱
～前葉

42 6 I Z 39 ［眉 深鉢 底 9 7 3. 0 重複する笹葉状庄痕
後期初頭

～前葉

必26 1W 33 n屡 深鉢 底 (9. 9) 2. 5 底都笹葉状圧痕
後期初頭

～前葉

屯27 I Y 38 ［届 深鉢 底 (9. 8) 6. 6 底部笹葉状圧痕 後～閉前初葉頭

42 8 I Y 36 田層 深鉢
辰～

(7. 8〉 4. 5 底部網代痕
後期初頭

底 ～前葉

•2 9 -n~ ss I層 深鉢 底 (7. 1) ]. 9 底那平行する線状圧痕
後期初頚

～茄葉

42 10 I Z 41 1層 深鉢 底 (6. 5) 2 6 底部網代痕（ござ目？〉
後期初頭

二次被熱
～前葉

~2 11 I Z 39 1層 深鉢 底 (9 I) I 6 底部網代痘
後翔初頭
～前葉

42 12 I層 深鉢 底 5 8 4. 0 底部木葉痕
後閉初頭
～前葉

42 13 ll C 42 ［雇 深鉢 底 (6. 6) l 6 底部網代痕（ござ目？）
後期初頭

～前葉

42 14 I Z 39 1層 深鉢 底 (5. 8〉 1.8 銅代痕（ござ目？〉 後～期前初葉頭

42 16 25 1W 33 I肴 吝菜鉢 底 I~ 網代痕（ござ目？）の上に化粧土 後期初頭

～前葉

42 16 I Y 38 I層 深鉢 底 (9 8) 4. 3 無文
後期初頭

二次被熱
～前葉

42 17 IX 35 III屠 鉢
店～

(5. I) 2 8 無文
後期初頭

底 ～前葉

42 18 llD 41 I層 鉢 底 (4. 7) l. 7 無文
後翔初頭

二次被熱
～前葉

42 19 IX S5 11層 鉢 底 (2 4〉 o. 8 無文 後期初頭 ミニチュア土器の可

～前葉 能性あり

鈴 l 25 ［層 深鉢
ロ縁

5 l 突起上部刻み、値J面沈線⑰字状） 十腰内11
突起

4$ 2 25 IX'35 II肴 t菜鉢 ロ l 9 竹管状連続押し引き 前期前葉 餓維混入

43 3 25 IX 35 11層 深琳 屈 2 5 竹管状連読押し引き 前閉前葉 線維混入

43 4 25 l藩 1菜鉢 屈 3 3 LR 前期前葉 繊維混入

43 5 26 IV 33 I層 沼 ロ 3. 5 R押圧、R横回
前中葉

線維混入
～後葉

43 6 IX 35 II雇 深綽 胴 6. I L単絡I
荊期中葉

線維混入
～後葉

4G 7 25 IX 35 11層 深鉢 飼 8 2 L単絡l
前期中葉

繊維混入
～後葉

43 B 25 IIB 39 I暦 t袋鉢 ロ 4. 8 沈線（横位平行）、紅縦回
中期中葉～

後期初頭

43 9 25 I Z 39 1層 t菜鉢 ロ 5 1 L邸を回
中期末葉～

後期初頭

22 I IX 36 I藩 深綽 日 4 7 無文
後期初頭

～前葉

25 l 1 Z 39 I層 i菜鉢
ロ～

6 8 波状口縁、口唇部平坦、無文
後期初頭

胴 ～荊葉

25 2 I層 片口 ロ 4. 7 沈線（横位）
十腰内l
（新）
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西張 (3)遺跡田・舘遺跡

表8 舘遺跡 石器•石製品観察表

四番号 遺構 グリッド 層位 器種 石材 備考 長 (~m) 幅(cm) 厚(cm)重呈(g)

29-1 
第 1号

覆土 石鍍 珪質頁岩 z. 1 1. l 0.4 0、7
堀跡

29-2 
第1号

覆土 石箆 珪質頁岩 4. 9 2.4 1. 2 15.4 
堀跡

29-3 
第 1号

覆土 石箆 珪質頁岩 5. 7 2. 3 1. 1 15.8 
堀跡

29-4 
第 1号

覆土 剥片 王髄 面により光沢異なる 2.0 1. 7 1.0 3.5 
堀跡

29-5 
第 1号

覆土 磨製石斧 緑色片岩 アオトラ石 6.6 2. 9 1. 3 38 
堀跡

29-6 
第 1号

覆土 打製石斧 頁岩 6.6 3. 5 1, 4 37 
堀跡

29-7 
第 1号

覆土 蔽石 チャート 5 4. 8 2. 1 72. 1 
堀跡

29-8 
第 1号

覆土 凹右 凝灰岩 被熱、火ばね 16.5 5. 8 3. 1 (286. 5l 
堀跡

29-9 
第 1号

I X-34 覆土 右核 玉髄 両極打法、 光沢？ 2. 1 1. 7 1.0 2.6 
溝跡

29-10 
第 1号

I Y-36 覆土 石核 玉髄 両極打法 1.8 1. 5 1. 4 3. 7 
溝跡

29-11 
第 1号

I Y-36 覆土
ピエス・ エス

赤鉄鉱 3. 3 2. 8 1. 6 16. 1 
溝跡 キーユ

29-12 
第 1号

覆土 掻器 珪質頁岩
至髄質、 P-1の土器とともに取り

5.6 4.4 1. 6 32.2 
土坑 上げ

29-13 
第6号

1層 石鏃 王髄 正面側先端都に衝撃剥離痕 1. 5 1. 1 0.3 0.4 
土坑

29-14 
第6号

1層 二次加工剥片 珪質頁岩 掻器？削器？ 6. 1 8. 3 1. 7 60. 7 
土坑

44~1 表採 石鏃 珪質頁岩 2.2 1.0 0.4 0.5 

44-2 II C-41 I層 石鍛 珪質頁岩 2. 9 1. 7 0.3 1. z 
44-3 I Y-36 I層 石鍍 珪質頁岩 2. 6 1. 2 0.5 0.9 

44-4 表採 石鍛 珪質頁岩 2.9 (1, 4) 0.5 (1.3) 

44-5 II C-41 I層
石鏃（未成

珪質頁岩 2.5 1. 9 0.6 2.0 
品）

44-6 表採 石鏃 玉髄 2.3 l. 3 0.3 0.5 

44-7 表採 石鏃 玉髄 2.0 1. 5 0.4 0.9 

44-8 I Y-40 I層 石鮨 玉髄 (2. 1) 1. 6 0.4 (0. 9) 

44-9 I Z-41 I層
石鏃（未成

王髄 3.8 1. 6 0. 5 2.8 
品）

44-10 表採
石鏃（未成

王髄 1.8 3. 0 1. 0 3.9 
品）

44-11 I Z-41 
右鏃（未成

玉髄 2. 1 1. 6 0.6 1.8 
品）

44-12 I X-36 I層 石錐 珪質頁岩 3. 4 2. 5 0.9 5.6 

44-13 II C-42 I層 掻器 珪質頁岩 二次加工都分に光沢 2. 5 4. 1 1.2 10.3 

44-14 II B-41 l層 掻器 玉髄 4.4 3. 3 1. 2 16. 1 

44-15 IIB-39 I層 掻器 珪質頁岩 2.5 3. 0 1.0 6.3 

44-16 II E-42 III層 削器 珪質頁岩 玉髄質、掻器？ 3. 5 4. 9 1. 1 13.0 

44-17 表採 削器 珪質頁岩 3. 7 5. 6 1. 3 18.9 

44-18 表採 削器 珪質頁岩 試掘報告書写真7 6. 7 6. 5 1. 6 55. 1 

44-19 I X-35 II層 削器 珪質頁岩 性格不明の黒色付著物 5.3 6. 1 1. 3 36. 1 

44-20 表土 削器 珪質頁岩 右鏃末成品？ 3. 1 2. 6 1.0 6.6 

44-21 表採 削器 珪質頁岩 両極剥片素材 2.8 2. 3 0.8 5.0 

44-22 表土 削器 珪質頁岩 6. 1 9. 3 1.9 87.0 

45-1 IlB-41 I層 掻器 珪質頁岩 玉髄質 5. 3 4. 1 1.3 22.9 

45-Z II B-41 I層 掻器 玉髄 二次加工部分わずかに光沢 3.4 2.4 0.9 6.8 

45-3 I Z-37 I層 掻器 玉髄 1. 9 2. 3 0.9 3.9 

45~4 I X-39 1層 削器 王髄
二次加工部分に光沢、石鏃未成

2.6 1. 9 0.4 l省9
ロロロ ヮ・

45-5 表採 二次加工剥片 玉髄
石鏃未成品？二次加工都分に光

2.0 1. 2 0.5 0. 7 
沢
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遠物観察表

図番号 選溝 グリッド 層位： 器種 石材 備考 長(cm) 幅(cm) 厚(cm) 重呈(g)

45-6 表土 二次加工剥片 王髄
石鏃末成品？二次加工都分に光

Z.5 1.7 0.9 2.4 
沢

45-7 表土 二次加工剥片 王髄 石槍？石鏃未成品？ 5. 1 2.5 1. 2 11. 7 

45-8 I Z-39 I層 二次加工泉lj片 玉髄 剥離面で光沢異なる 3.0 2.4 0. 7 3. 7 

45-9 II C-41 I暦 二次加工剥片 玉髄
両極条lj片素材、二次加工部分に

3.0 1. 5 0.6 2. 2 
光沢

45-10 表土 二次加工剥片 王髄 掻器？ 3. 1 2. 3 1. 1 8.4 

45-11 I Z-39 I層 二次加工条lj片 玉髄 二次加工郭分に光沢 4.5 3. 1 1. 7 16.9 

45~12 表採 二次加工剥片 王髄
二次加工郎分に光沢、 石鏃未成

2.8 1. 8 0.6 2.4 
品？

45-13 I W-36 I屠 二次加工剥片 王髄 二次加工節分に光沢 3.0 2. 1 0.4 2.9 

45~14 II A-38 I暦 二次加工剥片 玉髄 二次加工都分に光沢 2. 6 2.0 1.0 6. 1 

45-15 表士 二次加工剥片 珪質頁岩
石鍛関係品？二次加工部分に光

1. 7 1.8 0.5 1.1 
沢

45-16 II A-38 I層 二次加工剥片 珪質頁岩 二次加工部分に光沢 3. 5 2 0. 7 3. 0 

45-17 
I Z-41 

l層 二次加工剥片 赤鉄鉱 黒変、被熱 2. 7 2.1 0.7 2. 8 
斜面

45-18 I Z-41 1層 剥片 赤鉄鉱 黒変、被熱 3. 6 5.2 1. z 13. 1 
45-19 I Z-41 I層 石核 珪質頁岩 黒変、被熱、 20と接合 2. 1 4. l 1.4 10.4 

45-20 I Z-41 I層 石核 珪質頁岩 黒変、被熱、 19と接合 3. 8 5.8 2.0 26.4 

45-21 表土 石核 チャート 黒変？被熱？ 5. 5 5.9 3.5 120. 6 

46-1 I Y-40 1層 剥片 珪化木 光沢？ 3.3 4.2 1. 2 12.8 

46-2 IIB-41 I層 剃片 玉髄 光沢 2. 9 1.0 0.6 1.8 

46-3 II B-41 I層 剥片 王髄 光沢 2. 1 1. 0 0.5 0. 6 

46-4 l X-35 II層 剥片 玉髄 光沢 、2.4 1. 1 1.0 2.8 

46-5 I Z-39 I層 剥片 至髄 3.9 3. 1 1. 3 10.1 

46-6 I Y-38 I層 剥片 玉髄
両極打法、被熱、剥離面で光沢

2.6 1. 5 1.0 3.1 
異なる

46~7 I Y~38 I層 剥片 王髄 両極打法 3.5 2.9 1.1 8. 3 

46-8 I X-35 II層 剥片 玉髄 両極打法、光沢？ 2.0 1. 9 0.9 2. 9 

46-9 II B-39 
試掘Tr9

剥片 玉髄 両極打法 3.3 1.8 1.0 4. 6 
埋士

46-10 l X-35 II層 剥片 玉髄 両極打法 3.0 1. 5 0.8 3. 6 

46-11 I Z-41 I暦 剥片 玉髄 黒変、被熱 2.8 2. 2 1. 1 7. 6 

46-12 表土 石核 王髄 両極打法？光沢？ 4.5 2. 4 1.5 12.4 

46-13 I Y-39 l層 石核 玉髄 両極打法、光沢 3.3 2. 6 1. 3 8.8 

46-14 I Z-41 I暦 石核 王髄 両極打法 2.9 2. 0 1.0 5.4 

46-15 II B-41 I層 石核 珪質頁岩 両極打法、光沢 3.0 2. 2 1. 2 7.1 

46-16 I Z-39 1層 右核 珪質頁岩 両極打法、光沢 2. 4 1. 6 1.0 2.8 

46-17 IID-41 I層
ピエス ・エス

玉髄 縦横二方向の打撃 3. 2 2.2 1.2 8.8 
キーユ

46-18 表採
ピエス，エス

珪質頁岩 玉髄質 5. 1 4. 1 1.5 34. 5 
キーユ

46~19 表採
ピエス・エス

碧玉 赤褐色 5.5 3.1 2. 6 44.4 
キーユ

46-20 表採 原石 石英 4. 1 3.0 3. 0 48. 3 

46-21 I V-35 I層 原石 玉髄 3. 5 3.4 1. 8 26. 6 

46-ZZ 表採 打製右斧
粗粒玄武

刃郎破片 (5. 2) (4. 1) (1. 8) (47. 6) 
岩

46-23 IID-41 I層 打製石斧
租粒玄武

磨製石斧未成品？ (11. 6) 5.0 3.5 (277. 7) 
右"" 

47-1 IIC-41 I層 磨製石斧 閃緑岩 (8. 8) 4. 7 z. 7 (184. 0) 
47-2 I Z-41 I層 磨製石斧 安山岩 基都折面再加工 7.3 4.4 2.8 144.4 

47-3 表土 磨製石斧 安山岩 基郭折面再加工 7.3 4.0 2. 7 123. 5 

47-4 l Y-39 I層 磨製石斧 閃緑岩 11. 0 4.3 2. 4 169.8 

47~5 表採 磨製石斧 流紋岩 5.3 2. 2 0.9 15.0 

47-6 表採 磨製石斧 不明 (5. o) (3. O) 1. Z (30. 1) 

47-7 II B-41 I層 磨製石斧
粗粒玄武

11. 2 4. 7 2.5 214. 1 右U-』

47-8 I Z-37 l層 磨製石斧
租粒玄武

折面再加工 5.6 4. 5 2.4 98. 1 
右μ_, 
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西張 (3)還跡III.舘遺跡

図番号 遺構 ダリッド 層位 器種 石材 備考 長(cm) 幅(cm) 淳(cm)重品(g)

47-9 表採 磨製石斧 閃緑岩 (5. 0) (4. 8) (2. 5) (73. 6) 

47-10 IIA-40 I層 歴製石斧
租粒玄武

(10. 1) (4. 4) (3. 4) (245、4)
右w 

48-1 表採 蔽石 チャー ト 7、0 5.8 4.8 225. 7 

48-2 I Z-41 敲石
デイサイ

13.9 9. 7 4.5 1004. 4 
卜

48-3 I X-39 I層 敲石 流紋岩 溝状の敲打痕、被熱、火ばね 8.6 7.9 2.5 188、1

48-4 I Y-38 I層 敲石 チャート 石製円盤？ 6.0 5.9 2. 7 111.1 

48-5 IIB-41 II層 穀石 チャー ト 7.4 5.6 2.3 134、3

48-6 I Z-41 I層 敲石
租粒玄武

被熱 9、3 4.9 2.9 143. 5 
右中

48-7 表土 厳石 チャート 4. 1 3.9 3.2 65. 6 

48-8 II D~41 I層 磨石
粗粒玄武

磨面＋蔽打痕 15. 5 8.6 6.2 1167. 8 
右UJ 

48-9 I Y-38 I暦 磨石
花閤閃緑 右鹸形、磨面＋凹痕、ひび割れ、

11. 6 7.3 4.9 699. 4 
岩 被熱？

48-10 I W-33 II眉 擦痕のある挫
デイサイ

砥石？ 5. 4 3.6 1. 7 51. 2 
卜

48-11 表採 砥石 凝岩 13.6 6.6 2.3 235 

49-1 表土 石錘
デイサイ

敲右？ 12. 7 11.9 3.7 740. 6 lヽ

49-2 l Z-41 石錘
粗粒玄武

7. 9 4. 4 1.0 59.4 
右"' 

49-3 表土 石錘 安山岩 被熱、火はね 6亀3 4. 2 1. 8 83.8 

49-4 表土 石錘 チャー ト 両極打法 7.7 4. 7 1.5 74. 1 

49-5 I Z-41 石錘 チャー ト 両極打法 10.3 6.6 2.8 300.8 

49-6 I Y-40 I層 石錘
デイサイ

5. 8 5.0 1. 3 65.8 
卜

49-7 表採 石錘 砂岩 5.4 ふ8 1.0 34. 1 

49-8 表採
剥離のあ

安山岩 石錘？敲石？ 10. l 8.4 2.9 361. 4 
る裸

49~9 IlD-42 ]]層 石皿 安山岩 36. 6 18.3 16. 1 11585 

49-10 IIA-40 I層 石皿 安山岩 40. l 17.4 7.8 7685 

49-11 表士 石皿 安山岩 52.2 26. 1 9.3 26185 

写圭図
IIB-41 I層 石鏃 珪質頁岩 正面 ・襄面ともに火ばね 2.9 1. 7 o. 5 (1. 2) 

版29-A

写哀図
IIA-38 I層 搬入自然裸 チャート 石棒類似形状、加工痕跡なし 32.5 12.3 11. 2 8185 

版29-B

52-1 表土 石棒
粗粒玄武

6. 7 2.6 2. 4 67.6 
右CU 

5Z-2 I W-33 I層 石JJ 粘板岩 7. 7 3.4 1. 2 36. 7 
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還物観察表

表9 舘遺跡 土製品観察表

昇 写真 遺溝名 層位 種別
長さ
(c幅m) 
厚さ

文様 備考
図版 ク..~ ッド (cm) (cm) 

50-1 30 第1号堀跡 獨土 土器片利用土製品 3.4 3.4 0.8 LR 
50-2 30 第1号堀跡 覆土 土器片利用土製品 2.3 4. 3 o. 7 R単絡5
50-3 30 第1号堀跡 覆土 土器片禾I」用土製品 4. 9 4. 6 0.8 無文
50-4 30 第1号堀跡 覆土 ミニチュア土器 2. 4 3. 0 無文
50-5 30 第1号堀跡 覆士 ミニチュア土器 1. 6 2. 9 無文
50~6 30 第1号堀跡 覆土 ミニチュア土器 2. 7 2.8 沈腺（横位平行）、L
50-7 30 SKOG 且晉 土器片釆1」用土製品 3. 0 ぶ1 0. 7 無文

50-8 30 l層 土偶 3. 8 3. 2 1.4 
表 乳房（円形粘土貼

付）、襄＊刺突

50-9 30 I Y-40 I層 土偶 3. 0 3. 6 2.0 
表 ・謄（円形粘土貼付）、
襄無文

50-10 30 l Z-37 1層 土偶？ 4. 1 4. 6 1. 7 脚都か

50-11 30 1層 動物形上製品 3. 8 2. 6 
耳 ・ 尾•四肢端郭欠捩、
顔面剥落、背・側面刺突

51-1 31 II C-41 1層 鐸形土製品 3. 7 3、3 上郭短軸に穿孔、刺突
51-2 31 I Z-37 撹乱 鐸形土製品 2. 9 2.2 上都短軸に穿孔、沈線
51-.3 31 IlA-.39 撹乱 棒状土製品 3. 2 1. 3 1. 3 穿孔、刺突
51-4 31 II B-39 1層 筒状土製品 3. 6 2.4 0.6 
51-5 31 II D-41 I層 ミニチュア土器 4. 8 3, 0 波状口緑

51-6 31 II A-38 1屑i ミニチュ了土器 3. 5 3.4 
沈線（横位平行、 三角形
文？）、刺突

51-7 31 II A-38 撹乱 ミニチュア土器 3.4 2.5 刺突

51-8 31 I D-41 I層 ミニチュア土器 2. 8 2.6 
鐸形土製品の可能

性あり
51-9 31 II A~39 撹乱 ミニチュア土器 1.4 2. 6 
51-10 31 JI A-38 m層 ミニチュア土器 1. 9 3.9 底郭上げ底状
51-11 31 I W-35 I層 ミニチュア土器 Z.6 3.0 
51-12 31 II A-39 撹乱 ミニチュア土器 1. 7 2.4 0.4 波状口緑、波頂郭下穿孔

51-13 31 1層 土器片利用土製品 3.7 4. 2 0.9 隆沈線、隆線上LR
51-14 31 I Z-41 1層 土器片利用土製品 3.8 3. 7 0.6 1沈線区画 LR 
51-15 31 I Y-39 1届 土器片利用土製品 3. 7 3. 1 0.8 RL 
,51-16 31 I層 土器片利用土製品 2.7 3. 6 0. 7 RL 
51-17 31 I Z-41 1層 土器片利用土製品 3.2 3. 5 0.9 R単絡5
51-18 31 I層 土器片利用土製品 3. 7 3. 7 0.8 R単絡5
51-19 31 II A-38 I層 土器片利用土製品 3.5 3. 7 0.8 沈線（波状入組文）
51-20 31 II A~38 撹乱 土器片利用土製品 3.5 3. 6 0.6 1沈線
51-21 31 II A-39 沼乱 土器片利用土製品 4.0 4.0 0.8 闊歯状沈線
51-22 31 IT C-41 I屑 土器片利用土製品 3.4 3.8 0.5 櫛引沈線文
51-23 31 I Y-37 1暦 土器片利用土製品 3.4 3.4 0.8 櫛紫状沈線
51-24 31 II A-39 撹乱 士器片利用土製品 3.8 3. 7 1.1 櫛歯状沈線
51-25 31 I Y-40 l暦 土器片利用土製品 2.4 2.1 0.6 櫛歯状沈線
51-26 31 I層 土器片利用土製品 3.2 3.2 0.8 無文
51~27 31 II A-38 III届 土器片利用土製品 3. 7 3. 3 1.0 無文
51-28 31 表採 土器片利用土製品 5.0 4.4 0. 7 無文
51-29 31 I W-37 1層 土器片利用土製品 5.2 5. 3 0.8 無文
51-30 31 II D-41 I届 士器片利用土製品 1.8 3.8 l.2 無文
51-31 31 II A-39 撹乱 士器片利用士製品 1.9 3.1 0.6 無文
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写真図版



西張 (3)遺跡

調査区近景（南から ）

調査区近景（北から）

写真図版 1 西張 (3)遺跡近景
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写真図版
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写真図版2 西張 (3)遺跡調査区
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西張 (3)遺跡

.. 14-4 

14-2 
14-6 I 4-7 

14-5 

14-8 
[4-9 14-13 

14-10 14-11 
14-12 

15-1 

15-3 

15-'1 

15-2 15-5 

写真図版3 西張 (3)遺跡 出土遺物
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写真図版

写真図版4 舘遺跡調査区
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舘迫跡
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写真図版5 舘遺跡遺構1
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舘迫跡

第 1号堀跡南西屈曲部完掘 （南から）

写真図版7 舘遺跡遺構3
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ふ泣
第1号堀跡 ・第1号溝跡 ・第3~5号土坑完掘 （上が南東）

第 1号溝跡完掘（北東から ）

写真図版8 舘遺跡遺構4
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舘辿跡

ー・・＝一一唸),;.—-
ー・',e ず"- ; • • 一------

第1号溝跡・第 1号性格不明遺構断面（北から ）

第1号溝跡断面（北東から）

第 1号土坑完掘（東から）

写真図版9 舘遺跡遺構5
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写真図版

第 5号土坑完掘 （南東から ）

写真図版10 舘遺跡遺構6
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舘辿跡

_.., --、

第 7号土坑完慨 （北東から ）

~- -. 
完掘（北東から ）

牙
一...' J . ,' ,;;, ． 9 • 

第7号土坑断面 （北東から ）

第8号土坑断面 （北東から ）

ャ・ 女

ぇ`ID . 邊,. . . ・・ぶ．． 
第 1号溝状土坑断面 （南から ）

縄文時代後期の遺物出土状況 （東から）

写真図版11 舘遺跡 遺構7
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写真図版
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写真図版12 舘遺跡遺構内出土土器1
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舘辿跡

26-6 
26-1 

26-i 

26-13 2i-!3 
26-14 

写真図版13 舘遺跡遺構内出土土器2
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写真図版

27-16 

28-3 

28-12 

28-17 

写真図版 14 舘遺跡 遺構内出土土器3
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舘辿跡
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30-L4 

30-16 

30-22 30-23 

写真図版15 舘遺跡遺構外出土土器 1
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万真図版

31-;J 

写真図版16 舘遺跡遺構外出土土器2
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舘辿跡
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32-17 

写真図版17 舘遺跡遺構外出土土器3
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写真図版

33-5 33-6 

33-13 
33-12 

写真図版18 舘遺跡遺構外出土土器4
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舘迫跡

34-2 

:i,1-1 

34-5 34-7 

34-3 

34-12 

写真図版 19 舘遺跡遺構外出土土器5
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"J.a図版
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36-3 
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写真図版20 舘遺跡遺構外出土土器6
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舘辿跡
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写真図版 21 舘遺跡遺構外出土土器7
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写真図版

写真22-1

38-l 

38-10 

写真図版22 舘遺跡遺構外出土土器8
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舘辿跡
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写真図版23 舘遺跡遺構外出土土器9
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写真図版
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写真図版24 舘遺跡遺構外出土土器 10
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舘辿跡
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写真図版25 舘遺跡 遺構外出土土器11
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写真図版

第 1号堀跡

令
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第1号溝跡

29-9 29-10 29-11 

第1号土坑 第6号土坑
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29-14 

写真26 舘遺跡遺構内出土石器
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写真図版27 舘遺跡 遺構外出土石器 1
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写真図版28 舘遺跡遺構外出土石器2
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舘追跡
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写真図版29 舘遺跡遺構外出土石器3・石製品
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舘迫跡

5l-6 

5J-9 

61-17 

• J-23 

巳 5[-30 51-31 

写真図版31 舘遺跡土製品2

-1,18 -



報 告 書抄録

ふりがな にしはりかっこさんいせきさん ・たていせき

書 名 西張(3)遣跡ill・ 舘遺跡

副書名 県適櫛引上名久井三戸線道路改良事業に伴う遺跡発掘調査報告
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所在地 〒038-0042青森県青森市大字新城字天田内 152-15 TEL 017-788-5701 

発行機関 青森県教育委員会

発行年月 日 2020年 3月11日

コード
世界測地系

ふりがな ふりがな (JGD2011) 調査期間 調査面積 調査原因
所収遺跡名 所 在地

市町村 遺跡番号 北緯 疇 （面）

あおもりけん益んのへぐん

40° 141° 20180425 
にしば りかっ こ;!!;{vいせさ

青森県三戸郡

西張(3)遺跡
なんぷ ちょ うおおあさほうしおか 024445 445145 
南部町大字法師岡

271 24' ～ 1、700 記録保存調査

あざだいどう Q')した 5211 16" 20180629 
字大道ノ下
あおもりけんさんのへぐん 40° 141° 20180904 

たていせき
青森県三戸郡

舘遺跡
なんぶらょうおおあざごみわた 9 024445 445116 
南部町大字椛渡

271 24' ～ 1,700 翫強表保存調査

あょたて 48" 0011 20181031 
宇舘

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

西張(3)遺跡 狩猟場 縄文時代 溝状士坑 1 縄文士器（早 ・

後 ・晩期）

石器

舘遺跡 散布地 縄文時代 土坑 8 縄文土器（早

狩猟楊 溝状土坑 1 ～後期）

城館 中世 堀跡 1 石器

中世以降 溝跡 1 土製品

性格不明遣構 1 石製品

ピット 19 

要 約 西張(3)遺跡は、調査の結果、溝状土坑を検出しt::.oこれまで2度の調査結果と同様に、狩
猟場として利用されていたと考えられる。遺物は縄文時代早期、後期、晩期の土器と石器が出

土した。

舘遺跡は、調査の結果、縄文時代と中世に利用されていることがわかった。縄文時代は土

坑や溝状土坑を検出した。遺物は縄文時代後期前葉を主体とする土器 ・石器 ・土製品（土偶、

動物形土製品、鐸形土製品、 ミニチュア土器、土器片利用土製品） • 石製品が出土した。

中世は堀跡を検出した。 断面形状は薬研状を呈しており、大規模である。 堀跡から年代を示

す遺物が出土していないため、時期決定の根拠に欠くが、このような堀跡は全国的に 16世紀

に見られることから 16世紀頃の時期が想定される。
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第 3編舘遺跡

第 7節遺構外出土遺物

遁構外からは、縄文時代早期から後期までの土器・土製品・石器・石製品が出土した。遣物の出土位

置は調査区北東側の IV-33グリッド以北に集中している。出士層位は第1層が大半を占めており、層

位ごとの時期差を掟えることはできなかった。

1 土器

遺構外出土土器の総量は約120kgである。復元できた個体は少なく、大部分は破片資料だが、特徴

等を考慮した上で全体の器形がわかるもの、 口縁部・底部資料を中心に掲載した。出土した土器は縄

文時代早期後葉から後期中葉までみられるが、主体は縄文時代後期前葉に属するものである。以下、

各時期の土器について記述するが、個々の遺物の詳細については慣物観察表を参照されたい。

縄文時代早期後葉から後期初頭以前の土器 （図30-1・図43-2~9 、写真図版15•25)

図30-1は深鉢口縁部である。波状口縁の波頂部突起は小さく、口唇部と口縁部内面にLRが回転施

文され、外面は丁寧に磨かれる。特徴から中期中葉から後葉に属する可能性が高いが、判断材料が少

ないため断定はできず、後期中葉の可能性もある。図43-2~4は縄文時代前期前葉に位置づけられ

るものである。 2・3は竹管状工具による押し引きによって施文され、 4はLRが回転施文される。い

ずれも胎土に繊維を含む。 5~7は前期中葉から後葉に属する と考えられるものである。6・ 7は単

軸絡条体第1類によって施文される。 8・9は中期中葉から後期初頭に属するもので．．縄文が縦位に

回転施文される。

縄文時代後期初頭に属する土器（図30-2・3、写真図版15)

韮窪式（本間1987)、牛ヶ沢(3)式（成田1989)、第I様式（榎本2008)などに相当する士器である。本

遺跡からの出上量は少ない。器種は深鉢形と壺形がみられる。図30-2は波状口縁の深鉢であり、頸

部が屈曲する。波頂部から頸部にかけて隆帯が付され、降帯を含む内外面に無節 Lが回転施文される。

口唇部と隆帯には竹管状工具による連続した刺突が施される。図30-3は陥帯上にLRが施文される。

縄文時代後期前葉に属する土器

十腰内I式古段階（図30-4~図33-ll、図37-12、．写真図版15~18・21)

十腰内 IA式（成田1989)、第IV様式（援本2008)などに相当する土器である。器種は深鉢形、鉢形、

壺形がみられ、台付鉢も一定数認められる。深鉢形・鉢形土器の口縁形は波状となるものと平坦口縁

のものがあり、口唇部に刻みが施されるものもみられる。鉢形士器では口縁部が肥厚し、口唇部から

ロ縁部外面にかけて穿孔されるもの（図32-10・16)や、上げ底状の底部から胴部にかけて穿孔されるも

の（図32-13)も認められる。文様は沈線や隆沈線によって入組文や弧状文、楕円形文などが施される。

鉢形土器や壺形土器の中には赤彩されるもの（図32-10・17、図33-11)が散見されるほか、漆と推測さ

れる黒色付着物が認められるもの（図30-17)も少量ある。

沈線によって施文されるものの中には、 2条の沈線の両端をつないで文様を表現するもの（図31-1 

図32-7・12・図33-2・7 ~ 9)と2~3条の平行沈線によって文様を表現するもの（図32-3~ 5・8・ 

~ 55 ~ 



西張 (3)還跡III.舘遺跡

9•11 ・ 13·20) がある 。 陥沈線によって施文されるものは、器面が丁寧に磨かれるものが多い。口縁部

に限定して隆沈線が用いられるものと、全体に用いられるものがある。

図37-12は大型の壺である。楕円形文によって縦位・横位に区画された内側に三角形文や入組文が

施文され、LRが充填される。＋腰内 I式直前型式段階から十腰内 I式に比定されるものである。図

31-3~5は同一個体とみられる壺である。頸部には小ぶりな把手が2段にわたって付く。把手は上

段と下段で半単位ずらして付され、上段では把手が付されない部分に穿孔がなされるc 口縁部から頸

部には陥沈線による楕円形文が、 胴部には弧状文や入組文が施される。図25-4と図30-11は同じ文様

のモチーフをもつが、それぞれ沈線と陥沈線によって施されている図32-3は外面に沈線文が施され、

内面は無節Lが横位回転施文される。

十腰内 I式新段階（図33-14~図37、写真図版19~21)

＋腰内 IB式（成田1989)、第V~VI様式（榎本2008)などに相当する土器である。 器種は深鉢形、鉢形、

壺形がみられ、台付鉢も一定数認められる。深鉢形・鉢形土器の口縁形は波状となるものが多く、 ロ

唇部に刻みが施されるものも少量みられる。鉢形土器は頸部が屈曲 して外反するもの、直線的に外反

するもの、口縁部が内湾するものなど、十腰内 I式古段階に比べて多様である。文様は沈線によって

入組文や方形文、クランク文などが施され、沈線間に櫛歯状沈線が充填（図33-14~図34-9)もしくは、

縄文が充填（図34-10~図36-19)される。櫛肯状沈線が充填されるものは 2条 1組の沈練によって施

文され、縄文が充填されるものは3条 1組の沈線によって施文される傾向がある。縄文が充填される

ものでは、 口縁部に沿って横位の平行沈線が施され、胴部の方形文や入組文が縦位もしくは斜位の沈

線によって口縁部の横位平行沈線と連携されるものが多い（図34-ll~l氏図35-2・3)。

粗製土器及び底部破片 （図38~42、写真図版22~25)

無文あるいは地文のみ施文されるものである。出土状況から後期初頭から前葉に属すると考えられ

る。地文には絡条体や沈線によって格子目状あるいは条線状の文様が施されるもの、櫛歯状沈線や縄

文のみが施されるものがある。器種は深鉢形、鉢形、壺形が認められる。絡条体による施文は、単軸

絡条体第5類が大部分を占め、単軸絡条体第 1類がわずかに認められる。目縁部は折返し状になるも

のや肥厚するものが多い。口縁部が折返し状となるものの中には、 口縁部が無文のもの（図38-9)や、

胴部と同じ絡条体が縦位施文されるもの、横位施文されるもの（図38-5 ~ 8)がある。沈線によって
格子目状文を表出するものは図39-6の1点のみ確認された。櫛歯状沈線が施されるものには、 縦位

に施文されるもの（図39-7~10)と、 格子目状の文様を表出するもの（図33-12・13)がある。図27-25は

口縁部に横位施文、胴部に縦位施文される。

縄文のみ施文される土器は、口縁部が肥厚するもの（図40-8)や、口唇部に胴部と同じ縄文原体が

回転施文されるもの（図40-20、23~28)が認められる。また、 縄文原体の側面押圧（図26-9 ~11、図

40-28)をもつものがあるが、これらは十腰内 I式の中でも新しい要素とされているものである。

無文のものは深鉢形、鉢形（台付鉢を含む）、壺形、 片口形が認められる。深鉢形土器の中には波状

ロ緑となるもの（図41-6、図42-2)、底部から口縁部にかけて直線的に立ち上がり、底部が上げ底状

となるもの（図41-7)がある。 底部は網代痕や木葉痕、笹葉状木葉痕など、 敷物の痕跡を残すものが
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多い。図42-15は網代痕を覆い隠すように化粧土が貼り付けられているC

縄文時代後期中葉に属する土器

十腰内1I式 （図35-23・24、図36-17・20、図43-1、写真図版20・21・25)

出土量は少ない。器種は深鉢形と壺形がみられる。図35-23は深鉢、図36-20は壺である。沈線によっ

て縦位に展開する帯状の入組文が表出され、沈線間にLRが充填される。図36-17は口縁部が内傾する

鉢である。平行沈線文が施され、沈線間に蛇行文が施される。図43-1は深鉢形土器の口縁部突起で

ある。 （木村）

2 石器 （図44~49、写真図版27~29)

遺構外からは石鏃11点、石錐1点、削器18点、掻器6点、二次加工剥片49点、微細な剥離痕のある

剥片6点、剥片210点、石核16点、ピエス・エスキーユ4点、原石3点、打製石斧2点、磨製石斧14点、

石錘18点、凹石2点、敲石56点、磨石8点、砥石2点、石皿15点、台石4点、剥離のある礫6点、擦

痕のある礫1点、搬入自然礫1点が出土した。

図44- 1~11は石鏃である 。 l~ 5は珪質頁岩製であり、 1は裏面中央に素材剥片の主要剥離面が

残る。その部分は、にぶい光沢がある。有茎鏃で長さは2.2cmと小型である。他の石鏃も未成品を除

いて有茎鏃で、長さは 3cm未滴と小型である。 5は平坦な剥離が施されるが先端部の作り出しがなく、

石鏃未成品と判断した。石鏃と形状と加工状況が類似するが、先端部が作り だされていないもの等は

石鏃未成品と し、石鏃の中で扱う。 6~11は玉髄製の石鏃である。9・11は先端部の作り出しがなく、

10は表面左側縁にカロ工が認められないことから石鏃未成品と判断した。

図44-12は石錐で、 図44-13~図45-4は掻器・削器である。 図44-13は珪質頁岩製で、 14は玉髄製で

ある。 図44-15~図45-1は珪質頁岩製で、 裏面に素材剥片の主要剥離面が残る。素材剥片は、剥片剥

離軸がねじれている幅広の縦長剥片や横長剥片である。 図45-2 ~ 4は玉髄製であり、玉髄製の石器
は2~3cm程度の小型品が多い。

図45-5 ~17は二次加工剥片である。 5~14は玉髄製で、5・6は二次加工によ り器体の輪郭が、石

鏃と共通性のある形状になっているが、本類に含めた。 7は尖った先端部が作り出されているが、 両

側縁の加工が粗い。尖った部分を持つ削器や石槍の未成品の可能性がある。 8は両極打法により生産

された剥片を素材としている。9~12は、削器と認定するには加工が粗い。13は、両極打法によ り生

産された剥片を素材どし、 14も同様の可能性がある。 15・16は珪質頁岩製であ り、 15の裏面中央には

節理面が観察できる。 正面左側には石鏃に多く認められる細長ぐ平坦な剥離加工の痕跡が残る。石鏃

の製作時に節理面によ り破損した石鏃関連資料の可能性がある。 17は赤鉄鉱製で平坦な剥離がなされ、

石鏃未成品もしくは小型削器未成品の可能性がある。

図45-18~図46-16は剥片と石核である。 両極打法による剥片と石核は区別しがたいものを含むため、

石材ごとに分けて両者をあわせて図示した。 18は赤鉄鉱製の剥片である。19・20は珪質頁岩製の石核

である。 剥片素材の石核であ り、 双方の上面が図版完成後に接合しており、 詳細は総括で記述した。

21はチャー ト製の石核で、 図46-1は珪化木製の剥片である。 2~11は玉髄製の剥片で、 6~11は対

向する剥離痕と リングの密集など両極打法の痕跡が残る。 2~4のよう に明瞭な光沢が残るものがあ
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り、図に網掛けで表示したが、詳細については総括部分で記述する。 4については断面が四角形とな

る形状であり、 5はリングが密集する点で両極打法により生産された可能性がある。図46-12~14は

玉髄製の、15・16は珪質頁製の両極打法によ る石核である。厚みがあり剥片と認定できず、石核と

した。

図46-17~19はビエス・エスキーユである。 17は玉髄製で、縦横二方向から両極打法で打撃されて

いる。舘遺跡では両極打法による石核は、一方向から打撃されているためビエス・エスキーユとした。

18は珪質頁岩製で、上下一方向からの打撃であるが、長さが5.1cmと他の両極打法による石核より大

きい。 19は碧玉製で、長さ5.5cm、厚さ2.6cm、重量44.4gであるd 上下一方向からの打撃であるが大

きさと石材の点で、他の両極打法による石核と異なる。また、碧玉製の剥片は舘遣跡から出土してお

らず、ピエス・エスキーユとした。

図46-20は石英の、図46-21は玉髄の原石である。

図46-22・23は粗粒玄武岩製の打製石斧である。22は、刃部側の破片であり、 礫素材で刃部付近の厚

みがない。 23は基部付近を欠損するのみで、 完形品に近い。刃部付近に素材礫の曲面を残している。

両側面を中心に敲打加工の痕跡が残る。

図47- 1~10は磨製石斧である。 5 は長さ 5. 3cm、璽量15.0gの小型品で、 6も残存長が5.0cm、残存

重量30.lgとやや小型である。他は、欠損や再加工がなければ長さ10cm前後、重量150g以上の大きさ

と考えられる。 1は閃緑岩製で、安山岩製の 2・3は基部欠損後に折面を再加工している。4は閃緑

岩製、 5は流紋岩製、 6は石材不明である。 7・8は、粗粒玄武岩製で、 8は先端部側を欠損した後に、

折面から再加工している。9は閃緑岩製、 10は粗粒玄武岩製である。

図48-1 ~ 7は敲石で、 図48-8・9は磨石である。 8・9のように複数の種類の使用痕を持つものに

関しては、最も多くの表面積を占める使用痕もしくは最も新しい使用痕を観察し、その石器を代表す

る使用痕を勘案して、磨石や敲石に振り分けた。 1は底面の敲打痕に稜が形成されており、多面体の

敲石となっている。 2は長さ13.9cmと大型の敲石で、敲打痕が、側面を一巡する。 3は、 側面と襄面

に溝状の敲打痕が形成されている。 4は長さが6cmと小型の敲石で、敲打痕が側面を一巡する。 円盤

状石製品の可能性もある。 5は敲打痕が正面と側面に形成されている。 6・7は敲打痕が上下両端部

に形成されている。 8は、磨面が側面に網長く形成されている。 下端部などには敲打痕も形成されて

いる。 9は石鹸形の磨石であり、正裏面は器表面が滑らかな磨面で、左右の側面はざらざらした磨面

となっている。正裏面の磨面の上に敲打痕が、正面には凹痕が形成されている。

図48-10は擦痕のある礫で、 図48-11は砥石である。

図49-1~ 7は石錘である。 1は楕円礫の長軸側に紐かけのための扶りがあるが、短軸側にも散打

痕がある。長さ12.7cm、重量740.6gと大型である。 2~7は楕円礫の短軸側に紐かけのための扶りが

ある。4・5は石材がチャー トのため、扶り部分の剥離痕の打点や剥離状況が観察できる。打点が線

状であり、横幅の広い横長剥片が剥離された痕跡が残るため両極打法による打撃の痕跡と考えられる。

他の石錘も、袂りの剥離痕が向かいあい、強打された痕跡が残るため、両極打法による可能性がある。

図49-8は剥離のある礫とした。短軸側に素材礫の形状に由来する窪んだ部分があり、石錘と類似し

た形状となっている。

図49-9 ~11は石皿であ り、9は機能面に敲打痕と凹痕が認められる。10は正面に平滑な磨面が形
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成されている。 裏面にも磨面が認められるが、器表面に凹凸があるため、 凸の部分を中心に磨面が形

成されている。 11は正面に磨面が大きく広がり、正面左側に敲打痕が認められる。

敲石、磨石、石錘などの石材としては、チャート、デイサイト、 粗粒玄武岩、凝灰岩などが多く用

いられている。石皿については安山岩が多く用いられている。

なお、写真のみの掲載遣物が 2点あり、うち 1点（写真図版29-A)は正裏面ともに器体中央部に火

ばねによる欠損がある珪質頁岩製の石鏃である。珪質頁岩は搬入石材であり、全体の形状等がわかる

資料であるため、写真掲載とした。もう 1点（写真図版29-B)は、石棒に形状が類似するチャートの

搬入自然礫である。研磨等の明瞭な加工は見られない。両者は遺物写真のほか、遺物観察表に計測値

を記載した。 （齋藤岳）

3 土製品 （図50・51、写真図版30・31)

土製品は土偶、動物形土製品、鐸形土製品、ミニチュア土器、 土器片利用土製品などが出土した。

図50-8は土偶の腕部である。粘土粒貼付によって乳房が表現される。裏面には棒状工具による刺

突がなされる。 9は土偶胴部である。粘土粒貼付によって請が表現される。 10は欠損部が多く、全体

形は不明だが、士偶脚部の可能性がある。 11は動物形士製品である。 本来耳と尾があったと推測され

る部分や顔面は剥落しており 、口の表現のみ確認できる。四肢の端部が剥落していることから、動物

形内蔵土器など、何らかの器面に貼り付けられていた可能性がある。背中と側面には円形の棒状工具

による刺突が施される。形態からイヌを模したものである可能性が指摘できる。図51-1・2は鐸形土

製品である。つまみ部に穿孔がなされる。 1は円形の棒状工具によって刺突が施される。内面にはス

スが付着している。 3は棒状の土製品である。長軸方向に穿孔され、表面には円形の棒状工具による

刺突が施される。 4は筒形の士製品である。5~12はミニチュア土器である。いずれも深鉢形であり、

平坦口縁のもの(6~8・11)と波状口縁のもの(5・12)が認められる。12は波頂部に穿孔がなされる。

文様は無文が主体だが、沈線文や刺突文を施すもの(6.7)も認められる。 6は口縁部が内傾する器

形で、沈線文と刺突文が施される。 8は口縁部が内湾しており、鐸形土製品の可能性もある。13~31

は土器片利用士製品で、すべて円形である。縁辺を打ち欠きによって成形したものと、打ち欠き後に

磨りによって成形したものが認められる。いずれも十腰内 I式土器の胴部破片を用いたものとみられ、

隆帯によって文様を表出するもの(13)、地文縄文のみのもの(15・16)、沈線間に縄文を充填するもの

(14)、単軸絡条体による格子目状文が表出されるもの(17・18)、沈線で波状入組文などの文様を表出

するもの(19・20)、櫛歯状沈線が施されるもの(21~25)、無文のもの(26~31)がある。 （木村）

4 石製品（図52、写真図版29)

石棒の破片が 1点、石刀の破片が2点出士している。図52-1の石棒は粗粒玄武岩製である。石刀

については、より残存状況の良い粘板岩製の図52-2を図示した。 （齋藤岳）
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第 4編 自然科学分析

第 1章 舘遺跡のプラント・オパール分析

探パレオ ・ラボ

1. はじめに

青森県南部町に所在する舘遺跡において、 中世の堀跡が検出された。 この堀跡の埋土には、周囲

からの流入士や投げ込み士と推測される層準が確認されており、これらの層準から堆積物が採取さ

れた。以下では、試料について行ったプラント・オパール分析の結果を示し、植物珪酸体の組成によ

る堆積物の類似性について検討した。

2. 分析試料および方法

分析試料は、第1号堀跡の土層断面B-B'から採取された 3点である。試料一覧を表lに、試料採取

層準を図 lに示す。これらの試料について、以下の手順で分析を行った。

秤量した試料を乾燥後、再び秤量する（絶対乾燥重量測定）。 別に試料約 1g (秤量）をトールビーカー

にとり、約0.02gのガラスビーズ（直径約0.04mm)を加える。これに30%の過酸化水素水を約20-30cc

加え、脱有機物処理を行う。処理後、水を加え、超音波洗浄機による試料の分散後、沈降法により

0.01mm以下の粒子を除去する。この残清よりグリセリンを用いて適宜プレパラー トを作製し、検鏡

した。 同定および計数は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパールについて、ガラスビーズが

300個に達するまで行った。また、植物珪酸体の写真を撮り、図版1に載せた。

表1 分析試料一覧
, ~, .. ,,_, … ＇ 遺構 I層位1 時期

シルト
第1号堀跡 中世？ シルト

且 25.Sm 且：

2m 

図1 分析試料採取層準
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西弘 (3)追跡Ill・舘迫跡

3. 結果

同定・計数された各植物のプラント ・オパール個数とガラスビーズ個数の比率から試料lg当り (f)

各プラント・オパー9レ個数を求め（表2)、分布図に示した（図 2)ロ

3試料の検鏡の結果、イネ機動細胞珪酸（本とネザサ節型機動細胞珪酸（本、ササ属型機動細胞珪酸体、

他のタケ亜科機動細胞珪酸体、ヨシ属機動細胞珪酸（本、シバ属機動細胞珪酸（本、キビ族機動細胞珪

酸体、ウシクサ族機動細胞珪酸体の8種類の機動細胞珪酸体の産出が確認できた。

表2 試料 1g当りのプラント ・オパール個数

イネ ネザサ節型 ササ属型 他のタケ亜科 ヨシ属 シパ屁 キビ族 ウシクサ族 ポイント型珪酸体
（個/g) （個/g) （個/g) （個Ig J （個/g) （個/g) （個/g) （個/g) （個Igl 
A 6,700 14.600 32,000 1. 300 6,700 18,600 127,800 6. 700 

゜B 1,600 4,800 14,300 

゜ ゜
3,200 il,3, 000 3,200 

゜C 27. 300 15,800 74,800 5.800 2,900 12,900 162.500 21,600 7.200 

' i  i~ 

:~tt.- しぼ三＿ 

イ
ネ
＇

ネ
ザ
サ
節
咽

サ
サ
屈
咆

キ
ヒ
族

ッ
シ
ク
サ
族

こ
図2 植物珪酸体分布図

4 考察

3試料ともに産出が確認できたのが、イネとネザサ節型、ササ屈型、シバ属、キビ族、ウシクサ族

の機動細胞珪酸（本である。これら分類群の産出秘に注目すると、 AとCは産出母が比較的多く、 B

は産出量が少ない傾向にある。また、 Bにはローム粒も含まれており、 Bの堆和物は堆栢速度が比

較的速かったと推測される。すなわち、Bの堆積物は人為的あるいは自然発生的にローム粒が混じ

るような堆領をしており、堆積速度が速かったため、イネ科植物の莱身や植物珪酸体が取り込まれ

にくかったと考えられるっ

AとCについては比較的多くの機動細胞珪酸体が含まれているが、 Cにより多くの機動細胞珪酸

体が含まれていた。このような植物珪酸体の相違は、堆積速度の違いか、植生の違いを反映してい

ると思われる。 （森将志）
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図版1 産出した植物珪酸体

l. イネ機動細胞珪酸体(C) 2. ネザサ節型機動細胞珪酸体(A)

4. ササ屈型機動細胞珪酸体 (A) 5. キビ族機動細胞珪酸体 (C)

7. キビ族機動細胞珪酸体 (C) 8. シバ屈機動細胞珪酸体 (A)

a: 断面 b: 側面
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0 02mm 一3. ウシクサ族機動細胞珪酸体(C)

6. キビ族機動細胞珪酸体(C)

9. ヨシ屈機動細胞珪酸体 (A)
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第5編総括

第 1章西張(3)遺跡
西張(3)遣跡は南部町東部に位置し、熙淵川右岸の標尚約20~30mの段丘上に所在している。今回

の発掘調査において遣構は溝状士坑、遣物は縄文時代早期・後期・晩期の士器や石器が確認された。

本遺跡は平成6・7年度に東北新幹線建設事業に伴い発掘調査が実施されていることから、 過去の

調査結果もふまえて時代ごとにまとめを行う。

［縄文時代］竪穴建物跡、集石遺構、配石遣構、 土坑、溝状土坑を検出した。

竪穴建物跡は平成6年度の調査で縄文時代早期の竪穴建物跡を1棟検出した。平面形は楕円形を呈

し、 規模は長軸4m、短軸3.lmである。柱穴は両端の壁際に2基検出された。

配石遺楷は平成6年度の調脊で1基検出 した。安山岩の 7個の礫がV字状に配置されているよ うに

出士している。四角い扁平な礫が多く、割れているものも数個見られ接合することができる。 台石と

Lて使用された可能性のものもある。配石遺構の周辺からは、石器が出土しており、作業場の可能性

も考えられている。時期は検出層位や周辺の出土遺物から縄文時代早期と考えられている。

集石遺構は平成7年度の調査で1基検出した。 東西140cm、南北70cmの範囲に安山岩の角礫が10個

検出されている。 周辺の出土造物から縄文時代後期から晩期に構築されたと考えられる。

土坑は平成 6• 7 年度の調査で 15基検出されている。 検出層位から13基が中期～後期と考えられる。

時期が分かる例として、縄文時代早期の平面形が円形で底部に逆茂木痕を持つ土坑 1基と縄文時代後

期の遺物が出土して後期と考えられる土坑 1基がある。

溝状土坑は平成6年度の調査で3基、 平成7年度の調査で5基、平成30年度の調査で1基の合計9

基が検出されている。等高線に沿って検出したものがあり、台地から熙淵川へ下る斜面に構築された

と考えられる。 配置については、平成7年度の調査区では北西側に3基まとまって検出された。その

他の溝状士坑はそれぞれ離れて検出しており、散漫な配置となっている。いずれも規則性を見いだす

ことはできない。時期は縄文時代中期～後期と思われる。

逆茂木痕を持つ円形土坑や溝状土坑が検出されたことから縄文時代は断続的に狩猟場としても使わ

れたことがわかった。

遺物は縄文土器と石器、土製品が出土している。縄文土器は縄文時代早期～前期・後期・晩期が確認

されたが、早期と後期が大半を占める。石器は剥片石器（石鏃、石匙、不定形石器等）、礫石器（磨製石斧、

石錘、 凹石、磨石等）が出士している。土製品は円盤状士製品、キノ コ形土製品が出土している。

［弥生時代］ 遣構は検出されていないが、平成7年度の調査で砂沢式の浅鉢形士器が出土している。

［古代以降Ji豪跡を検出した。平成6・7年度の調査で検出した第1号壕跡は段丘平坦面から段丘崖に

かけて、ほぼ東西方向に構築され、両端とも調査区外に延びている。全長95m、幅2.S~llm、深さ1.9 

~6.5mと大規模である。断面形状はV字状及び逆台形を呈している。 時期については、時期決定で

きる漕物が出土していないため不明であるが、規模と形状から古代以降と推定されている。薇跡の配

置からは、館跡主体部は段丘平坦面に存在したと思われるが、 削平により不明である。舘遺跡の第1

号堀跡と断面形状で類似点はあるものの、対岸にあることから関係性は無いと思われる。 （齋藤正）
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@ 

図53 西張 (3)遺跡 遺構配置図（平成6・7・30年度調査）
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第 2章舘遺跡

第1節縄文時代の遺構と遺物について

(1)縄文時代の遺構（図54)

第 5箱総括

舘遣跡では、 縄文時代の土坑8基、溝状土坑1基が検出された。いずれも近現代の耕地開発による

地形改変の影響を受けており、遣存状態は良くない。第1・2・8号土坑と第3・5号土坑は、それぞ

れ東西方向に並んで構築されている。第1~3・8号土坑は断面形がフラスコ状を呈する土坑である。

第3号土坑は他の3基とやや離れた IU-35・I V-35グリッドに位置する。遺物は第2号土坑堆積土か

ら縄文剛噸後期初頭から前葉の土器が、第3号土坑堆積土から十腰内I式に比定される土器が出土した。

第4~7号土坑は断面形が皿状を呈する土坑である。第6・7号土坑は遺物の出土量が比較的多い。

第7号土坑堆積上からは十腰内 I式古段階に比定される土器が出土した。第6号土坑は上部が大き

く削平されていたが、本来堆積土の最下層であったとみられる 1層から十腰内 I式新段階に比定さ

れる深鉢形土器や土器片利用土製品、石鏃や削器の可能性がある二次加工剥片が出土した。

第4号土坑からは縄文時代前期前葉の土器が出土しており、構築時期も前期前葉以前に遡る可能

性があるが、 これを除くすべての士坑は後期前葉を主体とした時期に属するものと考えられる。

調査区では土坑が 2~3基のまとまりで並列する様相がうかがえる。フラスコ状土坑からは遺物

が少なく、 J111状となる土坑からは比較的まとまって遺物が出土した。フラスコ状土坑は貯蔵穴とし

ての機能が想定されており、 2種類の土坑のなかに利用方法の違いが存在した可能性がある。

溝状土坑は形能などから落とし穴としての機能が想定されており、時期は縄文時代中期後半から

後期前葉と指摘されている（福田2018)。溝状土坑内からは遣物が出土していないため断定はできな

いが、本遺跡では後期初頭以前の人々の活動の痕跡は乏しく 、後期前葉に属する可能性がある。

上記の遺構・遺物の出士地点はIV-33グリッド以北に集中していることから、調査区北東部に縄文

時代後期の活動の中心があったと推測される。調査区内から出土した遺物量に対して遺構数が圧倒

的に少ないことから、造構は調査範囲外に分布するか、竪穴建物跡などの掘り 込みが比較的浅い遺

構は地形改変によって削平されている可能性が南いn 舘遺跡から100mほど北東には、縄文時代後期

前葉の遵物が出土した西張(3)遭跡がある。西張(3)遣跡でも同時期の竪穴建物跡などは検出されて

いないが、本遺跡周辺は縄文時代後期前葉の人々の活動の場が広がっていたと考えられる。

(2)縄文時代後期の土器・土製品

舘遺跡では縄文時代早期後葉から後期中葉の上器が出土した。その中でも主体となるのは、後期

前葉に属するものである。

縄文時代後期に属する粗製士器には、縄文原体の側面圧痕を施文するものが一定数認められる（図

26-9 ~11, 図40-28)。これらの士器は十腰内 I式から十腰内II式をつなぐ時期の士器として位置付

けられているもので、秋田県居熊井遺跡や岩手県上野B遺跡などで確認されている。同様にこの時期

以降に特徴的な器形と されている、片口壺の口縁部も出土した（写真25-2)。舘遺跡において十腰内

II. 式期の遺構は検出されていないが、沢を挟んで500mほど北東に位置する西張(2)遣跡では、後期

中葉（＋腰内II~III式期）の竪穴建物跡が検出されており、舘遣跡との関わりが指摘できる。
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第 5箱総括

土製品は土偶や動物形土製品、鐸形土製品やミニチュア土器、土器片利用土製品などが出土した。動

物形土製品は四肢の端部が剥落していることから、動物形内蔵土器など、何らかの器面に貼り付けられ

ていた可能性がある。本来耳と尾があったと推測される部分や顔面は剥落しており、全体形は明らかで

ない。動物形内蔵士器は縄文時代後期前葉にみられ、動物形士製品は青森県においては縄文時代後期初

頭～晩期にみられる。種類が判別できるものではクマやイノシシが主体であり、イヌらしきものも含ま

れると指摘されている（福田2019)。クマやイノシシとされる土製品は頭部が背中よりも低い位置に付く傾

向にあるが、舘遣跡で出土したものは頭部が背中よりも尚い位置にあり、その形態からイヌを模したも

のである可能性が指摘できる。 同様のものは西目屋村砂子瀬遺跡で出士している（青森県教育員会2014)。

以上のように、出土した土製品は、動物形土製品や鐸形土製品など、十腰内I式に伴うものが主体である。

(3)縄文時代の石器・石製品

石器・石製品の出土地点別、器種別、石材別数量は表3・4に記載し、グラフ化して図55に示した。

そして、剥片石器の多数を占める珪質頁岩製石器と玉髄製石器の数量についてもグラフ化して図56に

示した。

ほとんどが縄文時代後期前葉の十腰内 I式に属する物と考えられるため、 本稿及びグラフ等の数最

は遺構内外を合算した数量を記載している。その他の時期としては、縄文時代前期前葉などのものを

少量含んでいると考えられる。

(1)剥片石器

表4に示したように、剥片石器全体の409点のうちで、 珪質頁岩製のものは230点(56.2%)、玉髄製

のものは157点(38.4%)である。両者で剥片石器全体の94.6%をしめる。石材の鑑定では「玉髄質珪質

頁岩」といった細分を行っていないため、珪質頁岩には、玉髄質のものを含んでいる。その一部は、

肉眼的に見て玉髄に見えるくらいに珪化が良い。他に赤鉄鉱（鉄石英）が18点(4.4%)、チャー トが 3

点(0.7%)、珪化木が 1点(0.2%)、碧玉が 1点(0.2%)となっている。

器種に関しては 14点出士した石鏃を除くと、定形石器は少ない。石錐は 1点、石箆は2点の出土

であり、いずれも珪質頁岩製である。石匙が出土していないことが注目 される。

図56に示したように珪質頁岩製の石器では、二次加工剥片が34点（計320.lg)、削器が14点（計275g)

と多い。削器は1点あたりの平均重量が19.6gと比較的大型であり、いずれも刃部の加工はT寧である。

王髄製石器は、小型であり、多くが両極打法で剥片を生産している。玉髄製剥片は石鏃7点の素材

となっているほか、小型の削器・掻器の素材となっている。

石核は、珪質頁岩製のものは、両極打法が多用される玉髄質のものを含んでおり、剥片素材の石核

もあるため、計9点のうち 1点あたりの平均重量は13gと小型である。玉髄製のものは、ほとんどが

両極打法に伴うものであり、10点のうち1点あたりの平均璽量は5.6gと、さらに小型である。 剥片は、

珪質頁岩製のものは、計148点のうち 1点あたりの平均重量は5.3gである。玉髄製のものは、多くが

両極打法に伴うものであ り、 109点の うち 1点あたりの平均重量は4.2gと、 小型である。

王髄は原石が 2点出土しており、在地の石材と考えられる。 珪質頁岩の原石は出土していない。珪

質頁岩は遺跡周辺に産しないので、産地のある津軽地方や下北地方西部などからの搬入品と考えられ

る。西張(3)遣跡では、平成6年度調査区の北区で両極打法による「玉髄質珪質頁岩」製の剥片等が＋
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腰内 l式土器に伴って出土しており、玉髄何の珪質頁岩は、在地石材の可能性がある。

なお、黒曜石は全く出土していない。

また、石器の一部には明確な光沢が確認できるため、圏に網掛けを行った。光沢は特に二次加工部

分にみられ、加熱処理による光沢（御堂島1993)の可能性がある。 しかし、弱い光沢の物については光

沢の認定自体が難しい。さらには埋没後の表面変化による光沢（岡沢1995)その他の要因による光沢の

発生の可能性、加熱処理を意図していない被熱（受熱）との区分など、慎重に検討する必要があり、弱

い光沢は図示せず、観察表にのみ記載している。

即45-19・20の2点の石核は珪行頁岩製の大型剥片の折面を打面とした石核である。打面となった折

面をはじめ、被熱のため黒色や赤褐色に色調が変化している。図版等の完成後に双方の上面が接合し

たため、下に写真を掲載した。

図45-19(写真上側）と20(写真下側）の接合状況

(2)打製石斧・磨製石斧

第 1号堀跡から出土した図29-6は、剥片素材の打製石斧であり、刃部付近の厚みがない。類例は

縄文時代前期初頭に多いことが知られている（齋藤2012)。図46-23は刃部付近に素材礫の曲面を残す

粗粒玄武岩製の打製石斧である。両側面を中心に敲打痕がみられ、厚さ3.5cmと厚みがある。磨製石

斧の加工初期の打製石斧形状のものに類似する。舘追跡からは、石斧成形段階で発生する調整剥片が

全く出土していない。そのため、この形状のまま搬入されたものと考えておきたい。

磨製石斧については、多様な石材が使用されている。石斧石材のうち石斧に適した先第三紀の安lli

岩や粗粒玄武岩は、八戸市から階上町にかけての海岸沿いで採取できる。八戸市沢堀込迫跡（青森県

教育委員会1992)、階上町道仏鹿糠遣跡（青森県教育委員会2011)などで、それらの石材を用いた磨製

石斧製作が行われている。閃緑岩を含む花間岩類は、階上町から岩手県久慈市にかけての追跡で磨製

石斧石材として使用されているほか、下北半島北東端の尻屋崎産のものが下北半島部で磨製石斧に加

工されている。図47-9は肉眼的に尻屋崎産のものに類似している。十腰内 l式期では、六ヶ所村上

尾駁(2)遺跡で、閃緑岩製磨製石斧の未成品等が数多く出土しており（斉森県教育委員会1988)、製作

追跡の一つと考えられる。緑色片岩と鑑定されたものは北海道日裔地方のアオトラ石（緑色片岩相の

緑色岩）と考えられる。不明とされた石斧は、筆者が以前、資料を観察したことのある盛岡市手代森

-92-



遣跡や川目A遣跡の「蛇紋岩製」と報告されたものに肉眼的に類似している。

(3)礫石器

第 5箱総括

舘遺跡は馬淵川に近く、 段丘を開析する小河川からも段丘礫が得られるため、馬淵川で採取可能な

チャートなどの石材については獲得が容易と考えられる。

器種では、散石が73点と多く、磨石は10点、 凹石は3点と少ない。石皿は17点、台石は4点である

が、多くは欠損品である。 他に石錘が23点、剥離のある礫が10点、擦痕のある礫が2点、砥石が 2点、

くびれ石や石棒状の礫など搬入自然礫が5点出土した。

特筆されるのは23点出土した石錘である。小型楕円礫の短軸方向に扶りが入るものがほとんどであ

る。 紐かけの扶りは、 両極打法による加工痕跡の残るものがある。扶り を作り出す剥離が向かい合う

ため、多くが両極打法により作り出されているものと考えられる。

石錘は、舘遣跡周辺では、馬淵川右岸の南部町西久根遺跡（宵森県教育委員会2006)から縄文時代前

期末から中期初頭のものが11点図化されている。礫の短軸側に扶りのあるものが多く、長短の両軸に

扶りのあるものも出土している。

南部町の南に隣接する三戸町では、馬淵川右岸の中野(2)遺跡（縄文時代前期末～中期）のSI-02竪

穴住居跡（縄文時代中期；円筒上層 a~ b式期）から19点出士し、遣構外から28点出士している。礫の

短軸側に扶りのあるものが多い（三戸町教育委員会2001)。また、馬淵川左岸の三戸町沖中(1)遺跡（縄

文時代後期前葉～後葉主体）では、 57点の石錘が出土しており、楕円礫の短軸方向に扶りが入るもの

が54点で約95%を占める（三戸町教育委員会2002)。

以上から鳥淵川中流域の三戸郡南部町と三戸町では、縄文時代前期末から後期には楕円礫の短軸方

向に扶りが入るものが多数を占めるといえる。

舘遣跡の石器群のほとんどが帰属する縄文時代後期前葉の十腰内 I式期には、青森県内では石錘の

出土数量が多い。六ヶ所村上尾駁(2)遺跡B・C地区では226点出土した（青森県教育委員会1988)。青

森市近野遺跡第二次調査で石器総数の30.8%にあたる173点が（青森県教育委員会1975)、近野遺跡第

三 • 四次調査では石器総数の約22%にあたる216点が出土した（吉森県教育委員会1977)。岩木川上流域

の砂子瀬遺跡A・B区は、縄文時代後期前葉の十腰内 I式期の遺物が主体をなす。石錘は159点が出土

している（青森県教育委員会2012・2014)。各遠跡ともに楕円礫の短軸方向に扶りが入るものが多数を

占め、 十腰内 I式期の時代性を表している。

なお、縄文時代早期中葉の石錘は南部町の位置する三戸郡内では新井田川支流の松館川に近い階上

町小板橋(2)遺跡で、 267点出土している。礫の長軸側に扶りを持つものが88%と多数を占める（階上

町教育委員会2002)。礫の長軸側に扶り を持つ石錘は宵森県内では、太平洋岸の六ヶ所村から三沢市、

八戸市、階上町にかけての早期中薬の遺跡で多数出土している。

両極打法による厳石としては、溝状の敲打痕が観察できる図48-3があげられる。溝状の敲打痕は

御堂島正による実験で、 両極打法で剥片を割り敗る敲石に典型的なものであることが追試されている

（御堂島2005)。玉髄製の両極打法の石器群に対応する溝状の敲打痕が観察できる台石は舘遺跡から出

士 していないものの、同様の台石の出土例は青森県内では縄文時代後期前半の今別町ニッ石遺跡第5

号土坑例（吉森県教育委員会1989)を除きほとんど知られていない。そのため、舘遺跡内で両極打法に

よる剥片生産が行われていたものと考えておきたい。 （齋藤岳）
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第2節 城館の構造と規模について

縄張り調査で判明している城館の構造（第1編第2章第3節参照）

舘遺跡は過去の縄張り調査などにより、二重のL字状の堀と曲輪をもつ城館であることが知られて

いた。今回の調査区外にあたる部分では、2条の堀跡の一部が完全に埋没しておらず、現在でも窪み

として確認できる箇所がある。

発掘調査で判明した堀の規模と構造（図57)

調査では、 二重の堀のうち外側の堀（堀2)の一部を検出した（第1号堀跡）。第1号堀跡は北東から

南西にかけて延び、南西端で北西方向に屈曲する。図57は縄張り図に第1号堀跡を合成したものであ

る。堀2の南東辺の一部は耕作地となっており、現況でその痕跡を確認することはできない。しかし、

堀跡が窪みとして確認できる部分と第1号堀跡の方向が合致することから、これらは一連のものと考

えられる。第1号堀跡の北東端は調査区外へ続いており、調査区外の部分は表土直下が十和田一八戸

火山灰層まで削平されていることからその延長は判然と しない。しかし、本来は堀がさらに北東側ま

で続き、沢に合流していたと推測される。

第 1号堀跡と縄張り調査によって判明している堀跡のプランを合わせる と、 堀2の規模は南北約

150m、東西約160mどなる。第1号堀跡の最大幅は6.15m、深さは最大で確認面から3.08mである。 縄張

り調査では、堀跡の幅8~10mとされている。第1号堀跡の上部が削平されていることを考慮すると、

構築当時は幅10m程度であった可能性が高い。

第1号堀跡の断面形は主に薬研状を呈する。底面付近からは湧水があり、堆積士の状況から機能時

は底面付近に水が溜まっている状態だったと考えられる。

曲輪内の構築物について

第1号堀跡の北西側に広がる平坦面は曲輪と想定される部分だが、掘立柱建物跡や士塁などの城館

に関わる遺構は検出されなかった。 削平を受けて遺構が破壊されている可能性もあるが、当該期の遺

物がいっさい出土していないことから、構築物があった可能性は低いと推測される。また、 第1号溝

跡は第1号堀跡に並行して検出されたが、 堀跡が埋没した後に構築された第1号性格不明遺構よりも

新しく、直接的な関わりはないと考えられる。第1号堀跡は近現代まで完全には埋殺していなかった

ことから、第1号溝跡・第1号性格不明遵構は現代に近い時期に構築されたものである可能性が高い。

また、 I S-33グリッドから IV-37グリッドにかけて第1号堀跡に並行するピット列が検出されたが、

柱痕や還物は確認されておらず、性格や時期は不明である。

通路について（図5)

曲輪内への通路に関して、 『南部諸城の研究』や『者森県の中世城館』では県道櫛引上名久井三戸線か

ら曲輪内にある墓地へ続く道を「大手」と指摘している（沼館1976、青森県教育委員会1982)。沼館氏が

調査をおこなった昭和20年代には、第1号堀跡にあたる部分は完全に埋没しておらず、 土橋がかけら

れていたようである。 一方で『福地村史上巻』では聞き取り調査の結果、上記の士橋は近現代にかけ

られたものであるとして、大手という指摘には疑問を呈している（福地村2005)。今回の調査において

も土橋や木橋といった遣構は確認されず、大手の位置は不明である。大手以外の通路については、『南

部諸城の研究』で城館北東側に出口と記述されている部分があり 、現況は沢へ下る急勾配の傾斜となっ

ている。通路の痕跡を確認することはできなかったが、存在するとすれば、最短距離で本郭に至る事
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が可能な道となる。

城館の存続期間と機能

調査区内からは、堀跡及び城館の年代を示す遺物が出土しなかった。しかし、堀跡の規模や形状か

ら16世紀代に機能し廃絶しているものと思われる。第1号堀跡には改築・改修の痕跡が認められない

ことから、短期間の存続だった可能性が高い。また、近現代に埋め立てられたと考えられる層以外は

自然堆積であることから、城館は破却されたものではないと推測される。

城館の機能として『南部諸城の研究』では、堀以外の防備がないことから「屋敷型」の城館であるとし、

「河岸交通路に接するので土豪の居館に造する。伝えの城か或いは監視哨的任務を有するに過ぎない。」

としている（沼館1976)。『福地村史 上巻』では、内部を区画する堀が小規模であることなどから、上

級武士の屋敷と指摘している（福地村2005)。今回の調査では主たる曲輪部分の調査を行っていないた

め推測の域を出ないが、居住の痕跡は見出しがたく、居住空間以外の機能を担っていた可能性を指摘

しておきたい。

（木村）
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還物観察表

表5 西張(3)追跡土器観察表

図番号 出土位置 層位 器種 郭位 文様・鹿整等 胎土 時期

14-1 表採 深鉢 胴部
（外面）貝殻押引き文

海綿骨針、砂粒 縄文時代早期中葉
（内面）ナデ

14-2 illQ-78 v層 深鉢 胴都
（外面）貝殻押引ぎ文

海綿骨針、砂粒 縄文時代早期中葉
（内面）ミガキ

TIIN-77 
（外面）爪形状剌突、

14-3 w層 深鉢 胴部 貝殻腹緑文 砂粒 縄文時代早期中葉
ID0-78 

（内面）ミガキ

14-4 illP-75 m層 深鉢 ロ緑都
（外面）沈線、無節L

砂粒 縄文時代後期前葉
（内面）ナデ

14~5 ill0--74 II暦 深鉢 頚邪
（外面）沈線、 LR

砂粒 縄文時代後期前葉
（内面）ナデ

14~6 IlIN-76 
試堀トレンチ

深鉢 胴都
（外面）沈線

砂粒 縄文時代後期前葉
埋め戻し土 （内面）ナデ

14-7 llQ-77 II層 深鉢 胴部
（外面）沈線

砂粒 縄文時代後期前葉
（内面）ミガキ

14-8 illR-77 II層 深鉢 胴部
（外面）単軸絡条体(R)

砂粒 縄文時代後期前葉
（内面）ナデ

14-9 III0-75 
試掘ト レンチ

深鉢 ロ緑部
（外面）しR横

砂粒 縄文時代晩期後葉
埋め戻し土 （内面）ナデ

14-10 
III0-75 

II層 深鉢 ロ緑部
（外面）LR横

砂粒 縄文時代晩期後葉
IIIP-75 （内面）ナデ

14-11 IlI0-76 
試掘トレンチ

深鉢 ロ緑部
（外面）しR横

砂粒 縄文時代晩期後葉
埋め戻し土 （内面）ナデ

14-12 田P-75 ll層 深鉢 胴部
（外面）LR横

砂粒 縄文時代晩期後葉
（内面）ナデ

（外面）ナデ
14-13 illN-77 m層 深鉢 底部 （内面）ナデ 砂粒 時期不明

底径(4.8) Clll 

表6 西張(3)遺跡石器観察表

図番号 出土位置 層位 器種 長さ(cm) 幅(cm) 呵さ(cm) 重呈(g) 石質 備考

15-1 IIIR-77 w層 石匙 5. 4 1.6 0. 5 4、4 珪質頁岩 縦型

15-2 mu-77 w屑 打製石斧 9.2 5. 3 1.3 82.8 粗粒玄武岩

15-3 illM-75 II層 磨右 10. 1 7.9 4. 2 515.5 安山岩 片面使用

15-4 illN-77 V層 磨石 14.2 6. 7 6. 2 740. 1 デイサイト 両側縁使用

15-5 IIIN-76 
試掘トレンチ

磨右 8、2 6. 7 4.9 385.3 凝灰岩 両側緑使用
埋め戻し土
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西張 (3)遺跡Ill.舘遺跡

表7 舘遺跡土器観察表

図版 写真 追構名
層位： 器 部位

ロ径 底径 器高
器面謂整・施文 時期 備考

番丑 図版 ゲリッド (cm) (cm) (c叫

25-1 第 1号堀跡 覆土 深鉢 胴 4. 7 0段多条LR横回 前期前葉 綾滉入

25-2 12 第1号堀跡 覆土 深鉢 胆l 3 9 LR横回 旱期後葉

25-3 12 第1号堀跡 覆土 深鉢 ロ 4. 9 沈線（横位平行）、 LR充填 後期初頭

25-4 12 
第1号堀跡 覆土

深鉢
ロ～

9 7 蔭沈納良（縦位楕円形文、方形文）
＋鞣内r

I Y-39 ［恩 胸 （古）

25-5 12 第1%堀跡 覆土 鉢 胴 5 9 隆沈線（禍巻文）
＋陛内 [
（古）

25-6 第1~堀跡 覆士 深鉢 ロ 4 5 ロ緑部蔭沈線（横位平行）、胴部沈腺
＋腰内 I
（古）

ロ～
波状口縁、口唇波頂部刺突、口縁波

十膝内 I
25-7 12 第1牙堀跡 覆土 深鉢

胴
12 7 頂部下貼付（楕円形）呵隣沈線（横位、

（古）
円形文）、胴部沈綿（長方形文）

25-8 12 
第1号堀跡 覆土

深鉢 ロ 4 2 
沈線（横位平抒、括弧状区切文、縦位 十匿内1

I Z-41 1階 区切文） （古）

25-1) 12 第 l ~堀跡 覆土 深鉢
ロ～

S.8 沈線（横位、部状文、楕円形文）
十陛内 I

胴 （古）

25-10 12 第1%堀跡 覆土 鉢 胴 4. 4 沈線（長方形文）
＋腔内 I

外面赤彩
（古）

25-11 12 第 1号堀跡 覆土 深鉢 ロ 8 4 
波状口緑、櫛歯状沈線（横位、格子目
文）

十腰内［

25-12 12 第1号堀跡 覆士 深鉢
ロ～

9 1 
波状口緑、沈線（横位平行、方形 十腰内 I

胴 文）、 LR充填 澤）

25-13 12 第1号堀跡 覆土 深鉢 ロ (27 7) 5 6 
波状口縁、沈線（横位平行＂ 方形 十陛内[
文）、 L充填 （新）

25-14 12 第1号堀跡 覆土 深鉢
ロ～

6 8 沈線（横位平行、長方形文）、L充填
＋桜内 [

胴 （新）

25-15 12 第1号堀跡 覆土 鉢 ロ 4 6 
波状口縁、口唇部刻み、沈線（横位平 十鞣内 I
行、弛状）、L充填 （新）

第 1号堀跡 覆士
胴～ 十陛内 I

25-16 12 I Y-39 [~ 深鉢 (6. 9) 8. 4 沈線（横位）、 LR充填 二次被熱

I Z-41 1層
底 （新）

25-17 第 1号堀跡 覆土 深鉢 胴 9 6 沈線（横位平行、長方形文）、 L充坦
十展内 I

外面黒色付培物
（新）

25-18 12 
第 1号堀財 覆土

鉢
ロ～

5 6 
口唇部刻み、沈線（横位平行、波状入 ＋膝内 I

I Z-41 1層 胴 紐、楕円形文）、LR充填 （新）

口唇部刻み

25-19 12 第 1%堀跡 糧士 鉢
ロ～

4 5 
外面 ，沈線（横位平行）、L充填 十陛内 I

補修孔
胴 内面 沈線（横位平行）、L充填｀無文 （新）

部ミガキ

25-20 第 1牙堀跡 覆士 壼 胴 5 0 沈線（平行、楕円形文）、紺いLR充填
＋腟内 I
（新）

25-21 12 第1%堀跡 覆士 鉢 底 (5 2) I 7 
内面沈線（波状入紐文）、 LR充填、無 ＋陛内 1
文部ミガキ、 底部銅代痕（こ` ざ目？） （新）

26-1 13 第 1号堀跡 覆土 壺 頸 4 6 
隣帯儀斤面三角形）、 沈線（横位）、L充 十陛内 [
填、橋状把手 （古）

26-2 第 1号堀跡 覆土 壼
頸～

4. 7 
陰帯（断面方形、横位）、楕円形貼 十陛内 I

胆 付、 LR （古）

26-3 第 1呆堀跡 覆土 壺
頸～

3 7 和嶺（平行、波状入祖文）、LR充填
＋陛内 I

胴 （新）

26-4 第 1号堀跡 検出面 深鉢 ロ 6. 0 ロ縁部平行沈線,L 後期初頭

26-5 第 1号堀跡 覆士 深鉢 ロ 4 0 類部LR横回 後期初頭

26-6 13 第 1号堀財 覆土 深鉢 ロ 3 2 ロ緑部肥厚、沈線（横位）、L充填 十展内 ［

26←7 13 
第 1呆堀跡 覆土

深鉢 頸 2 5 内面刺突、LR横回 十腰内 [
IIA-41 1層

26-8 13 第 1号堀跡 覆土 深鉢 類 I 8 内面刺突、 LR横回 十腟内 1

26-9 13 第 1号堀跡 覆土 深鉢
ロ～

9 4 
口唇部LR横回、頸部LR押圧、胴部LR ＋腰内 [

胴 縦回 （新）

26-10 第 1号堀跡 覆土 深鉢 ロ 6 1 頸部LR押圧
十陛内 I
（新）

26-11 第1%堀跡 覆土 鉢 胴 4 9 頸部RLJ<甲圧、胴部RLt黄回
＋膝内I
（新）

26-12 第 1号堀跡 覆土 深鉢 胴 6. 6 RLR横回 後期初頭

26-13 13 
第 1号堀跡 覆上

深鉢 ロ (21 3) 4. 8 R巣絡1 十鞣内 [ 破損後に二次被熱
I Z-41 1層

26-14 13 第 1%堀跡 覆土 深鉢 ロ 5 7 櫛歯状沈線 （縦位） 十腰内［

26-15 第 1号堀跡 覆土 深鉢 胴 4. I 櫛歯状沈線（横位→縦位） 十腰内 I

第 1号堀跡 覆土
ロ～ 折返し状口緑、 R単絡5?(口緑部横 ロ縁～胴部上半スス

26-16 IS. IJB-39 1階 深鉢
底
(28 .. 8) (10. 8) 26. 5 

位、胴部縦位）
十腰内 [

付管
UB-39 D恩

26-17 13 第l>}-堀跡 覆士 鉢
ロ～
(11 8) 9. 8 LR横回 十腰内 ［

胴
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遺物親察表

図版 写真 遺構名
層位 器 部位：

ロ径 底径 器高

番丑 図版 グリッド (cm) (cm) (cm) 
器閲整・厖文 時期 備去

27-1 13 第 1号堀跡 覆土 深鉢
ロ～
(18. !) 8 0 無文

後期初頭
胴 ～前葉

27-2 第 1~堀跡 覆土 深鉢 底 (9 5) 5 0 底部張り出し
後期初頭
～前葉

27-3 第 1%堀跡 覆土 深鉢 底 (5 6) 5. 2 無文
後期初額
～前葉

27-4 第 1号堀跡 覆土 深鉢 底 (9. 9) 2. 3 底部上げ底状
後期初頭
～前莱

27-5 第 1丑堀跡 覆土 深鉢 底 l, 4 室複する笹葉状圧痕
後期初頭
～前葉

27-6 
第1号堀跡 覆土

鉢 底 5 0 2. 6 底部木葉痕
後期初頭

I Z-41 ［唇 ～前葉

27-7 第 1呆堀跡 覆土 鉢 底 3 7 2. 0 無文
後期初頭
～前葉

27-8 13 S001 覆土 深鉢
ロ～

6. 6 波状口縁、沈線（横位平行） 十鞣内 [
胸

27-9 S001 覆士 深鉢 ロ 4 2 
波状口縁、口唇部刻み、 櫛歯状沈線 十楼内 l
（横位平行、弧状文?) 噺 ）

27-10 S001 覆土 深鉢 ロ 4. 6 
沈腺（横位平行、 クランク文？）、 L充 十腟内 I
填 浙）

27-11 5001 覆土 深鉢 ロ 6. 0 
沈線（横位平行、クフンク文？）、 L充 ＋辰内 I
填 （新）

27-12 5001 覆土 深鉢 ロ 5. 3 沈線（横位平行、曲線）、績いLR充填
十陛内 I
（新）

27-13 13 5001 覆土 深鉢 ロ 2. 9 
折返し状口紐櫛歯状沈線（口縁部横 後期初頭
位、胴部紐位） ～前葉

2Fl4 S001 覆土 呻 胴 11 9 沈線（三角形文、長方形文）、RL充填
十腔内 I
噺）

27-15 S001 覆土 底 0 6 網代痕（ござ目？）
後期初頭
～前葉

SDOl 翔土
蔭帯（断面三角形）、沈線（横位）、櫛

27-16 14 I X-35 D層 深鉢 胴 15 0 十腟内l 27-17と同一紐体
I Y-37 

歯状沈線（横位）

27-17 SDOl 覆土 深 胴 12. 4 
降帯（断面二角形）、沈線（横位）、櫛

十腔内 I 27-16と同一飼体
歯状沈線（横位）

28-1 SK02 1恩 胴 6. 0 R単絡5
後期初頭
～前葉

28-2 SK03 覆土 鉢 底 (6 2) 2. 4 無文 十陛内［

28-3 14 SK04 覆士 深 胴 3.1 結束1羽状(LR・RL) 前期前葉 紐混入

28-4 SK05 覆土 深鉢 ロ 1. 7 口唇部刻目、沈線（横位） 十歴内l

28---5 SK05 覆土 深鉢 ロ 3. 6 降沈線（横位、弧状文?)
十腰内 l
（古）

SK06 i層
波状口緑、沈線（口頸部平行、胸部斜

28-6 14 
第1母堀跡 覆土

深
ロ～ (23. O) 8 9 28. 5 位区画、 方形文）、櫛歯状沈線充塩、

十腰内 I 二次被熱、胴下部ヌ
IIE-42 Ill屠 底 （新） ヌ付智

［愚
底部網代痕（ござ目？）

28~7 
SK06 1恩

深 波状口緑、櫛歯状沈線（横位）
十腔内 I

DC-42 D層
ロ 1. 8 

（新）

28-8 SK06 1層 沼 胴 3. 4 沈線（横位）、 LR充填
十鹿内 l
（新）

28-9 SK06 l麿 深 胴 7. 0 沈線（クランク文？）、 LR充填
十桜内[
（新）

28-10 SK06 1恩 深鉢 胴 4. 8 R単絡5
後期初頭
～前葉

28-11 14 SK06 検出面 深
嗣～

6. 8 14. I 疇（平行、三角形文）勺L充填 十腰内 I
底 （新

SK07 覆土

28-12 14 
OA-38 撹乱

深 (30. 0) 降沈線（裸状文） ＋腰（古内） I 
DB-38 田層

ロ 6, 8 

I Y-36 I11層

28-13 SK07 覆土 深鉢 ロ 5. 5 口唇部沈線、隣沈録（横位乎庁）
十歴内 I
（古）

28-14 14 SK07 覆土 ロ 2. 8 隆沈線（横位平行、弧状文'?)
十腰内［

内面剰落、外面赤彩
（古）

28-15 SK07 覆土 深鉢 ロ 4 7 櫛歯状沈線（縦位）
後期初頭
～前葉

28-16 SK07 覆土 深 ロ 3. 5 
折返し状口伍口縁部LR(横位），胆 後期初頭
部LR(縦位） ～前葉

28-17 14 SK07 覆土 深 胴 9. 5 櫛歯状沈線（縦位）
後期初頭
～前葉

28-18 14 SK07 2層 鉢
ロー (11 0) 6. 2 

沈線（横位平行、弧状文、波状入祖文 十楔内 I
胴 （縦位）） （古）

28-19 SK07 覆土 鉢 ロ 3. 3 沈線（横位平行）
十腔内 [
（古）

30-] 15 I Z-41 ［屠 深 ロ 4. 6 ロ縁部肥厚口唇部、口緑部内面LR
中期中葉 後期中葉の可能性あ
～後葉 り

波状口縁、波頂部口唇連続刺突

30-2 15 I Z-39 I屡 深鉢 ロ 6. 2 
外面降帯（断面三角形）、蔭帯上刺

後期初頭
突、 頸部刺突、頃貰回
内面波頂部刺突、 L縦回
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西張 (3)遵跡Ill.舘遺跡

図版 写真 達沿名
雇位 器種 郡位

ロ径 底径 器濤
器面細整・詑文 時胡 備考

番号 図版 クふりッ~ド (cm) (cm) （叩）

30 S I暦 深鉢 胴 4. 6 噛沈線（長方形文）、陸線上LR 後期初頭

30 4 15 .IIA 38 撹乱 深鉢
ロ～

22. 7 14 0 
波状口縁、隆沈線(iiX:(立桔円形文、横 ＋腰内I

胴 位波状文） （古）

30 5 lo I W 36 1屡 深鉢 ロ 5 3 
喩沈線漏位に連結する楕円形文、控 +! 要内[
方形文） （古）

30 6 II A 38 撹乱 深鉢 ロ 4 0 
波状口縁、口縁部肥厚、隆沈線（縦位 十，l（墜古内）I 
楕円形文）

30 7 To Jl A 38 I層 壺
口～

r;.o 喩沈線（弛状文）
＋腰内I

頚 （古）

30 B I磨 鉢 胴 3. 9 庖沈線（陥線下部に刺突）
十！要内 I
（古）

30 9 15 Il D 41 I暦 壺
ロ～

5 0 
隆帯剌（断突面三角形）、階帯J頁蔀・下端 十腰内 I

頸 部に （古）

so 10 15 I膚 壼 頚 2 5 隆沈線、隆線上刺突
+J要内I
（古）

IIA 38 ]]屠
ロ～

波状口縁(6単位）、沈線（横位平行、
十！要内［

30 11 18 IIA 38 掠乱 深鉢
底
20 0 9. 3 24. 6 縦位に連続する弧状文、方形文、波

（古）
二次被熱

lI A 39 撹乱 状入組文）

30 12 15 I届 鉢 ロ 4 5 波状叫ぶ叫房部肥厚、沈線（横位〉
十！要内 r
・（古）

:30 13 15 11 B 40 撹乱 深鉢 ロ 3. 7 
ロ緑部楕円形貼付、沈線（長楕円形 +A要内 I
文〉 （古）

30 14 16 11 A 38 撹乱 壼 ロ 4 7 沈線（横位平行）
＋腰内I
（古）

SD 15 I Z 41 1屡 深鉢 ロ 3 6 沈（横位、長方形文）
十！要内 I
（古）

30 16 15 I 2 39 I唇 深鉢 ロ 4 1 沈線（横位平行、波状文）
十！要内I
（古）

10 l7 I屡 深鉢 ロ 3. 8 沈線（平行、曲線〉
＋腰内 I 外面黒色付稽物（漆
（古） か）

'30 18 11D 41 1層 深鉢 目 3 4 喩沈線（横位、斜位）
十！要内 I
（古）

30 19 DA 38 ［暦 深鉢 ロ 3. 7 波状口株、沈線（横位、縦位）、 R充填
十！要内 I

二次被熱
（古）

30 20 15 llB 39 I層 深鉢 ロ 4 l 沈線（弧状文）
+J要内 I
（古）

30 21 I Z 41 1層 深鈴 ロ 4. 6 沈線（横位、曲線文）
十！要内 I
（古）

30 22 団 I Y 38 I居 深鉢 ロ 3 4 口唇部刻み、沈線（格子目状文）
後期初類

～前葉

30 23 15' 1層 深鉢 ロ 2. 2 ロ唇部刺突、沈線（横位平行）、.L充填
十！要内 I
（古）

31 I 16 11 A 38 ]]層 壺
口～

10 .. 1 11. 5 24 2 沈線（横位木平行葉‘、痕長方形文、波状入組
+! 要内 I

底 文）、底部 （古）

31 2 
IIA 38 I屠

壺 胴 14 6 陵沈線（長方形、円形文）
十！愛内 I

IIB 39 撹乱 （古）

日～
ロ緑部沈線（横位乎行）＼頚部2段の橋

＋腰（古内） 1 31 3 16 11 A 38 撹乱 壺
胴
(19 3) 16. 3 状把手、穿孔、緑階沈線（格円形、円形 31 4・5と同一個体

文ゞ弧状文、 入組文〉

31 4 16 llA 38 撹乱 壺 阻 13. 5 径沈線（楕円形）
＋腰内 I

31 3・5と同一個体
ぽ）

31 5 IlA 38 撹乱 壺 底 12 5" l 7 
＋腰内 I

31 3・4と同一個体
（古）

32 1 I 7 11 B 39 ]]屠 深鈴 ロ 3 7 刺突 十！要内 I

32'2 17 I Y 39 I屡 深鉢 ロ 3 l ロ縁部剌突、 沈線 ＋！悪内 1

32 3 17 1幅 深鉢 ロ 2 6 
外面 ：平行沈線 十展内 I
内面、 L横回 （古）

32 4 17 TIB 39 I唇 深鉢 胴 4 0 沈線（横位平行、 稲妻状文）
+! 要内 I
（古）

32 5 I 7 I Y 39 I暦 深鉢 胴 4. 7 沈線（波状入芹且文、 波状文）
＋腰内 I
（古）

32 G ll A 38 撹乱 深鉢 胴 W.4 沈線(~状文）
＋腔内 1

二次被熱
（古）

32 7 17 11D 41 1層 台付鉢
ロ～
(21. 1) (6 5) 9. 1 

沈線（横位、長楕円形文、 円形文8 波~ 十！愛内 ［
底 状入辟且文） （古）

32 8 17 IIB 4i I屠 鉢
ロ～
(16. 2) 5 8 波状口縁、沈線（横位平行、斜行）

＋腰内 I
胴 （古）

32 9 11 
l!C 42 I雇

鉢
ロ～
(13 3) 5, 0 波状口縁、括沈線汎状（横文位、平行、波頂部か

十腰内 I
11 C 43・ I層 胴 ら垂下する ＝角形文） （古〉

ロ～
波状口縁、波頂部口唇肥厚、波頂部

十腰内 I
32 10 17 I層 鉢

胴
5. 8 穿孔、沈線（横位平行、方形文、波状

（古）
外面赤彩

入組文

32 11 17 I Y 39 ［雇 鉢
ロ～

10. 2 沈線（長方形文、 波状入組文）
十腰内 I

胴 （古）

nB 41 I暦
ロ～

波状口録 (4単位？）、波頂部剌突 ・
十！要内I

32 12 17 IIC 41 I雇 台付鉢
底
(9 4) 4. 7 7. 5 刻み、沈線（横位平行、三角形文、

（古）
内面熙色付着物

DC 42 I暦 蛇行文）

32 13 17 IlA 38 撹乱 鉢
胴～

4. 4 4. B 
沈線（横位平行、 弧状文、 蛇行文）、 +J要内I

底 底部上げ底状 底端部穿孔2単位 （古）
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還物観察表

図版 写冥 遺構名
届位 器種 部位

ロ径 底径 面ロロ古向

番号 図版 ダ゚りッド (cm〉 (cm) (cm) 
器面調登・施文 時期 備考

32 14 17 1層 鉢
『和‘’ 6 4 2. 9 沈線（横位平行）

十！要内 I
底 （古）

32 l5 17 1層 鉢 底 5. 2 l. 6 
沈線 （楕円形文、弧状文？）、底部上 十！要内I
げ底状 住了）

32 lfi 17 1層 鉢 ロ 3. 9 波方形状文口縁、波頂郭突起穿孔、沈線（長
十腰内 t

、縦位郊状文） （古）

32 17 17 ！雇 鉢 2. 5 沈線（憤位乎守、方形文？）
十！翌内I

内外面赤彩
（古）

32 18 17 II C 42 I屡 台付鉢 台 (7. 6) 4. 0 沈線（横位平行）
+! 要内I
（古）

32 19 17 I肴 台付鉢 ムロ (11.0) 4. 3 沈 （横位）、穿孔
＋腰内 I
（古）

32 20 
I Y 39 1眉

鉢 l同
沈線（憤位平行h 二角形文、楕円形 十腰内！

IIB 41 I屠
5. 8 
文 （古〉

32 21 17 II C 42 1屡 鉢 栢 6. 2 
隆沈線（横位〉、沈線（三角形文、 二角 十腰内 l
形文内に渦巻文） （古）

33 1 18 IY 39 l雇 鉢 店 4. 2 
沈線（横位、クフンク文、逆かの字状 十！要内I
文） （古〉

33 2 '18 ［雇 鉢 胴 s. 7 沈線（波状入祖文〉 ＋腰内 I
（古）

33 3 I屡 鉢 熊l 3 6 
隆沈線（横位）、．陸線上貫通孔、沈線 十腰内 I
虔方形文） （古）

33 4 11D 42 I層 壺 ロ (5. 3) 2. 1 沈線（横位、楕円形文）
＋腰内 I
（古〉

33 5 18 IIE 42 III雇 壺 ロ (4. I) 2 9 楢歯状沈禄（横位）
十，！褻内 I
（古）

33 6 18 DA 38 I層 台付鉢 底 (3 4) 3 5 沈線（横位平行、弧状文）
十腰内 I
（古〉

33 7 18 
:OD 41 1層

壺 胴～底 8 0 
沈線（平行、長楕円形文、波状文、弧 十腰内 I

IIE 42 1屡
14 3 
状文） （古）

33 8 18 
II A 38 1屡

壺 l同 沈線（方形文、長方形文〉
十！惑内I

II A 38 1層
16. 2 

（古〉

IIA 38 1層
33 9 18 IIA 38 1屡 壺 阻～底 13. 4 16 3 沈線（方形文、長方形文）

＋腰内 I

IIA 38 田層
（古）

33 10 18 1層 壺 胴 3~ 沈線（方形文）
十，！要内 I
（古〉

・33 11 I層 壺 原 6 2 沈線（横位、方形文）
十！要内l

外面赤彩・
（古〉

I Z 39 1層
33 12 18 118 41 1層 深鉢

ロ～
(17 0〉 14. 8 櫛告状沈線（三角形文）

後期初頭
胴

二次被熱
ll C 42 1屡

～前葉

33 13 18 
11D 41 1層

深鉢 栢歯状沈線（横位、格子目状文）
後期初頭

II E 42 I届
ロ 3 3 

～前葉

33 1~ ［藩 深鉢 ロ 3. 9 沈線（横位〉、櫛歯状沈線（tll位） 十腰内 I
（新）

33 16 IIC 42 I層 深鉢 ロ 2. 9 沈線（横位）、1栢歯状沈線（横位）
十腰内 t
（新）

33 16 IIE 42 ［届 深鉢 ロ 2. 9 沈線（横位平行）、櫛歯状沈線（横位）
十腰内 r
（新）

33 17 IIA 38 撹乱 深鉢 ロ s. 8 櫛歯状沈線（横位、縦位） 十！要内 1
（新）

'33 18 IIB 41 I暦 1菜鉗~ ロ 2 9 
沈線（横位）、4栢歯状沈線（横位斜 十！要内 I
位） （新）

33 19 I公39 ！層 深琳 屈
6 7 沈線（横位平行h 波状文）、衛歯状沈 十！要内I
線充填 （新）

33 20 JIA 38 撹乱 ？菜鉢 胴 2 9 
沈線（方形文〉、櫛歯状沈線、方形文 十J要内 I
中心に竹管状刺突 （新）

IIC 41 1層
日～ 沈線（横位平行、波状入祖文）、櫛歯

34 l 19 IIC 42 I陽 深鉢 (15 3) 7 5 
十腰内 1

IID 42 I居
胴 状沈線充填 （新）

34 2 19 IIC 42 I層 沿瀦
ロ～

6 4 状沈線沈線（横充位填平行へ波状入組文）、櫛歯
十！要内 I

屈 充 （新）

11B 41 1層
波状口縁、沈線（波状入組文）、櫛歯

34 S 19 11B 41 Ill雇 深鉢
ロ～

12 4 
+J要内［

二次被熱
IIC⑪ 1居

胴 状沈線充填 （新）

34 4 llA 38 撹乱 鉢 ロ 4. 6 沈線（横位平行、楕円形文）
+J要内 r
（新）

34 5 19 !IE 42 I届 鉢
ロ～

3 7 波状叫ぷ沈線（横位平行、方形文）
+J要内 I

胴 （新）

34 6 DB 41 I忌 深祐k 屈 4. 8 沈線（波状入組文）、櫛歯状沈線充填
十腰内 I
（新）

34 7 19 IV 36 m層 壺 頭 3.'7 枷歯状沈線、1苗状把手
十！要内 I
（新）

34 B 19 IIC 42 I層 壺
阻～

4. 2 9 4 櫛歯状沈線（横位平行、波状入組文）
十！要内 I

底 （新）

34 9 DB 39 11暦 壺 口 (9. 3) 3. 4 沈線（横位）、 1栢歯状沈線充填
十腰内I

二次被熱
（新）

34 10 !'I 38 1層 深鉾 ロ 6 8 沈線（横位平行、区切文）、L充填
+J要内 I

二次被熟
（新〉

34 11 l9 I Z 41 I)薔 深鉢 ロ (27. 7) 7 9 
波状口縁、沈線（横位平行、方形

＋腰（新内〉r 34 12と同一個体
文） L充填
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西張 (3)遵跡Ill.舘還跡

図版 写真 遵構名
層位 器種 部位

ロ径 底径 器濤
番号 図版 クふリット・ (cm) （⑳） （四）

器面槻整・舵文 時期 備考

34 12 19 I Y 38 I層 深鉢 ロ (27. S) 5 8 
波状口蘇、沈線（口縁部平行、胴部方 ＋腰内1

34 11と同一涸体
形文？）、L充填 （新）

34 13 19 I Z 39 I層 深鉢
ロ～

9 9 
沈線（横位平行、区切文、方形 十腰内［

胴 文 ？）、LR充填、無文部ミガキ （新）

34 14 IIA 38 撹乱
ロ～

沈線（横位、斜位、荘線）、 L充填
+! 要内I

胴
11 3 

（新）

34 15 I暦 深鉢 ロ (19 6) 3 2 
波状口縁、沈線（横位平行、斜位）、 十！要内I

一次被熱
LR充填 （新）

35 1 20 
TIC 42 1層

深鉢 波状口縁、沈線（横位平行〉、 L充填
＋展内I

IID 42 T暦
口 6. 2 

（新）

35 2 I居 深鉢 日 ・4. 7 
波状口縁、沈線（横位平行、縦位）、 L 十！要内I
充填 （新）

35 3 20 ll A 38 撹乱 深鉢 ロ 4 5 沈線（横位平行、斜位）、 L充填
＋腰内I
浙）

ss 4 20 1層 深鉢 ロ 3 5 
波状口椋、口唇蔀刻み、沈線（横位平 ＋腰内[

二次被熱
行〉、L充填 ぽ ）

35 6 DD 42 I唇 深鈴 ロ 6 1 沈線（横位平行）、LR充填
＋腰内I
（新）

3~6 20 I暦 深鉢
口～

6. 3 
波状口縁、沈線（平行、楕円形文）、 R ＋腰内I

屈 充填 （新）

3S 7 11 B、9 I層 1梁鉢 目 5 0 紐口縁、沈絲（横位平行）、LR充填
十！要内［
（新）

35 8 IV 36 江眉 深鉢 ロ 3.9 沈線（ク ランク文？）、 RL充填
十展内I
(;Ji) 

35 9 I屡 深鉢
ロ～

6 7 沈線（横位平行）、L充填
＋腰内I

胴 （新）

35 10 I Z 39 I福 深鉢 ロ 4 4 
波状口椋沈線（平行、方形文〉、 LR ＋辰内l
充填 （新）

35 11 TIA 41 1層 深鉢 ロ 3 6 
波状口椋、沈線（平行、三角形文）、 +A要内 ［
LR充填 （新）

35 12 I Y 36 m虐 深鉢 ロ 3. 2 沈滋（横位平行）、RL充填
十！要内 I
ぽ）

35 13 I Z 41 I屡 深鉢 ロ 3 I 
ロ唇蔀は横回、沈線（横位平行）、LR ＋腰内1
充填 ぽ）

35 14 1層 深鉢 ロ 4 6 沈線（横位ffi)、ぼ充填
＋楼内 I
（新）

35 15 I Y 36 III居 深鉢 胴 5 8 沈線（横位平行、楕円形文）、RL充填
＋腰内I
浙）

35 16 20 IIB 41 1暦 深針？ 胴 2 2 
沈線（楕円形文？、平行）、 L充填、無 ＋腰内 I
文那剌突 （新）

35 17 ［唇 深鉢 胴 5 4 沈線（横位 二角形文）、LR充填
＋，l要内 I

外面ヌス付着
（新）

35 18 I W 36 I屡 深鉢 胴 6 l 沈線（方形文？）、，LR充填
＋腰内 I
⑰斤）

35 19 1層 深鉢 胴 6 7 
沈線（横位平行＼波状入組文？）、LR ＋腰内 I
充填、充填部に竹管状刺突 (1,/f) 

35 20 I Y 40 1屠 深鈴 胴 8 6 沈線（横位乎弓、長方形文）、 L充填
十！要内 I

外面黒色付着物
ぽ）

35 21 
lIC 42 I暦

胴
沈線（横位平行、三角形文？）、.LR充 +J要内 I

11D 42 I層
13 5 
填、充填部分に剌突 （新）

35 22 1暦 深鉢 胴 9 9 沈線（横位平行、方形文）、L充填
十腰内 I
（新）

35 23 IX 35 ll層 胴 6 8 沈線（入組文）、LR充填 十腰内II

35 24 20 IY 38 1層 深鉢 胴 4. 4 沈線（横位〉、紐いL防℃填 ＋腰内1l

3ff 1 20 
IID 41 I屡

鉢
ロ～

(4. 4) 
波波状状口縁(5単位〉、沈線（横位平行、 十！要内［

II E 42 I暦
11. 8 lL l 状入組文、三角形文）LR充填、無文

底
祁ミガキ

（新）

36 2 20 
JIB 41 I暦

鉢
ロ～
(14 5) 

沈線（横位平行、波状入組文）、 +J要内 I
II C 42 I層 胴

7, l 
LR充填 （新）

sa 3 20 I Y 40 ！居 鉢
ロ～

8 3 
沈線（平行、楕円形文、 波状入組 十！要内 [

胴 文）、LR充填、無文部ミガキ （新）

36 4 20 I Z 41 1層 鉢 ロ (11 6) 4 Q 沈線（横位平行、曲線文〉、LR充填
＋腰内 I
⑰斤）

36 5 2U 11 E 42' 1層 深鉢
日～

8 I 
波状日縁、沈線（横位、波状入組 十！要内 I

胴 文）、LR充填 (tlf) 

3B 6 20 DA 38 撹乱 鈴
ロ～ 沈線 （横位平行）、RL充填、無文部ミ 十！要内 I
胴

5. 4 
ガキ 僚¥If)

36 7 I屠 深鉢
ロ～

6 9 
波状口縁、沈線（平行、方形文？）、L 十腰内 I

胴 充填 （新）

36 8 IY 40 l屠 鉢
口～‘

3, 6 
口唇部刻み、沈線（横位平行）、雑い 十腰内 r

胴 LR充填 （新）

% 9 IIC 42 1層 鉢
ロ～ 波状口縁、 口唇部刻み、波頂部剌 十腰内［

胴
4 6 
突、沈線（弧状文）, LR充填 （新）

36 10 20 JIB 39 1層 鉢
日～ 波状日縁、日唇部刻み、沈線（横位平 十腰内 I
胴

4. 5 
行、楕円形文？入 紐いL応笠填 （新）

36 11 I Y 40 1層 深鉢 ロ 4 8 沈線（横位平行、方形文？〉、L充填
+A要内1
ぽ）

3¥l 12 21) I層 深抹
ロ～

6 S 沈線（横位、方形文）、 LR充填
＋腰内I

胴 （新）

36 13 IX 35 II届 深鉢 ロ 4 8 沈線（平行、弧状文り 、L充填
＋腰内I
（新）
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還物観空表

図版 写真 遺横名
屡位 器種 部位

ロ1至 底径 器高
器面調益・施文 時期 備考

番号 図版 クぶりッド (cm) (cm) (cm) 

36↓生 IX 35 田暦 斜て ロ 3 9 沈線（楕円形文）、ば充填
十腰内 I

ぽ）

36 l6 IlA 38 m層' 深枯 ロ 3. 3 沈線（横位、方形文）, LR充填
十腰内I
噺）

36 16 21 ！届 鉢 ロ S 6 
口椋部肥庫、沈線（横位乎市、紐い

十！要内11
LR充填

36 17 I Y 39 ［届 鉢 口 5. 0 平沈線文、沈線問蛇行文 ＋楼内11

36 18 21 IIA 38 I層 鉢 胴 5. ~ 
波状口椋、沈線（平行入斜行）、 LR充 ＋腰内 I
填 （新〉

36 19 21 IIA 38 I層 鉢
ロ～

8 4 無沈線文部（平ミ行ガ＼キ斜行、方形文〉、L充填、
＋腰内 I

胴 ぽ）

36 20 21 DD 41 ！居 壺 ロ 4. 7 沈線（入組文）、L鴎辟： 十！要内II

37 l 21 I層 台付鉢 Jに, 6. 5 沈線（横位平行）、 RL充填‘、透かし
十腰内 l
倍斤）

S7 2 21 ID 41 ！届 台付鉢 ムロ 4. 5 沈線（横位平行）、 RL充填
十！要内 r
ほ斤〉

窃 3 21 ［暦 台付鉢 台 s. 2 沈線（横位平）、RL充填 十！要内 1
二次被熱

ぽ）

37 4 Zl IIC 42 I層 台付鉢 .,,, ロ 2 3 沈線（横位平行）、0段多条LR充填
+,! 要内 I
（新〉

37 5 21 IID 41 1唇 台付鉢 _,_ ロ 4 3 沈線（横位乎守〉、 LR充填
十楼内 ［

二次被熱
信斤）

37 6 21 11B 39 1層 壺 ロ (6 8) 5 5 沈線（横位平行）、LR充填｀
十，！褻内 I

ぽ〉

37 7 21 I層 壺 ロ 低9) ;l. 9 横位区画沈線、口縁部Lt横回
十腰内 I
浣〉

勾 8 ［笛 壺 厄 5. 6 
隆沈緑怪線上紅、沈線（棟円形 ＋楼内 ［

文）, RL充填 （新）

37 9 ID 41 1層 壺 l同 7. 6 沈線（平行沈線、楕円形文）< 1, 充填
＋腰内［

（新〉

37 10 IID 41 I后 壺 原 6. 2 沈線し楕円形文）、 L充填
+! 要内 I
（新〉

37 11 
11D 41 I屠

壺 胴 9 5 沈線（横位平行）、LR充填
十腰内 I

IIE 42 I暦 ぽ）

頸～ 頸沈線部謄沈線（改横位`〉波、階線上L~、 胴部 十腰内 I
37 12 21 11D 41 I層 壺 28. 1 （楕円形 、 状入組文， 三角形

胴
文）、LR充填

（古〉

38 l 22 11D 41 I暦 深鉢
ロ～
(23 4〉 (8 5) 32. 9 R単絡5

後期初頭
二次被熱

底 ～前葉

38 2 22 
I Y 40 I雇

深鉢
屈～

(10 0) 14. 3 単絡5
後期初頭

二次被熱
I Z 41 I層 底 ～前葉

&8 3 I公41 I層 深鉢
胴～

(7_ I) 5 7 R単絡5
後期初頚

二次被熱
底 ～前葉

38 4 22 
n 40 I冨

t菜鉢 ロ (21. 7) 6 0 波状口縁、R単絡
後期初頭

二次被熟
I z. 41 I暦 ～前葉

38 5 22 IID 41 I屡 暉 ロ (26 1) 5 5 
折返し状口緑、 R単絡5(口縁部横位、 後期初頭
胴部縦位） ～前葉

38 6 11D 42 1涌 t菜鉢 ロ 8. I 
折返し状口縁、R単絡5(口縁部横位、 後期初頭
阻；；M縦位） ～前葉

38 7 22 IID 41 1層 深鉢 l同 5. 6 R単絡5
後期初頭

二次被熱
～前葉

38 8 22 11D 42 I層 t袋鉢 ロ 5. 1 
折返し状口縁、直絡,(口緑部横位、 後期初頭
胴部縦位~） ～前葉

38 9 22 I Z 41 I層 t菜鉢 ロ 5 8 折返し状叫ゑ R卓絡5
後期初頭
～前葉

38 10 22 I Z 37 III雇 深笹本 ロ 5 3 R単絡5
後期初頭

～前葉

39 1 I Y 39 I層 深鉾
ロ～

6 5 折返し状口椋、 L単絡5
後期初頭

胴 ～荊葉

39 2 IY 38 I届 深鉢 ロ 6. l R単絡5
後期初頭

～前葉

39 3 1月； 深鉢 ロ 4. 6 R単絡5 後～期前初葉頭

39 ~ IZ 39 1肴 諏 本 胚l 4. 4 R単絡5?
後期初領

～疇

3~ 5 23 11D 42 I隣 詞本 胴 4 3 R単絡l
後期初頭

～前葉

39 6 23 IIA 38 1藩 深鉢 屈 6 2 格子目状沈線
後期初頭

～前葉

39 7 I屡 呻 ロ 3 6 櫛歯状沈線（横位．縦位〉
後期初頭

～荊葉

39 8 IIA 38 I層 t菜鉢 ロ 3. 7 R単絡1
後期初頭

～莉葉

39 9 IX 35 m層 深鉢 ロ 6. 4 櫛歯状沈線（縦位）
後期初頭
～前葉

39 10 
I Z 41 I層

沿瀦 熊 8. 8 栢歯状沈線（縦位〉
後期初頭

TIA 38 I層 ～前葉

39 n 23 IY 39 I層
沿本 ロ (21. 0) 4. 9 LR横回

後期初頭
Il8 39 試掘牝 ～罰葉

S9 12 23 
I Y 39 は 深鉢

ロ～
(19. 0〉 25 7 縦折返回し状口縁、口縁部只黄回、旧部L 後～期前初萎頭

II A 38 胴
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西張 (3)遺跡Ill.舘還跡

図＇版 写真 遵構名
虐位 器種 部位

ロ径 底径 器濤
器面梱埜り包文

番号 図版 クふリット・ (cm) (cm) （叩）
時期 備考

39 13 23 
lIB 39 1層

深鉢
ロ
(22 7) 28 3 ば縦回 後～期前初葉頭

IIB 39 II暦 ～桐

39 14 I Y 39 I層 器逹木
胴～ (7. 6) 4. 8 0段多条LR横回、底部笹葉A灼王痕 後～期前初葉頭
底

40 l 23 II A 38 1屡 深鉢
ロ～ (16, 5) 12.4 LR縦回 後～期前初葉頭
胴

4() 2 I Y 38 I層 深鉢 ロ 3. 6 LR横回
後期初頭

～前葉

40 3 l Y'38 I層 深鉢 日 4. 7 は横回
後期初頭

二次被熱
～前葉

40 4 I層 深鉢 日 5. 0 LR縦回
後期初頭

～前葉

40 5 I W 33 11層 深鉢 ロ 5 0 波状口縁、 L横回
後期初頚
～前葉

40 6 1層 深鉢 ロ 5 2 L縦回
後期初頚

～前葉

40 7 23 1眉 深鉢
ロ～

7. S L車絡l
後閉初頭

胴 ～前葉

40 8 23 I. 唱 深鉢 ロ 3. 4 
ロ緑部肥厚、 LR[口縁部横位、胴部縦 後期初頭
位） ～前葉

40 9 捻 TIA 38 撹乱 1菜鉢 目 4 4 紅横回
後期初類

～前葉

40 10 I Y 38 I暦 鉢 ロ 4. 3 LR横回
後期初頭

～前葉

40 11 I Y 38 I層 深鉢
ロ～

9 5 LR横回 後～期前初葉頭
胴

約 12 I Y 40 I扁 深鉢 ロ 4 2 L虚回
後期初頭
～前葉

40 13 
IIA 38 田屠

壺 胴 6 9 頃回
後期初頭

I Z 37 m層 ～前葉

約 14 23 I W 36 1層 深鉢 ロ 5. 3 
沈線（横位平行）、口縁那LR横回、原 後期初頭

二次被熱
都碑縦回 ～前葉

4(l 15 24 DA 39 撹乱 壺
ロ～
(16. 0〉 4 3 

折返し状口縁、口縁部RL、頸部貫通 後閉初頭
頸 孔 ～前葉

40 16 I Z 41 ［雇 深鉢 ロ 4 6 沈腺 L邸担］
後期初頭
～前葉

40 17 23 I Y 36 Illli,l 壺 ロ 3 6 折返し状口縁、紅横回、頚部穿孔
後期初頭
～前葉

40 18 IX 35 III蔭 深鉢 ロ 2 7 横位沈線区画、LR横回
後期初頭
～前葉

40 19 I Z S9 1層 深鉢 ロ 4 7 折返し状口緑、口緑部LR横回
後期初頭

～前葉

約 20 1屡 深鉢 ロ 3 8 
ロ唇部LR横回、沈線（t11位）Y 紐いLR 後期初頭

充填 ～前葉

約 21 11 E 42 1層 深鉢 ロ 3 8 沈線（横位平行）べし充填
後期初頚
～前葉

40 22 IlB 41 1層 深鈴 ロ 4 0 折返し状口緑、沈線（横位）、 LR横回
後期初頭
～前葉

40 23 IX 35 11層 深鉢 ロ 4 2 ロ唇部紅横回｀ 胴；；〖紅横回
後期初頭

～前葉

40 24 24 DA 41 1層 深鉢 ロ 4. 5 ロ唇部LR横回、口縁部LR横回
後期初頭

～前葉

40 25 IIB 39 1層 深鉢 ロ 2, 7 口唇部は横回、口縁部LR横回
後期初頭

～前葉

約 26 I Z 41 1層 深鉢 ロ 4. 6 口唇部LR横回、胴部LR横回
後期初頭
～前葉

約 27 1層 深鉢 ロ 5. 0 口唇部LR横回、頚部椅（疹孔
後期初頭

～前葉

40 28 nc 41 1層 深鉢 ロ 4 0 ロ唇部U黄回、口縁部・頚部LI削圧 後期初頭
～前葉

41 l IIA 41 l屠 深鉢 胴 2 9 訊横回、剌突 十！悪内 I

4L 2 no 41 I層 深鈴？ ロ I 9 沈線（横位）、竹管状剌突 ＋腰内 I

41 3 110 41 1屡 壺 胴 2. 7 沈線（横位）、刺突 +! 唇内［

41 4 24 JJD 41 1層 深鉢
胴～

6. 7 7 g 沈線（横位〉、 R頃蘭回
後期初頭

底 ～前葉

41 5 24 1lC 41 1層 深鉢
ロ～
(16 1) 12 8 無文

後期初頚

胴 ～前葉

~l 6 2<1 
IlB 41 I層

深鉗
ロ～
(11. 3) 9. l 波状口楼、無文

後期初頭
IIC 42 I雇 胴 ～前葉

41 7 24 
lIA 38 撹乱

深鉢
口～
(12 4) 7. ℃l 14. 7 底部上げ底状、無文

後期初頭
IlB 39 11層 底 ～疇

4l 8 24 
IIB 41 I層

深鉢
胴～

(8. 6l 8, 2 無文
後朔初頭

IlC 42 I屠 底 ～前葉

41 9 24 !IA 38 撹乱 沿滋
ロ～ (20 5) 折返し状日縁、無文

後期初賤

胴
5 I 

～前葉

41 10 I B 41 1層 鉢
ロヘ
(14 8〉 7 Q 無文

後期初頭

胴 ～前葉

41 11 24 I届 鉢
ロ～
(12 5) 6 9 折返し状口ぼ 無文 後～期前初葉頭

胴
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還物観空表

図版 写真 遺横名
屡位 器種 郡位

日径 底径 器高
器面調登・姥文 時期 備考

番号 図版 クぶりッド (cm) (c沿 (cm) 

41 12 24 ［暦 壼
ロ～
(10. 0) 8. ~ 無文

後期初頭
二次被熱

胴 ～前葉

u硲 25 IZ 39 ［雇 壺 ロ (15. 9〉 6. B 無文
後期初頭
～前葉

42 I 11D 41 ！涌 鉢
口へ

(9. 6) 5 5 無文
後期初頭

胴 ～前葉

栽 2 25 DA 38 ［届 鉢
ロ～

(8. 6) 5. 5 紐口縁、無文 後～期前初葉頭
胴

坐： 3 25 IIG 42 I層 台付鉢
ロ～

(<l.5〉 3. 7 3. 6 無文
後期初頭

底 ～前葉

42 4 25 I Y 37 覆土 台付鉢 底 (4 4〉 4. 3 無文
後閉初頭

二次被熱
～前葉

42 6 I Z 39 ［眉 深鉢 底 9 7 3. 0 重複する笹葉状庄痕
後期初頭

～前葉

必26 1W 33 n屡 深鉢 底 (9. 9) 2. 5 底都笹葉状圧痕
後期初頭

～前葉

屯27 I Y 38 ［届 深鉢 底 (9. 8) 6. 6 底部笹葉状圧痕 後～閉前初葉頭

42 8 I Y 36 田層 深鉢
辰～

(7. 8〉 4. 5 底部網代痕
後期初頭

底 ～前葉

•2 9 -n~ ss I層 深鉢 底 (7. 1) ]. 9 底那平行する線状圧痕
後期初頚

～茄葉

42 10 I Z 41 1層 深鉢 底 (6. 5) 2 6 底部網代痕（ござ目？〉
後期初頭

二次被熱
～前葉

~2 11 I Z 39 1層 深鉢 底 (9 I) I 6 底部網代痘
後翔初頭
～前葉

42 12 I層 深鉢 底 5 8 4. 0 底部木葉痕
後閉初頭
～前葉

42 13 ll C 42 ［雇 深鉢 底 (6. 6) l 6 底部網代痕（ござ目？）
後期初頭

～前葉

42 14 I Z 39 1層 深鉢 底 (5. 8〉 1.8 銅代痕（ござ目？〉 後～期前初葉頭

42 16 25 1W 33 I肴 吝菜鉢 底 I~ 網代痕（ござ目？）の上に化粧土 後期初頭

～前葉

42 16 I Y 38 I層 深鉢 底 (9 8) 4. 3 無文
後期初頭

二次被熱
～前葉

42 17 IX 35 III屠 鉢
店～

(5. I) 2 8 無文
後期初頭

底 ～前葉

42 18 llD 41 I層 鉢 底 (4. 7) l. 7 無文
後翔初頭

二次被熱
～前葉

42 19 IX S5 11層 鉢 底 (2 4〉 o. 8 無文 後期初頭 ミニチュア土器の可

～前葉 能性あり

鈴 l 25 ［層 深鉢
ロ縁

5 l 突起上部刻み、値J面沈線⑰字状） 十腰内11
突起

4$ 2 25 IX'35 II肴 t菜鉢 ロ l 9 竹管状連続押し引き 前期前葉 餓維混入

43 3 25 IX 35 11層 深琳 屈 2 5 竹管状連読押し引き 前閉前葉 線維混入

43 4 25 l藩 1菜鉢 屈 3 3 LR 前期前葉 繊維混入

43 5 26 IV 33 I層 沼 ロ 3. 5 R押圧、R横回
前中葉

線維混入
～後葉

43 6 IX 35 II雇 深綽 胴 6. I L単絡I
荊期中葉

線維混入
～後葉

4G 7 25 IX 35 11層 深鉢 飼 8 2 L単絡l
前期中葉

繊維混入
～後葉

43 B 25 IIB 39 I暦 t袋鉢 ロ 4. 8 沈線（横位平行）、紅縦回
中期中葉～

後期初頭

43 9 25 I Z 39 1層 t菜鉢 ロ 5 1 L邸を回
中期末葉～

後期初頭

22 I IX 36 I藩 深綽 日 4 7 無文
後期初頭

～前葉

25 l 1 Z 39 I層 i菜鉢
ロ～

6 8 波状口縁、口唇部平坦、無文
後期初頭

胴 ～荊葉

25 2 I層 片口 ロ 4. 7 沈線（横位）
十腰内l
（新）
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西張 (3)遺跡田・舘遺跡

表8 舘遺跡 石器•石製品観察表

四番号 遺構 グリッド 層位 器種 石材 備考 長 (~m) 幅(cm) 厚(cm)重呈(g)

29-1 
第 1号

覆土 石鍍 珪質頁岩 z. 1 1. l 0.4 0、7
堀跡

29-2 
第1号

覆土 石箆 珪質頁岩 4. 9 2.4 1. 2 15.4 
堀跡

29-3 
第 1号

覆土 石箆 珪質頁岩 5. 7 2. 3 1. 1 15.8 
堀跡

29-4 
第 1号

覆土 剥片 王髄 面により光沢異なる 2.0 1. 7 1.0 3.5 
堀跡

29-5 
第 1号

覆土 磨製石斧 緑色片岩 アオトラ石 6.6 2. 9 1. 3 38 
堀跡

29-6 
第 1号

覆土 打製石斧 頁岩 6.6 3. 5 1, 4 37 
堀跡

29-7 
第 1号

覆土 蔽石 チャート 5 4. 8 2. 1 72. 1 
堀跡

29-8 
第 1号

覆土 凹右 凝灰岩 被熱、火ばね 16.5 5. 8 3. 1 (286. 5l 
堀跡

29-9 
第 1号

I X-34 覆土 右核 玉髄 両極打法、 光沢？ 2. 1 1. 7 1.0 2.6 
溝跡

29-10 
第 1号

I Y-36 覆土 石核 玉髄 両極打法 1.8 1. 5 1. 4 3. 7 
溝跡

29-11 
第 1号

I Y-36 覆土
ピエス・ エス

赤鉄鉱 3. 3 2. 8 1. 6 16. 1 
溝跡 キーユ

29-12 
第 1号

覆土 掻器 珪質頁岩
至髄質、 P-1の土器とともに取り

5.6 4.4 1. 6 32.2 
土坑 上げ

29-13 
第6号

1層 石鏃 王髄 正面側先端都に衝撃剥離痕 1. 5 1. 1 0.3 0.4 
土坑

29-14 
第6号

1層 二次加工剥片 珪質頁岩 掻器？削器？ 6. 1 8. 3 1. 7 60. 7 
土坑

44~1 表採 石鏃 珪質頁岩 2.2 1.0 0.4 0.5 

44-2 II C-41 I層 石鍛 珪質頁岩 2. 9 1. 7 0.3 1. z 
44-3 I Y-36 I層 石鍍 珪質頁岩 2. 6 1. 2 0.5 0.9 

44-4 表採 石鍛 珪質頁岩 2.9 (1, 4) 0.5 (1.3) 

44-5 II C-41 I層
石鏃（未成

珪質頁岩 2.5 1. 9 0.6 2.0 
品）

44-6 表採 石鏃 玉髄 2.3 l. 3 0.3 0.5 

44-7 表採 石鏃 玉髄 2.0 1. 5 0.4 0.9 

44-8 I Y-40 I層 石鮨 玉髄 (2. 1) 1. 6 0.4 (0. 9) 

44-9 I Z-41 I層
石鏃（未成

王髄 3.8 1. 6 0. 5 2.8 
品）

44-10 表採
石鏃（未成

王髄 1.8 3. 0 1. 0 3.9 
品）

44-11 I Z-41 
右鏃（未成

玉髄 2. 1 1. 6 0.6 1.8 
品）

44-12 I X-36 I層 石錐 珪質頁岩 3. 4 2. 5 0.9 5.6 

44-13 II C-42 I層 掻器 珪質頁岩 二次加工都分に光沢 2. 5 4. 1 1.2 10.3 

44-14 II B-41 l層 掻器 玉髄 4.4 3. 3 1. 2 16. 1 

44-15 IIB-39 I層 掻器 珪質頁岩 2.5 3. 0 1.0 6.3 

44-16 II E-42 III層 削器 珪質頁岩 玉髄質、掻器？ 3. 5 4. 9 1. 1 13.0 

44-17 表採 削器 珪質頁岩 3. 7 5. 6 1. 3 18.9 

44-18 表採 削器 珪質頁岩 試掘報告書写真7 6. 7 6. 5 1. 6 55. 1 

44-19 I X-35 II層 削器 珪質頁岩 性格不明の黒色付著物 5.3 6. 1 1. 3 36. 1 

44-20 表土 削器 珪質頁岩 右鏃末成品？ 3. 1 2. 6 1.0 6.6 

44-21 表採 削器 珪質頁岩 両極剥片素材 2.8 2. 3 0.8 5.0 

44-22 表土 削器 珪質頁岩 6. 1 9. 3 1.9 87.0 

45-1 IlB-41 I層 掻器 珪質頁岩 玉髄質 5. 3 4. 1 1.3 22.9 

45-Z II B-41 I層 掻器 玉髄 二次加工部分わずかに光沢 3.4 2.4 0.9 6.8 

45-3 I Z-37 I層 掻器 玉髄 1. 9 2. 3 0.9 3.9 

45~4 I X-39 1層 削器 王髄
二次加工部分に光沢、石鏃未成

2.6 1. 9 0.4 l省9
ロロロ ヮ・

45-5 表採 二次加工剥片 玉髄
石鏃未成品？二次加工都分に光

2.0 1. 2 0.5 0. 7 
沢
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遠物観察表

図番号 選溝 グリッド 層位： 器種 石材 備考 長(cm) 幅(cm) 厚(cm) 重呈(g)

45-6 表土 二次加工剥片 王髄
石鏃末成品？二次加工都分に光

Z.5 1.7 0.9 2.4 
沢

45-7 表土 二次加工剥片 王髄 石槍？石鏃未成品？ 5. 1 2.5 1. 2 11. 7 

45-8 I Z-39 I層 二次加工泉lj片 玉髄 剥離面で光沢異なる 3.0 2.4 0. 7 3. 7 

45-9 II C-41 I暦 二次加工剥片 玉髄
両極条lj片素材、二次加工部分に

3.0 1. 5 0.6 2. 2 
光沢

45-10 表土 二次加工剥片 王髄 掻器？ 3. 1 2. 3 1. 1 8.4 

45-11 I Z-39 I層 二次加工条lj片 玉髄 二次加工郭分に光沢 4.5 3. 1 1. 7 16.9 

45~12 表採 二次加工剥片 王髄
二次加工郎分に光沢、 石鏃未成

2.8 1. 8 0.6 2.4 
品？

45-13 I W-36 I屠 二次加工剥片 王髄 二次加工節分に光沢 3.0 2. 1 0.4 2.9 

45~14 II A-38 I暦 二次加工剥片 玉髄 二次加工都分に光沢 2. 6 2.0 1.0 6. 1 

45-15 表士 二次加工剥片 珪質頁岩
石鍛関係品？二次加工部分に光

1. 7 1.8 0.5 1.1 
沢

45-16 II A-38 I層 二次加工剥片 珪質頁岩 二次加工部分に光沢 3. 5 2 0. 7 3. 0 

45-17 
I Z-41 

l層 二次加工剥片 赤鉄鉱 黒変、被熱 2. 7 2.1 0.7 2. 8 
斜面

45-18 I Z-41 1層 剥片 赤鉄鉱 黒変、被熱 3. 6 5.2 1. z 13. 1 
45-19 I Z-41 I層 石核 珪質頁岩 黒変、被熱、 20と接合 2. 1 4. l 1.4 10.4 

45-20 I Z-41 I層 石核 珪質頁岩 黒変、被熱、 19と接合 3. 8 5.8 2.0 26.4 

45-21 表土 石核 チャート 黒変？被熱？ 5. 5 5.9 3.5 120. 6 

46-1 I Y-40 1層 剥片 珪化木 光沢？ 3.3 4.2 1. 2 12.8 

46-2 IIB-41 I層 剃片 玉髄 光沢 2. 9 1.0 0.6 1.8 

46-3 II B-41 I層 剥片 王髄 光沢 2. 1 1. 0 0.5 0. 6 

46-4 l X-35 II層 剥片 玉髄 光沢 、2.4 1. 1 1.0 2.8 

46-5 I Z-39 I層 剥片 至髄 3.9 3. 1 1. 3 10.1 

46-6 I Y-38 I層 剥片 玉髄
両極打法、被熱、剥離面で光沢

2.6 1. 5 1.0 3.1 
異なる

46~7 I Y~38 I層 剥片 王髄 両極打法 3.5 2.9 1.1 8. 3 

46-8 I X-35 II層 剥片 玉髄 両極打法、光沢？ 2.0 1. 9 0.9 2. 9 

46-9 II B-39 
試掘Tr9

剥片 玉髄 両極打法 3.3 1.8 1.0 4. 6 
埋士

46-10 l X-35 II層 剥片 玉髄 両極打法 3.0 1. 5 0.8 3. 6 

46-11 I Z-41 I暦 剥片 玉髄 黒変、被熱 2.8 2. 2 1. 1 7. 6 

46-12 表土 石核 王髄 両極打法？光沢？ 4.5 2. 4 1.5 12.4 

46-13 I Y-39 l層 石核 玉髄 両極打法、光沢 3.3 2. 6 1. 3 8.8 

46-14 I Z-41 I暦 石核 王髄 両極打法 2.9 2. 0 1.0 5.4 

46-15 II B-41 I層 石核 珪質頁岩 両極打法、光沢 3.0 2. 2 1. 2 7.1 

46-16 I Z-39 1層 右核 珪質頁岩 両極打法、光沢 2. 4 1. 6 1.0 2.8 

46-17 IID-41 I層
ピエス ・エス

玉髄 縦横二方向の打撃 3. 2 2.2 1.2 8.8 
キーユ

46-18 表採
ピエス，エス

珪質頁岩 玉髄質 5. 1 4. 1 1.5 34. 5 
キーユ

46~19 表採
ピエス・エス

碧玉 赤褐色 5.5 3.1 2. 6 44.4 
キーユ

46-20 表採 原石 石英 4. 1 3.0 3. 0 48. 3 

46-21 I V-35 I層 原石 玉髄 3. 5 3.4 1. 8 26. 6 

46-ZZ 表採 打製右斧
粗粒玄武

刃郎破片 (5. 2) (4. 1) (1. 8) (47. 6) 
岩

46-23 IID-41 I層 打製石斧
租粒玄武

磨製石斧未成品？ (11. 6) 5.0 3.5 (277. 7) 
右"" 

47-1 IIC-41 I層 磨製石斧 閃緑岩 (8. 8) 4. 7 z. 7 (184. 0) 
47-2 I Z-41 I層 磨製石斧 安山岩 基都折面再加工 7.3 4.4 2.8 144.4 

47-3 表土 磨製石斧 安山岩 基郭折面再加工 7.3 4.0 2. 7 123. 5 

47-4 l Y-39 I層 磨製石斧 閃緑岩 11. 0 4.3 2. 4 169.8 

47~5 表採 磨製石斧 流紋岩 5.3 2. 2 0.9 15.0 

47-6 表採 磨製石斧 不明 (5. o) (3. O) 1. Z (30. 1) 

47-7 II B-41 I層 磨製石斧
粗粒玄武

11. 2 4. 7 2.5 214. 1 右U-』

47-8 I Z-37 l層 磨製石斧
租粒玄武

折面再加工 5.6 4. 5 2.4 98. 1 
右μ_, 
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西張 (3)還跡III.舘遺跡

図番号 遺構 ダリッド 層位 器種 石材 備考 長(cm) 幅(cm) 淳(cm)重品(g)

47-9 表採 磨製石斧 閃緑岩 (5. 0) (4. 8) (2. 5) (73. 6) 

47-10 IIA-40 I層 歴製石斧
租粒玄武

(10. 1) (4. 4) (3. 4) (245、4)
右w 

48-1 表採 蔽石 チャー ト 7、0 5.8 4.8 225. 7 

48-2 I Z-41 敲石
デイサイ

13.9 9. 7 4.5 1004. 4 
卜

48-3 I X-39 I層 敲石 流紋岩 溝状の敲打痕、被熱、火ばね 8.6 7.9 2.5 188、1

48-4 I Y-38 I層 敲石 チャート 石製円盤？ 6.0 5.9 2. 7 111.1 

48-5 IIB-41 II層 穀石 チャー ト 7.4 5.6 2.3 134、3

48-6 I Z-41 I層 敲石
租粒玄武

被熱 9、3 4.9 2.9 143. 5 
右中

48-7 表土 厳石 チャート 4. 1 3.9 3.2 65. 6 

48-8 II D~41 I層 磨石
粗粒玄武

磨面＋蔽打痕 15. 5 8.6 6.2 1167. 8 
右UJ 

48-9 I Y-38 I暦 磨石
花閤閃緑 右鹸形、磨面＋凹痕、ひび割れ、

11. 6 7.3 4.9 699. 4 
岩 被熱？

48-10 I W-33 II眉 擦痕のある挫
デイサイ

砥石？ 5. 4 3.6 1. 7 51. 2 
卜

48-11 表採 砥石 凝岩 13.6 6.6 2.3 235 

49-1 表土 石錘
デイサイ

敲右？ 12. 7 11.9 3.7 740. 6 lヽ

49-2 l Z-41 石錘
粗粒玄武

7. 9 4. 4 1.0 59.4 
右"' 

49-3 表土 石錘 安山岩 被熱、火はね 6亀3 4. 2 1. 8 83.8 

49-4 表土 石錘 チャー ト 両極打法 7.7 4. 7 1.5 74. 1 

49-5 I Z-41 石錘 チャー ト 両極打法 10.3 6.6 2.8 300.8 

49-6 I Y-40 I層 石錘
デイサイ

5. 8 5.0 1. 3 65.8 
卜

49-7 表採 石錘 砂岩 5.4 ふ8 1.0 34. 1 

49-8 表採
剥離のあ

安山岩 石錘？敲石？ 10. l 8.4 2.9 361. 4 
る裸

49~9 IlD-42 ]]層 石皿 安山岩 36. 6 18.3 16. 1 11585 

49-10 IIA-40 I層 石皿 安山岩 40. l 17.4 7.8 7685 

49-11 表士 石皿 安山岩 52.2 26. 1 9.3 26185 

写圭図
IIB-41 I層 石鏃 珪質頁岩 正面 ・襄面ともに火ばね 2.9 1. 7 o. 5 (1. 2) 

版29-A

写哀図
IIA-38 I層 搬入自然裸 チャート 石棒類似形状、加工痕跡なし 32.5 12.3 11. 2 8185 

版29-B

52-1 表土 石棒
粗粒玄武

6. 7 2.6 2. 4 67.6 
右CU 

5Z-2 I W-33 I層 石JJ 粘板岩 7. 7 3.4 1. 2 36. 7 
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還物観察表

表9 舘遺跡 土製品観察表

昇 写真 遺溝名 層位 種別
長さ
(c幅m) 
厚さ

文様 備考
図版 ク..~ ッド (cm) (cm) 

50-1 30 第1号堀跡 獨土 土器片利用土製品 3.4 3.4 0.8 LR 
50-2 30 第1号堀跡 覆土 土器片利用土製品 2.3 4. 3 o. 7 R単絡5
50-3 30 第1号堀跡 覆土 土器片禾I」用土製品 4. 9 4. 6 0.8 無文
50-4 30 第1号堀跡 覆土 ミニチュア土器 2. 4 3. 0 無文
50-5 30 第1号堀跡 覆士 ミニチュア土器 1. 6 2. 9 無文
50~6 30 第1号堀跡 覆土 ミニチュア土器 2. 7 2.8 沈腺（横位平行）、L
50-7 30 SKOG 且晉 土器片釆1」用土製品 3. 0 ぶ1 0. 7 無文

50-8 30 l層 土偶 3. 8 3. 2 1.4 
表 乳房（円形粘土貼

付）、襄＊刺突

50-9 30 I Y-40 I層 土偶 3. 0 3. 6 2.0 
表 ・謄（円形粘土貼付）、
襄無文

50-10 30 l Z-37 1層 土偶？ 4. 1 4. 6 1. 7 脚都か

50-11 30 1層 動物形上製品 3. 8 2. 6 
耳 ・ 尾•四肢端郭欠捩、
顔面剥落、背・側面刺突

51-1 31 II C-41 1層 鐸形土製品 3. 7 3、3 上郭短軸に穿孔、刺突
51-2 31 I Z-37 撹乱 鐸形土製品 2. 9 2.2 上都短軸に穿孔、沈線
51-.3 31 IlA-.39 撹乱 棒状土製品 3. 2 1. 3 1. 3 穿孔、刺突
51-4 31 II B-39 1層 筒状土製品 3. 6 2.4 0.6 
51-5 31 II D-41 I層 ミニチュア土器 4. 8 3, 0 波状口緑

51-6 31 II A-38 1屑i ミニチュ了土器 3. 5 3.4 
沈線（横位平行、 三角形
文？）、刺突

51-7 31 II A-38 撹乱 ミニチュア土器 3.4 2.5 刺突

51-8 31 I D-41 I層 ミニチュア土器 2. 8 2.6 
鐸形土製品の可能

性あり
51-9 31 II A~39 撹乱 ミニチュア土器 1.4 2. 6 
51-10 31 JI A-38 m層 ミニチュア土器 1. 9 3.9 底郭上げ底状
51-11 31 I W-35 I層 ミニチュア土器 Z.6 3.0 
51-12 31 II A-39 撹乱 ミニチュア土器 1. 7 2.4 0.4 波状口緑、波頂郭下穿孔

51-13 31 1層 土器片利用土製品 3.7 4. 2 0.9 隆沈線、隆線上LR
51-14 31 I Z-41 1層 土器片利用土製品 3.8 3. 7 0.6 1沈線区画 LR 
51-15 31 I Y-39 1届 土器片利用土製品 3. 7 3. 1 0.8 RL 
,51-16 31 I層 土器片利用土製品 2.7 3. 6 0. 7 RL 
51-17 31 I Z-41 1層 土器片利用土製品 3.2 3. 5 0.9 R単絡5
51-18 31 I層 土器片利用土製品 3. 7 3. 7 0.8 R単絡5
51-19 31 II A-38 I層 土器片利用土製品 3.5 3. 7 0.8 沈線（波状入組文）
51-20 31 II A~38 撹乱 土器片利用土製品 3.5 3. 6 0.6 1沈線
51-21 31 II A-39 沼乱 土器片利用土製品 4.0 4.0 0.8 闊歯状沈線
51-22 31 IT C-41 I屑 土器片利用土製品 3.4 3.8 0.5 櫛引沈線文
51-23 31 I Y-37 1暦 土器片利用土製品 3.4 3.4 0.8 櫛紫状沈線
51-24 31 II A-39 撹乱 士器片利用土製品 3.8 3. 7 1.1 櫛歯状沈線
51-25 31 I Y-40 l暦 土器片利用土製品 2.4 2.1 0.6 櫛歯状沈線
51-26 31 I層 土器片利用土製品 3.2 3.2 0.8 無文
51~27 31 II A-38 III届 土器片利用土製品 3. 7 3. 3 1.0 無文
51-28 31 表採 土器片利用土製品 5.0 4.4 0. 7 無文
51-29 31 I W-37 1層 土器片利用土製品 5.2 5. 3 0.8 無文
51-30 31 II D-41 I届 士器片利用土製品 1.8 3.8 l.2 無文
51-31 31 II A-39 撹乱 士器片利用士製品 1.9 3.1 0.6 無文
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写真図版



西張 (3)遺跡

調査区近景（南から ）

調査区近景（北から）

写真図版 1 西張 (3)遺跡近景
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写真図版
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写真図版2 西張 (3)遺跡調査区
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西張 (3)遺跡
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写真図版3 西張 (3)遺跡 出土遺物
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写真図版

写真図版4 舘遺跡調査区
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舘迫跡
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写真図版5 舘遺跡遺構1

-122 -



姿互遠件

ー百一ー
9卑｛区圏帥



舘迫跡

第 1号堀跡南西屈曲部完掘 （南から）

写真図版7 舘遺跡遺構3
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ふ泣
第1号堀跡 ・第1号溝跡 ・第3~5号土坑完掘 （上が南東）

第 1号溝跡完掘（北東から ）

写真図版8 舘遺跡遺構4
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舘辿跡

ー・・＝一一唸),;.—-
ー・',e ず"- ; • • 一------

第1号溝跡・第 1号性格不明遺構断面（北から ）

第1号溝跡断面（北東から）

第 1号土坑完掘（東から）

写真図版9 舘遺跡遺構5
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写真図版

第 5号土坑完掘 （南東から ）

写真図版10 舘遺跡遺構6
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舘辿跡

_.., --、

第 7号土坑完慨 （北東から ）

~- -. 
完掘（北東から ）

牙
一...' J . ,' ,;;, ． 9 • 

第7号土坑断面 （北東から ）

第8号土坑断面 （北東から ）

ャ・ 女

ぇ`ID . 邊,. . . ・・ぶ．． 
第 1号溝状土坑断面 （南から ）

縄文時代後期の遺物出土状況 （東から）

写真図版11 舘遺跡 遺構7
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写真図版12 舘遺跡遺構内出土土器1
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舘辿跡
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写真図版13 舘遺跡遺構内出土土器2
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写真図版
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写真図版 14 舘遺跡 遺構内出土土器3
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舘辿跡
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写真図版15 舘遺跡遺構外出土土器 1
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万真図版
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写真図版16 舘遺跡遺構外出土土器2
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舘辿跡
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写真図版17 舘遺跡遺構外出土土器3
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写真図版
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写真図版18 舘遺跡遺構外出土土器4
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舘迫跡

34-2 

:i,1-1 

34-5 34-7 

34-3 

34-12 

写真図版 19 舘遺跡遺構外出土土器5
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写真図版20 舘遺跡遺構外出土土器6
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写真図版 21 舘遺跡遺構外出土土器7

- 138-



写真図版
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写真図版22 舘遺跡遺構外出土土器8
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写真図版23 舘遺跡遺構外出土土器9
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写真図版25 舘遺跡 遺構外出土土器11
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写真図版
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写真26 舘遺跡遺構内出土石器
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写真図版27 舘遺跡 遺構外出土石器 1

- 144 -



'Jf. 真図版

16-22 

'17-•I 

16-23 

17-5 

47-6 

48-4 

18-2 

17-1 

;＇
S
3ぃ

、ヽーぃ
9
ぃ
J
t
,

ウ

t.. 

渭＂`
、も―

7
 

＇．，．ヽ

ヽ

,_,
 

9

、r

＼． 

＇、

會
＼

.、
1

、r".B"‘].“
、t

,

ー.
i
.

,17-7 

48-5 

17-2 

47-!l 

47-9 

17-3 

47-10 

,18-8 
,,s-9 

49-4 48-10 ,1s-11 49-1 49-2 
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写真図版29 舘遺跡遺構外出土石器3・石製品
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報 告 書抄録

ふりがな にしはりかっこさんいせきさん ・たていせき

書 名 西張(3)遣跡ill・ 舘遺跡

副書名 県適櫛引上名久井三戸線道路改良事業に伴う遺跡発掘調査報告

シリ ーズ名 青森県埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第612集

編 著者名 齋藤岳、齋藤正、木村恵理

編 集機関 青森県埋蔵文化財調査センター

所在地 〒038-0042青森県青森市大字新城字天田内 152-15 TEL 017-788-5701 

発行機関 青森県教育委員会

発行年月 日 2020年 3月11日

コード
世界測地系

ふりがな ふりがな (JGD2011) 調査期間 調査面積 調査原因
所収遺跡名 所 在地

市町村 遺跡番号 北緯 疇 （面）

あおもりけん益んのへぐん

40° 141° 20180425 
にしば りかっ こ;!!;{vいせさ

青森県三戸郡

西張(3)遺跡
なんぷ ちょ うおおあさほうしおか 024445 445145 
南部町大字法師岡

271 24' ～ 1、700 記録保存調査

あざだいどう Q')した 5211 16" 20180629 
字大道ノ下
あおもりけんさんのへぐん 40° 141° 20180904 

たていせき
青森県三戸郡

舘遺跡
なんぶらょうおおあざごみわた 9 024445 445116 
南部町大字椛渡

271 24' ～ 1,700 翫強表保存調査

あょたて 48" 0011 20181031 
宇舘

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

西張(3)遺跡 狩猟場 縄文時代 溝状士坑 1 縄文士器（早 ・

後 ・晩期）

石器

舘遺跡 散布地 縄文時代 土坑 8 縄文土器（早

狩猟楊 溝状土坑 1 ～後期）

城館 中世 堀跡 1 石器

中世以降 溝跡 1 土製品

性格不明遣構 1 石製品

ピット 19 

要 約 西張(3)遺跡は、調査の結果、溝状土坑を検出しt::.oこれまで2度の調査結果と同様に、狩
猟場として利用されていたと考えられる。遺物は縄文時代早期、後期、晩期の土器と石器が出

土した。

舘遺跡は、調査の結果、縄文時代と中世に利用されていることがわかった。縄文時代は土

坑や溝状土坑を検出した。遺物は縄文時代後期前葉を主体とする土器 ・石器 ・土製品（土偶、

動物形土製品、鐸形土製品、 ミニチュア土器、土器片利用土製品） • 石製品が出土した。

中世は堀跡を検出した。 断面形状は薬研状を呈しており、大規模である。 堀跡から年代を示

す遺物が出土していないため、時期決定の根拠に欠くが、このような堀跡は全国的に 16世紀

に見られることから 16世紀頃の時期が想定される。
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